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　１　開幕！　エロＶＳ洗脳の世界大戦







　──オペレーション・エロス、始動。





　ぼく──芥あくた川がわ丈たけ途とは、ヘリコプターの中から眼下の砂さ漠ばくを見つめていた。四方の地平線まで延びる砂の海。文明から隔かく絶ぜつされた死の土地……。


「この間まで普ふ通つうに学園生活を送ってたのに、どうしてこんなことに……」


　様々な分野の〝天才〟が集つどう閃ひらめき学園高校で、ぼくは一年生の終わりを迎むかえようとしていた。そんなとき、シナリオの天才であるクロトが「世界平和計画」を動かし始め……学園が、文字通り〝崩ほう壊かい〟してしまったのだ。


「……丈途さん、ごめんなさい。あたくしがお兄さまの考えに気づかなかったせいで……」


　じっと外を眺ながめていたぼくへ、操縦席から声がかかる。目を向けると、ツインテールの少女が前方の窓に悔くやしげな顔を映しつつヘリを運転していた。


「部長……そんな顔しないでよ。部長は純じゆん粋すいに世界平和を願ってただけじゃないか。それを利用して世界征せい服ふくを企たくらんでたクロトが悪いんだ」


　彼女は〝部長〟こと黒くろ樹き繰くる美みだ。ぼくたちのクラスである一年零ゼロ組の前身「新聞同好会」で部長をしていた。そして部長は……クロトの妹でもある。


「まさかお兄さまと争うことになるなんて……」


　彼女はそう言いながら、特注でレザー製にした紫むらさきワンピースドレスの制服を揺ゆらし、わずかに肩かたを落とす。丸めておしおき棒のようにした大きな革かわ張ばりのノートを脇わきに置き、足にはハイヒールを合わせ、女王様のような出いで立たちをしているが……その姿に普ふ段だんの覇は気きはない。


「──部長！　これから世界を平和にしようって人がそんな弱気でどうするの!?　部長らしくビシバシ鞭むち打うって平和を勝ち取らなきゃ!!」


　制服を着て髪かみを肩の辺りでそろえている少女が、ぼくの横で元気に声を上げる。彼女は天才マネージャーの倉くら部ぶ勝かつ代よだ。クロトに閃学園の仲間を奪うばわれて一年零組しか残っていない現状で、彼女の底そこ抜ぬけな明るさは救いであった。


　──天才マネージャーの勝代。天才プロデューサーの部長。そして……天才ポルノ作家のぼく。この三人で、クロトの世界征服に対たい抗こうして世界平和を成しとげようとしていた。


「……それにしても、どうして砂漠で制服なの？　凄すっっごく暑いんだけど……」


　ぼくは自分が着ているモーニング風コートを見ながら漏もらす。


　それを聞いて、部長が呆あきれたように口を開いた。


「砂漠で素す肌はだなんてさらしたら、火ぶくれを起こしてしまいますわよ」


「えぇ!?　それじゃ、砂漠のオアシスで水着のお姉さんが弾はじける肢し体たいをさらしてウハウハってシチュエーション……噓うそなの!?」


「それは日射の状じよう況きようで……じゃなくて、今、そんなこと考えてる場合じゃないでしょ!!」


　──ビシィィィ!!


　部長はおしおき棒のような巨きよ大だいノートで床ゆかを思いっきり叩たたく。


　──って部長、今ヘリの操縦してるよね!?


　案の定、機体は大きく傾かたむいて斜ななめに降下を始める……。


「うわぁぁぁぁ!!　部長、早く操縦して!!」


「わかってますわ！　丈途さんが変なこと言うからですよ!!」


「ぼくのせい!?」


　言い合いながら部長はあっさりと機体を立て直した。


　……さすが部長。


　ほっとしていると、ふと、部長が真しん剣けんな声を出す。


「そろそろですわよ」


　その声を聞いて、ぼくは慌あわてて前方へ目を向ける。すると……砂漠の地平線を完全に埋うめ尽つくすほどの、黒い大波が見えた。壮そう観かんとすら思う圧あつ倒とう的な量の波は、一糸乱れぬ動きで規則的にうねり、粛しゆく々しゆくと砂漠を流れている。


「……まさか、あれが目標？」


「そうですわ。もう少し近づけばわかります。あれが──全世界の軍です!!」


　──全世界の軍。その言葉を聞いて、ぼくは知らず生なま唾つばを呑のみこんだ。


　ヘリが進むにつれて、軍勢の大波が二手に分かれている姿がはっきり見えてくる。大波は左右から同時にある一点を目指しており、互たがいにぶつかろうとしていた。


「クロトの奴やつ、本当にやる気なんだ……軍隊同士の殲せん滅めつ戦」


　喋しやべっていると、数機の軍用ヘリコプターが近くに見える。だが、明らかに不ふ審しんな機き影えいであるぼくらのヘリを無視して編隊を崩くずさない。その様子からは不気味な静けさが漂ただよっていた。


「やっぱりみんな、クロトに洗脳されてるんだ。これが映画『世界平和』の最終章、『人類ドラマ化計画』……」


　全世界の洗脳……それが人類ドラマ化計画だ。


　閃学園が崩壊した翌日、クロトはすぐに人々の洗脳を開始した。中世の匂においを醸かもす巨大な映画セット内で撮とっていた映画『ポルノ王（仮）』。その主役であるポルノ王を悪役に変えた別映画を急ごしらえで編集して完成させ、それに洗脳用のサブリミナル瞬間的なメツセージをつけて全世界に放送したのだ。人の心を動かす力を持つクロトの『シナリオ』と無意識へメッセージを刷りこむ『サブリミナル』の合わせ技わざ……その結果、クロトはたった一日でほぼすべての人類を統治下に置いた。


「クロトの奴……律りつや蘭らんまで洗脳してっっっ!!」


　ぼくは、クロトが流した閃学園生たちの映像を思い出して歯がみする。


　その映像の中で閃学園生たちは、自分の才能でクロトの世界征服を手伝うロボットと化していた。天才数学者の円えん修しゆう律は全人類の様々なデータを元に各政府や経済などの整理をおこない、天才プログラマーの霧む線せん蘭は全世界のネット運営を一手に引き受けて情報統制をしていた。


「謡うた江えたちや鳴なる唐からさん……大だい丈じよう夫ぶかな……？」


　ぼくは不安をこらえきれずに漏らす。謡江たちや鳴唐さんまであんなロボットにされていたら、ぼくは、ぼくは……。


「──丈途さん。お気持はわかりますが……作戦に集中してください。今まさに、目の前で大勢が死ぬか生きるかの状況なんです！」


　部長は苦々しい顔で喋る。


「お兄さま……軍人だからどうなってもいいというのは間ま違ちがってますわ!!」


　彼女の悲痛な声を聞き、ぼくは眼下に広がる大軍の波を見つめた。


　クロトは軍隊同士に殲滅戦をおこなわせ、世界から「軍隊」と「武器」を消しよう滅めつさせようとしているのだ。そして軍隊の内部に入ってこの作戦を先導しているのもまた……閃学園生である。


「命がけの任務をする〝勇士〟たちを、まさかこんなことに使うなんて……同じ学園の仲間なのに！」


　ぼくは拳こぶしを握にぎりしめ、心の底からわいてくる怒いかりに震ふるえる。


「ぼくたちはクロトと違ちがう！　ぼくたちは、誰だれの命も奪うばわずに世界を平和にしてみせる!!」


　そのために、ある秘策を用意してきたのだ。それは──。


「目標地点に着きましたわ。いきますわよ！　オペレーション・エロス、開始!!」


　部長の言葉とともに勝代が「了りよう解かいよ！」とぼくへパラシュートをつけた。次いで勝代はヘリのドアを開けると……いきなり、ぼくを外へ放ほうり出す！


「──丈途くん。軍人さんたちをガツンとやってこんな戦い早くやめさせてね！」


「──期待しておりますわよ。できなきゃ丈途さんが危ないですけど」


　落ちながら強風にあおられて体の自由を奪われる中、ヘリの上からふたりの声が聞こえる。


「ちょっ……まだ心の準備ができてないんだけどぉぉぉぉぉぉ!!」





「…………はぁはぁはぁ。し、死ぬかと思った……」


　なんとかパラシュートを開いて砂さ漠ばくに降り立ったぼくは、膝ひざに手をついて荒あらい息を整える。


　二手に分かれている軍勢の中間地点にうまく着地できたようで、兵士たちとはまだ距きよ離りがあった。


　──ザッ、ザッ。


　大地を揺ゆるがす、規則的な足音。


　この砂漠に集結している全世界の軍は、ぼくを完かん璧ぺきに無視してこちらへにじり寄ってくる。


「……まだ駄だ目めだ。この状態じゃオペレーション・エロスはできない」


　今この瞬間にも銃じゆう弾だんが飛び交かうかもしれない恐きよう怖ふと戦いながら、じっとタイミングを計る。


　──ザッ、ザッ。


　揺らめく陽炎かげろうの向こうから、一糸乱れずロボットのように行進する大軍勢が迫せまってきている。足音とともに高まる命の危険……。だが、まだ駄目だ。まだ、早い。


「……ははっ。本当なら、こめかみに汗あせくらいは流すシーンかな」


　極度の緊きん張ちようで破は裂れつしそうなくらい高鳴っている心臓を抑おさえようと、笑いを漏もらす。


　だが砂漠を照らす強きよう烈れつな太陽を前に、汗はかいたその場で蒸発して消えているようだった。冗じよう談だんすら許さぬ苛か烈れつな灼しやく熱ねつ地じ獄ごく。まさに地獄の釜かまの底だ。


　──ザッ、ザッ。


　もはや、大地は地じ震しんとしか思えぬほど強く揺れていた。


　大軍勢が起こす地震。命の重みが起こす地震……。


「今はロボットみたいだけど……みんな生きてるんだ。ぼくは絶対、誰も死なせない!!」


　決意を新たにすると、緊張を押し殺すようにして口を固く結ぶ。次いで両軍の動きを素す早ばやく目で追ったとき──。


『丈途さん、スピーカーの投下が終わりました！　まずはこの大軍勢に見せてあげてください！　あなたのオペレーション・エロスを!!』


　耳みみ栓せん形の無線から、部長の声が聞こえる。


　その刹せつ那な、ぼくは服につけられたピンマイクの位置を確かく認にんすると同時に大きく息を吸った。


　そして視界の遥はるか先にいる軍勢の最さい後こう尾びにまで想おもいが届くよう、力の限り声を張り上げる。





「──ぼくは……平和のために戦うきみたちが好きだ！　大好きだ！　愛してる!!　ゆえにきみたちで妄もう想そうした……〝エロ〟をプレゼントしよう!!」





　世界各国の言葉に翻ほん訳やくされたぼくの声が、スピーカーから流れ始める。


　それを聞き、軍人たちのロボットめいた表情に亀き裂れつが走った。


　クロトの洗脳によって押しこめられていた〝人間〟としての感情が、ぼくの言葉に反応して表に出ようとあがいているかのようだ。


　──いける！


　手て応ごたえをつかんだぼくは、さらなる言葉を紡つむぎ始める。


「届け──ぼくのエロス愛!!」












　筋肉質な男女が、パジャマ姿でベッドの上に寝そべっていた。女は豹のように素早く男にまたがると、彼の上着を脱がしてその体についた数々の傷を見つめる。そして、じっとりと傷痕を舐め上げながら話し出した。


「ねぇ、この切り傷はどこで負ったもの？」


「南の紛争地帯かな……」


「この弾痕は？」


「う～ん……」


　男が悩んでいる隙に、女は弾痕の窪みを舌先で舐め始める。唾液でしとどに濡れた舌は、温かくぬるっとした感触で傷痕を這い回った。その様はまるで女豹が獲物を追うかのようだ。危機感をあおる愛撫はいやがおうでも蠢く舌先を鋭敏に感じ取らせ、ゾクリとした快楽を与える。


「んくっ……！　基地にずっといるきみの方が、俺よりよほど好戦的だな……」


「基地にずっといるから、久しぶりに帰ってきたあなたを逃さないために必死なのよ」


　──そう、ふたりは軍人なのだ。


　女は続く獲物を追うかのように舌先で男の腹を下り……ついにズボンを脱がす。


「ほぉら、もうこんなに硬くして……あなたも私に捕まるのを待ってたんでしょ？」


　女は瞳を鋭くして股間に語りかけると、極上の餌を堪能するかのようにパンツ越しの甘嚙みを始める。硬い歯にそっといたぶられる股間は段々と大きくなり、女の口深くへ入ってゆく。そして口から流れる生暖かい息になぶられると、舐め回してくれることを期待してさらに硬さを増した。


「……どうせもう舐めて欲しいんでしょ？　駄目よ、もっと味わってから」


「くぅっ……すぐに股間を捕まえたと思ったら、今度は焦らすのか……」


　男の言葉を遮るように、女は歯先だけで股間をなぞる。一部を責める強めの刺激にいたぶられて、男は早く股間全体を舐めて欲しくてたまらなくなった。


「……ねぇ、そろそろ舐めて欲しい？」


「当り前だろ」


「じゃあ……約束して」


　そう言うと、女は急に寂しげな瞳をして男を見つめる。


「どんな紛争地帯に行っても、ちゃんとこの〝日常〟に帰ってきて。そしてまた、私とエッチしましょう」


「……わかったよ」


　その言葉で安心したように微笑んだ女は「平和のために戦うあなた……好きよ」と、生温かい口で股間を包んだ。焦らされ続けた股間は、やっと訪れた這い回る舌の快楽を前に、ビクンッビクンッと脈打ち始めていた。












　…………………………………………………………………………………………………………。


　大軍勢が巻き起こしていた地震が、不意に止まる。


　全世界の軍が、一いつ斉せいに立ち止まったのだ。


「……ど、どういうこと？」


　戸と惑まどうぼくの声に、誰だれも、なにも答えない。だが次の瞬しゆん間かん──。





「「うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」」





　全世界の兵士が、恍こう惚こつの表情で雄お叫たけびを上げる。その声は〝洗脳〟によって押しこめられていた感情を爆ばく発はつさせたかのように大気を震ふるわせていた。


　そして兵士たちは武器を捨てると急にぼくを見つめて頰ほおを染め……こちらへ向かって全力疾しつ走そうしてくる！


「な……なに!?」


　驚おどろくぼくを無視して兵士たちはこちらへ押し寄せると、我先にと抱だきついてきた。


「I love youアイラブユー!」


「Je t'aimeジユテイム!」


「愛してる！」


　様々な国の人たちが、口々に愛を叫さけんでいるようだった。


　──オペレーション・エロス、成功だ!!


「見たかクロト！　これが世界を平和にするポルノ……題して『オペレーション・エロス愛作戦』だ!!」


　作戦の内容は単純明快である。ぼくは……ポルノで〝告白〟しているのだ！　人類を繁はん栄えいさせてきた原初の心、エロス愛。そのエロスに訴うつたえてクロトの洗脳を解くため、ぼくはポルノで告白している!!


「クロト。いくらお前の洗脳が強きよう烈れつだろうと、人類が誕生したその瞬間より連綿と受け継つがれてきたエロスまでは洗脳しきれなかったみたいだな!!」


　世界に愛が溢あふれれば争いはなくなる。それこそが、ぼくたち一年零ゼロ組の目指す世界平和だ！


「ぼくは愛の伝道師として、必ず平和を勝ち取ってみせる!!」


　兵士たちから抱きしめられる中でぼくはガッツポーズを作り、上空のヘリで待機する部長たちへ決意に満ちた瞳を向ける。


『……しかしポルノで告白って……酷ひどい作戦ですわね』


『しかも誰だれ彼かれ構わず告白だもんね……』


　無線から、部長と勝代がため息まじりの声を流す。


「ふ、ふたりともぼくの作戦を誉ほめてくれたじゃないか!?」


『だって他ほかに方法がなかったんですもの』


　部長は駄だ目め押おしのようにもう一度ため息をつくと、『勝代さん、次の作戦に移りますわよ』と指示を飛ばす。


『任せて！　丈途くんの一世一代の告白、バッチリ撮とってるから!!』


　勝代はさっきから、ヘリの扉とびらを開けてこちらへテレビカメラを向けていた。


　──実はこの様子、世界中の軍事関係者に向けて放送されているのだ。世界中の兵士はこの砂さ漠ばくに集まっていたが、まだ技師や学者といった前線に出ていない者も多い。


　今回は軍人向けのオペレーション・エロスである。ゆえにぼくらは、この作戦で世界の軍事関係者をすべて味方につけると同時にこの世から全武力をなくそうとしていた。


「これが成功すれば、もう血で血を洗うような争いはなくなる」


　ぼくは知らず息を止めて勝代を見つめる。


『世界のみなさん、見てください！　たった今、エロの力が戦いを止めたのです！　古代より人類を繁栄させてきたエロスが、愛が、私たちの求めた〝平和〟だったのです！　エロ＆ピース！　エロ＆ピース!!』


　熱ねつ烈れつにアナウンスをする勝代を眺ながめていたぼくへ、兵士たちがこぞって携けい帯たい型の衛星電話を見せてくる。その画面には、勝代が放送しているぼくの映像を司令部と思おぼしき場所で眺める軍人たちが見えた。


『みなさんもエロスを学んで平和に暮らしましょう！　みなさんの学まなび舎やとして私たちが用意したもの、それは──』


　その途と端たん、テレビ画面にテロップが大きく浮うかび上がる。


『──〝エロ塾じゆく〟全世界に開設！──』


　画面にテロップが浮かぶ中、勝代は元気にアナウンスを続けた。


『さぁみなさんも一いつ緒しよに！　エロ＆ピース！　エロ＆ピース!!　エロ＆──』


　──ガタッ！


　衛星電話から、妙みような音が聞こえる。上に目をやると、アナウンスに熱中しすぎた勝代がテレビカメラをヘリの床ゆかに落としているのが見えた。


『こんな大事なときに……私、またやっちゃった～！　もう、私の馬ば鹿か馬鹿っっ!!』


　勝代は涙なみだ声ごえで自分の頭を叩たたき始める。


　ぼくは視線を落として、兵士が持っている衛星電話の画面をのぞいてみた。すると……司令部のテレビには今、水玉模様のパンティーが映っていた！　しかもきっちりフィットするタイプらしく、発育のいい盛り上がった股こ間かんを布が圧あつ迫ぱくして押し上げていて……エロい！


「まさかこれ、勝代のパンティー!?　ってことは……」


　勝代、全世界に自分のパンティーを放送しちゃってる!!


　ぼくが慌あわてて勝代に伝えようとすると、衛星電話から一斉に歓かん声せいがわき上がる。


『エロ＆ピース！』


『エロ＆ピース！』


『エロ＆ピース！』


　……全世界の軍事関係者が、心をひとつにした瞬間であった。








「──ドラマ課の調子はどうだい？　市民ひとりひとりに演技を徹てつ底ていさせているかい？」


　中世の匂においを醸かもす映画セット内に建てられた宮きゆう殿でんの奥。王子が着るような豪ごう奢しやな衣装に身を包んだクロト──黒くろ樹き書か徒とが、そっとつぶやく。天才シナリオライターたる彼はノートパソコンを脇わきに抱かかえて立ち、眼鏡めがねの奥から冷たい瞳ひとみを前へ向けていた。


　彼の視線の先には壁かべ一面を覆おおう巨きよ大だいモニターが設置されている。モニターの画面は千を超こえる数に分ぶん割かつされており、それぞれの画面には無機質な顔をした人が映っていた。


「「──はい。シナリオ通り、完かん璧ぺきな演技です」」


　画面の向こうから、見事にシンクロした声が聞こえる。


　次いで画面は切り替かわり、様々な国の様子が映し出された。ビルの乱立する都市の中を規律正しく歩む人々の群れ……爽さわやかな風が駆かけ抜ぬける草原で機械的に羊たちを管理する人々……密林に住む部族がゼンマイ仕じ掛かけの人形のように踊おどる様……。


「──素す晴ばらしい」


　クロトは陶とう酔すいしたように言うと、「では次のドラマ会議で会おう」とモニターを切った。


「予定通り機能しているようだな、ドラマ課は」


　──ドラマ課。それは全世界の役所に新設された部署で、クロトの進める〝人類ドラマ化計画〟の要かなめとなる存在だ。シナリオライターや演出家といったドラマ作りに欠かせぬ人材で構成されており、すべての市民に〝役〟を与あたえて演技させ続けるための部署だ。


「争いのないドラマを人類に死ぬまで演じさせる……。それでこそ完璧な平和を築けるというものだ。そしてそれを成すための中心……人類の核かくとなるべき存在が──」


　そう言いつつマントをひるがえして振ふり返ったクロトの瞳に、整然と並んだ閃学園生たちが映る。


「──我々、ドラマ制作委員会だ！」


　その言葉に、閃学園生たちは無言で同時に頷うなずく。わずかな衣きぬ擦ずれの音だけが、静かに辺りへ響ひびいていた……。


　みんなはクロトのような映画衣装に身を包んでおらず、普ふ段だん学園で着ている服だ。しかしその表情は普段通りではなく、ロボットのように一いつ切さいの感情が読み取れない。


「〝天才〟が管理する安全な社会……それこそが理想のユートピアなのさ！　繰くり返される戦争の歴史などぼくが終わらせる!!」


　──そう、クロトは閃学園生を頂点としたピラミッド型社会を築いていたのだ。しかしそれは、言い換かえればクロトのシナリオで世界を牛ぎゆう耳じるディストピア極端な管理社会でもあった。


「──律くん。状じよう況きようの報告をしてくれ」


「はい」


　淡あわい栗くり色いろの髪かみをさらさらとなびかせた中性的な顔立ちの男が、制服のモーニング風コートを揺ゆらして一歩前に出る。円修律だ。


「砂さ漠ばくでの事件から一夜。零ゼロ組のメンバーは全世界の軍事関係者とともに、僕たちドラマ制作委員会の管理区域から離はなれた場所に〝エロ塾じゆく〟の支部を増やしています。ドラマ制作委員会が管理する人口を一億としたとき一にも満たない勢力ですが……軍人という戦力を思えば、下へ手たに仕し掛かけると市民に被ひ害がいが出るかと」


「……そうか。しかし零組は軍人を武力として使うつもりはないだろう。もちろん、ぼくたちも武力は使わない。そういう意味ではすでに、血の流れる世界は終わったのさ」


「──血は流れなくても、あれじゃ下げ劣れつなエロのたれ流しですよ。吐はき気がするわ」


　声の主はワンピースドレスの制服を着たポニーテールの少女だった。霧線蘭である。


「あたしがエロ塾にクラッキング不正なデータ操作を仕掛けたところ……ネットワーク上にあるのは丈途の醜しゆう悪あくなポルノばかり。思い出すだけでも鳥とり肌はだが立つわ。あいつら多分、支部間の連れん絡らくは直接会っておこなってますね。まるで原始時代の伝達手段ですよ」


「ふっ……彼らだってドラマ制作委員会にきみがいることを知ってるんだ。ネットワークで連絡を取れば情報操作が入ることくらい予想ずみだろう」


「僕は元クラスメイトとして心が痛むよ。どう計算しても丈途に勝ち目はないのに……馬ば鹿かだね。しかもエロの力で世界を救おうだなんてさ。現状の勢力図を見ればどちらの主張が正しいかは一いち目もく瞭りよう然ぜん。彼らはただのゲリラだ」


　律は無表情のまま肩かたをすくめてつぶやく。今までいつも丈途の味方だった、あの〝律〟の片へん鱗りんも見えぬ態度だ。


「クロト先せん輩ぱいがお望みなら、僕が丈途の行動パターンから次の作戦を予測して、市民に被害を与えぬ形で捕とらえましょうか？」


「律くんは頼たのもしいね。だが、油断は禁物だ。オペレーション・エロス……初めてだよ、相手がどんな手でくるのかまったく予想できなかったのはね。部分的にキャラクター設定を超えられたことはあるが……。一年零組は、中々やっかいな才能の組合せだ」


「それでは、どうやって彼らを僕たちのドラマに出演させるんですか？」


「安心したまえ。初手はわざと見み逃のがして相手の出方をうかがった。〝無手〟という手さ」


　そう言ったクロトの腕うでが、わずかに震ふるえた。


「……ぼくに無手を使わせるなんてね。白紙のシナリオを用意するはめになるとは……屈くつ辱じよくだ。しかし、これで零組の手の内は見えた。すぐにシナリオの執しつ筆ぴつにとりかかろう」


「了りよう解かいしました。では僕は鳴唐さんの様子を見に行きましょう」


「あたしも同行するわ。あの子、世界平和がかかってるっていうのにあんな状態で……いい加減にして欲しいもの」


　律と蘭の言葉を聞き、クロトは黙だまって頷く。


　部屋を出ていくふたりをしばらく見送っていた彼だが……ふと、なにか思い出したように微笑ほほえみを浮うかべた。


　そしてここにはいない誰だれかを眺ながめるようにして笑えみを強め、唇くちびるを歪ゆがめる。


「丈途くん。あれがきみのクラスメイトだよ」





　──ピロリロリン♪　チャッチャラ～♪


　……薄うす暗ぐらい部屋の中で、軽快な電子音が響いている。部屋の端はしからは弱々しい光がちらついており、座りこんでいる小さな人ひと影かげを浮かび上がらせていた。


「丈途くんが噓うそをつくなんて……吹ふく音ね、吹音……」


　人影はクラリネットの天才、鳴唐吹音だ。彼女は今、純白のワンピースドレスに身を包んでコントローラーを手にしている。目の前にはテレビがあり、画面の中でかわいらしいマスコットが陽気に飛び跳はねていた。だが……ゲームの内容とは裏腹に、彼女は今にも泣き出しそうだ。


「丈途くん、なんで『ポルノ王（仮）』の撮さつ影えいで、吹音に『お互たがいがんばろう！』って噓ついたの？　丈途くんが、あのクマさんが噓をつくなんて……」


　吹音が丈途の噓を許せなかった理由……それは〝クマさん〟だ。中学二年生のとき、閃学園の体験授業で『あきらめなかったらなんとかなるよ』と自分を励はげましてくれたクマさん。今まで彼の背中を追ってがんばっていた吹音にとって、その正体たる芥川丈途のついた噓はとても許せるものではなかった。


「丈途くんが噓ついたのも嫌いやだけど……吹音、丈途くんとの思い出のリード、投げちゃった」


　そのことを思い出すと、吹音の瞳ひとみは余計に潤うるんでしまう。一度は拒きよ絶ぜつした丈途のことを、それでも拒こばみきれずにいたのだ。


　──吹音の仕草はまるで自然。なぜか、クロトから〝役〟を与あたえられていないようだった。


「もう、嫌なことばっかりのお外なんて嫌！　吹音、ずっとゲームとクラリネットだけして引きこもるって決めたもん！　お外に出たら負けだもん!!」


　彼女はそう言って、ゲームを進めようとコントローラーを握にぎり直す。


　──ドンドン！　ドンドン!!


　突とつ如じよ、部屋の扉とびらが叩たたかれる。


　吹音は思わずビクッと肩を跳ね上げると、次いで焦あせって扉を見つめ……おぞましいものでも相手にするかのように震えつつ口を開く。


「……この部屋には誰もいませ～ん……」


　…………………………………………………………………………………………………………。


　──ドンドン！　ドンドン!!


「だ、誰もいないって言ってるのに……!?」


「──吹音ちゃん、いるのはわかってるのよ！　いつまで引きこもってるつもり!?」


「その声……蘭さん？」


　吹音はクラスメイトの声を聞いて安心したのか、ほっと息をついて立ち上がると扉を開く。


「吹音ちゃん、あなた馬ば鹿か？　世界平和がかかってる今、なにのんきにゲームしてるのよ」


　無表情のまま冷たく突つき放すような台詞せりふを言う蘭……。百合ゆり少女として吹音のことを好きで、周りから〝お姉さま〟と慕したわれていた彼女からは想像もつかない態度だった。


「蘭さんごめんなさい！　でも吹音！　えと、んと……!!」


「うるさいわよ!!　こんな近くにいるんだから、大声で言わなくても聞こえるわ!!」


「……ごめんなさい。久しぶりに人と話したから、その、声の調節が……」


「──完全な引きこもりだね。まったく……クロト先輩はどうしてきみに〝役〟を与えないんだ。僕らは役のおかげで今や世界平和の中心にいるっていうのにね」


「えぇ、光栄なことだわ。それに比べてあなたときたら……」


　ふたりから蔑さげすまれ、吹音は申し訳なさそうにうつむく。


「……ところで〝役〟って、麻マー雀ジヤンゲームの役のこと？　ふたりともどんな役をもらったの？　国こく士し無む双そうとか九ちゆう蓮れん宝ぽう燈とうとか凄すごい役もらった??」


「麻雀の話なわけないでしょ！　〝役〟は、世界平和のためにひとりひとりへ与えられた仕事であり人生なのよ!!」


〝仕事〟という言葉を聞いて吹音が目を見開く。そして彼女はよろよろと後ずさると、力なく膝ひざを突いて頭を抱かかえた。


「仕事……働く……お外に出る……恐こわい恐い恐い恐い──」


「きみ以外の学園生はみんな働いてるんだよ！　音楽系の天才は多大な思想浸しん透とう効果がある上に、何百億もの経済効果だって期待できるのに!!」


「そうよ！　天才ロッカーの伴ばん渡ど炎えん奏そうくんなんて、野外ステージにお腹なかをすかせた子犬が迷いこんだからってギターに火をつけて焼き肉を振ふる舞まって……今や英えい雄ゆう的存在になってるのよ！　なのにあなたは毎日毎日ゲームばっかりして……なんなの!?」


「……うっっ……！」


　吹音は口をついてわずかに声を漏もらしたが……なにも言い返せずにいた。


　彼女は知らずポケットに手をやり、救いを求めるように慌あわてて中を探さぐる。


　──あっ！　あのリード、もうないんだ……。
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　思い出した事実を前に、吹音は無言でうつむく。


　小さく丸まってしまったその姿は、心の痛みを必死にこらえているようであった……。





　律たちが吹音と会っている頃ころ、クロトは宮きゆう殿でんの最上階にある一室で優ゆう雅がにソファーへ腰こしかけていた。部屋の中はカーテンを閉めきって暗くしてあり、大きなスクリーンに映写機が光の像を投げかけている。


『──吹音さん、悪の牙が城じようは判明した！　ぼくは命にかえてもポルノ王を打ち倒たおすよ!!』


『──命にかえてもだなんて言わないで……。クロトさん、生きて……生きて吹音の前に戻もどってきて……』


　──クロトが見ているのは、ポルノ王を悪役にして作り直した洗脳映画だ。このフィルムではサブリミナルを外して普ふ通つうに鑑かん賞しようできるようにしてあった。


「吹音さん……無む垢くな貴女あなたは、その存在自体が〝平和〟だ。そんな貴女に〝役〟など不要さ」


　夢見るようにつぶやいたクロトだが、その表情はどこか不満げだ。


「……この映画、吹音さんが本当にオーケストラと共演するシーンを入れたかったが……撮さつ影えい時間が足りずに編集でごまかしてしまった。零ゼロ組め、どこまでもぼくの邪じや魔まをして……！」


　クロトは胸にたまった鬱うつ憤ぷんを吐はき出すかのように大きく息をつくと、ソファーから立ち上がってカーテンを開ける。


　急に差しこむ鮮せん烈れつな光……。まぶしさに一いつ瞬しゆんだけ目を細めたクロトだが、段々と慣れてくると白シートに覆おおわれた巨きよ大だいな建築物へ目を向ける。


「このぼくが〝念のため〟の策を用意するはめになるとはね。繰美、ゲリラを捕らえようとして胸に弾だん丸がんを受けて死にかけたきみが、どうして今さら人類に期待するんだ？　百年以上やまぬ争い……もう、誰だれかが管理する以外ないじゃないか」


　クロトが振り返ってスクリーンへ目を向けると、陽光で薄うすらいだ映像が見える。その中ではポルノ王こと丈途が、南国の宮殿で女の子たちをはべらせて自じ堕だ落らくな生活を送っていた。


「……丈途くん、きみが繰美をおかしくしたのかい？　吹音さんの心にまだ居座っている上に、妹と夢見ていた世界平和まで阻はばむか」


　クロトは眼鏡の奥から鋭するどい瞳ひとみをのぞかせると、再び外へ目を向ける。窓からはちょうど、崩ほう壊かいした閃学園が見おろせた。残ざん骸がいだけになった思い出の学まなび舎や……そのさらに向こうに、大きな建造物が見える。


　──ハーレムを思わせる煌きらびやかな御ご殿てんだ。


「エロ塾じゆくの本部を、まさかこの映画セットの向かい側に造るとはね。そんな見えすいた罠わなでぼくを挑ちよう発はつしているつもりかい？　これはおそらく繰美のアイデアだな……兄として、罠の張り方を教えてあげないといけないね」


　クロトは眼鏡めがねに手を伸のばすと、指先でそっと位置を整える。そして体の正面をエロ塾へ向け、宣言するように口を開いた。


「すでに世界から武力は消えた。これからはぼくと零組の──平和的な戦争の始まりだ」




　２　エロ塾が教えるジッセン？







「──古代よりエロは世界の中心にあった。男根の模造品を作る〝男根崇すう拝はい〟は、なんと約一万年前から存在していたのだ。それは世界各地で確かく認にんされており、古代インドに至っては様々な体位が記されたエロ指南書『カーマ・スートラ』まで作られ──」


　言いながら、ぼくは閃学園の制服たるモーニング風コートを揺ゆらしてホワイトボードに要点を書きつける。後ろを向くと、千名近くいる生徒たちが一いつ所しよ懸けん命めいにノートをとっていた。


「……壮そう観かんだ……」


　つい口からこぼれる。このエロ塾本部はハーレムのような外観をしているが、内装は閃学園と似ている。しかし教室の大きさは段だん違ちがいだ。一番後ろにいる生徒など双そう眼がん鏡きようを使ってこちらを見ているほどである。各国の軍服を着た大勢の生徒たち……。


「これでぼくのエロも、ついに世界基準か……!!」


　胸につけているピンマイクに声を拾われぬよう、感かん極きわまった声を漏らす。ぼくの声は各国の言葉に翻ほん訳やくされてスピーカーから流れているのだ。


「みんな、ここまではわかった？」


「「イエス！　エロ＆ピース!!」」


　生徒たちは声を合わせてにこやかに返事をしてくる。この間まで争いに身を投じていた軍人とは思えぬ、晴れやかな声だ。


　……うん。やっぱり、戦争よりもロボットみたいな人生よりも、こっちがいい。


　ぼくはみんなに笑え顔がおを返すと、エロの大切さを伝える〝先生〟としてさらに熱をこめて授業を続ける。みんなのエロスを強化して、洗脳耐たい性せいをつけなければいけないのだ。


「エロ文化はこの日本でも発展し、四十八手と言われる伝統的な体位も存在する。この点からもエロが常に世界の中心だったとわかるね。……ちなみに著作の主人公はこの四十八手に勝つため、果か敢かんなチャレンジを続けているんだ。バレリーナに開かい脚きやくの限界へ挑ちよう戦せんさせて夜のレッスンを始めたり、女医から手足を縦じゆう横おう無む尽じんに拘こう束そくされてなぶられるような治ち療りようを受けたり──」


「センセ。せっかくだから、ジッセンで教えてくれません？　もう、がまんのゲンカイ……」


　金きん髪ぱつの女生徒が片言の日本語で喋しやべりながら立ち上がる。彼女はミリタリー服から溢あふれんばかりの巨きよ乳にゆうを揺らして、艶なまめかしい笑みをたたえつつぼくの前まで来た。


「ジッセンって……まさか、ベッド？」


「Yesイエス, sirサー」


　金髪の女生徒は微笑ほほえみながらこちらを抱だきしめ、その豊満な胸にぼくの顔をうずめる。部長の胸もずいぶん大きいが……外国人女性には敵かなわない。ぼくは柔やわらかさの底が見えぬ天国にダイブして、息をするのも忘れてしまう。


　──エロの力で世界を救うっていいな!!


　そのとき、教室中から一いつ斉せいに不満の声が上がった。


「センセ！　エコヒイキダワ!!」


「ワタシモ、ジッセン!!」


「オレモ、ジッセン!!」


　──みんなジッセン!?　っていうか、男の声もまじってる!!


　ぼくが深い谷間から慌あわてて顔を上げようとすると、大量の生徒たちが押し寄せる気配がして地鳴りが巻き起こる。


　──やばい！　男にもジッセン!!


「でも金髪美女のジッセンが……!!」


　苦く悩のうのあまり立ち往生していると、男女構わずぼくへ抱きついてきて押しくらまんじゅうが始まる。


　小ぶりな胸に肩かたを弾はじかれると綺き麗れいな円形の胸がぼくを抱きとめ、次いで誰だれかに引っ張られると硬かたい男の胸むな板いたに顔がぶつかる……。


「男のジッセンは脇わきに置くとしても……やっぱり教師として、生徒にジッセンするのは務めだよね。そう、これは下心じゃなくて務めなんだ！　教師の志なんだ！　さぁみんな、順番にジッセンするからまずは並んで──」


「いい加減にしなさい!!」


　──ビシィィィ!!


　教室の扉とびらが開くとともに、部長が怒ど鳴なりこんできた。彼女はいつものレザー制服を着て、おしおき棒のようなノートを床ゆかに叩たたきつけて肩を震ふるわせている。


「教室の外まで声が漏もれてますわよ！　っていうかジッセンってなんですか!?」


「ち、違ちがうんだよ！　ぼくはただ古来より日本に伝わる四十八手を教えようとして──」


「生徒に手を出すんじゃありません!!」


　──ビシィィィ!!


「ひぃぃぃ！　ごめんなさい塾じゆく長ちよう!!」


　──塾長。そう、部長は今このエロ塾の塾長をしているのだ。


「あたくしが世界中を駆かけずり回ってエロ塾を増やしているときに……丈途さん！　塾の目玉である〝エロ先生〟として、きっちりエロスの授業をしてください!!」


　……ちなみにぼくは〝エロ先生〟である。砂さ漠ばくでの一件で衝しよう撃げき的なテレビデビューを果たしたぼくは、今や時の人となっていた。ぼくらは砂漠から戻もどって一夜でこのエロ塾本部を建て、部長はここ数日、続々と生徒を受け入れるために世界中を飛び回って支部を増やしていた。


「部長が日本に戻ってきたってことは……支部のめどはついたの？」


「えぇ、塾の生徒たちに自分で造らせておりますわ」


「自分でって……」


「世界のほとんどをお兄さまが管理してるんです。あたくしたちの立場をちゃんとわかってください。この本部だって生徒が建てたでしょ？」


　部長がぼくの周りにいた生徒たちへ目を向けると、みんな元気に「「イエス！　エロ＆ピース!!」」と笑顔を見せる。


　国境を越こえて、人種を越えて、今ここにあるみんなの笑顔……。今度は、さっきとは違った意味で心から思う。


「エロの力で世界を救うって、いいな」


　ぼくはみんなの笑顔を眺ながめつつ口にする。


　そのとき急に、勝代が制服のスカート部分をはためかせながら教室へ飛びこんできた。


「部長！　ロッキーとブレイドが戻ってきたわよ!!」


　勝代はエロ塾のマネージャーとして部長のサポートをおこなっている。今言った「ロッキーとブレイド」は部長のＳＰで、ゲリラの捕ほ虜りよになった閃学園生を助けに向かっていたはずだ。


「ふたりが戻ってきたってことは……？」


　ぼくが問うと、勝代は「鬼おに隠がくれ潜ひそむくんは無事よ！」と親指を立てる。


「よかったですわ……」


　部長は心底安心したように胸をなでおろしていた。


　一いつ拍ぱくおいて、サングラスとスーツという怪あやしすぎる恰かつ好こうをした男ふたりが教室に入ってくる。白人っぽい男がロッキーで、黒人っぽい男がブレイドだ。


「お嬢じよう、ゲリラは人類ドラマ化計画で農業を始めてました！　鬼隠潜は無傷です!!」


　ロッキーが嬉うれしそうに喋しやべる。


「クロトの奴やつ……俺らＳＰをお嬢から引き離はなすためだけに鬼隠潜を利用しやがった。あいつは昔からふざけた奴だったんだ。お嬢とふたりきりでティータイムを楽しむためだけに『繰美がひとりでＤＤＲへ向かった』だなんてデマ言いやがったこともあった……。気にくわねぇシスコン兄貴だぜ!!」


　ブレイドが舌打ちしながら漏らす。


「……クロト、潜くんに手を出すつもりはなかったんだ……」


　意外そうに言うぼくへ、部長は左胸を押さえつつ視線を向ける。


「お兄さまは時として非情ですが、犠ぎ牲せいを望んでいるわけではありません。そういう方でなかったら、あたくしだって一いつ緒しよに世界平和を目指しておりませんでしたわ……」


　そう言って彼女は左胸の前で拳こぶしを握にぎりしめる。部長の胸。クロトが世界平和計画に参加するきっかけとなった、弾だん痕こんがある胸……。


　彼女の仕草はまるで、兄と戦うことになった運命をなげいているようであった。


「…………俺、そろそろ会話に入っていいか？」


　どこからか、男の気まずそうな声が流れる。


「誰だれ!?」


　ぼくは驚おどろいて周りを見たが、生徒たちは不思議そうに互たがいの顔を見つめるばかりだった。


「上だ、上」


　声に従って天てん井じようを見ると……迷めい彩さい服を着た毛深い大男がいた！


「潜くん、なんでそんな所にいるの!?」


「隠かくれるのが癖くせでな」


　彼は恥はずかしそうに言うと、天井からおりて勝代の前に立つ。そして頰ほおを染めると「お久しぶりです」と大きな体をこぢんまりと折ってあいさつした。


　──そういえば潜くん、隠れん坊ぼうの天才だった！　しかも前に新聞同好会と隠れん坊対決したとき、勝代の女によ体たい盛りを食べてた!!


「もう、隠れん坊の天才が自分から居場所を明かしてどうするの！　男らしく最後まで逃にげて隠れて消えなきゃ駄だ目めでしょ!!」


「す、すみません！」


　潜くんは巨きよ体たいを曲げて勝代にペコペコと頭を下げ続けている……。


　獣けもののような習性を持つ彼だが、素す直なおな性しよう分ぶんらしい。


「──生徒が無事で私も安心したわ」


　ふと、教室の外から声がする。扉とびらへ目を向けると、スカートスーツを着たセミロングの女性が立っていた。ぼくが元いた一年三組の担任、与よ謝さ野の亜あ希き先生だ。


「先生も無事だったんですね！」


「──彼女だけではないぞ」


　亜希先生の脇わきに、紋もん付つき袴はかまを着た初老の男性が現れる。黒くろ樹き水すい墨ぼく校長だ。


「校長も……よかった」


「孫に洗脳されてはたまらんよ。しかしこうやって私を保護してくれたのもまた、孫だがね」


　校長はそう言って部長を見つめて微笑ほほえむ。部長とクロトは、水墨校長の孫なのだ。


「あ、あたくしだって、おじいさまに励はげまされてばかりじゃ恰好つきませんからね！」


「立派に育ってくれて、私は嬉しいよ」


　部長は学園が崩ほう壊かいした直後に校長から励まされたときのことを言っているのだろう。決まり悪そうに言う彼女を見て、校長はいつくしむように笑えみを深めていた。


　亜希先生はふたりの打ち解けた姿を嬉しそうに眺めていたが……突とつ然ぜん、困ったようにぼくを見つめる。


「繰美さんが立派になったのはいいけど……まさか、丈途くんがエッチな授業をしてる塾じゆくのお世話になるなんてねぇ……」


「エッチじゃありませんよ！　エロス愛です!!」


「じゃあホワイトボードに書いてある『バレリーナに開かい脚きやくの限界へ挑ちよう戦せんさせて夜のレッスン』って、なに？」


「その、あれは話の流れで……！」


「そもそもこの授業、要点がまるでわからないじゃない。私が授業のやり方をきちんと教えてあげましょうか？」


　──亜希先生がエロスの授業法を教えてくれる!?　ということは当然、教室でふたりきりになって「ではまず、私に愛あい撫ぶを教えてみなさい」だなんて綺き麗れいで長い指をなめらかに蠢うごめかせてぼくのズボンに這はわせ、「そ、それじゃ股こ間かんを握ってください」って答えると「その教育は間ま違ちがいよ。愛撫は、じっくりするの」と股間の周囲を両手で触さわり、辺りを十本の指で複雑に撫なでながらじらすように股間へ近づいては遠のき、近づいては遠のき、淡あわい快楽が股間に集まるも股間だけは触ってくれず、股間はもう、ズボンにこすれただけで感じるほど敏びん感かんになって──。


「早く股間を触ってください！」


「なんで股間を触るんですか!!」


　亜希先生は大声で怒ど鳴なり、仕方なさそうにため息をつく。だが、次の瞬しゆん間かんなぜか吹ふき出した。


「ふふっ……こんな状じよう況きようでも、丈途くんは相変わらずなのねぇ」


「いえ、ぼく、エロで世界を救うために結構緊きん張ちようしてるんですけど……」


「『エロで世界を救う』だなんて無む茶ちや苦く茶ちやなこと、当り前のように言うところがいつも通りなのよ。誇ほこっていいわ」


「そんなものですか……」


「そんなものよ。私じゃ絶対に思いつかないわ。私は零ゼロ組のサポートくらいしかできないし」


　ぼくが「サポート？」と問うと、部長がこちらを振ふり向く。


「亜希先生やおじいさまには、世界中の武器を解体するための指揮をとってもらうんです。あたくしがやっていた仕事……ＤＤＲですわ」


「そうか。武器が残ってたらまた使う人が現れるかもしれないもんね」


「えぇ、オペレーション・エロスとＤＤＲの並行があたくしのプランですわ」


　ぼくたちとクロトの戦いがどんな結末を迎むかえるのかわからない。一番の不安要素である武器は早めに解体した方がいいだろう。


「丈途さん、そういえばオペレーション・エロスですが……あたくしはてっきりポルノで告白するだけかと思ってましたわ。でも砂さ漠ばくで喋しやべったポルノは少し意味が違いましたよね？　『愛いとしい人と送る〝日常〟の大切さ』も訴うつたえていた感じでしたわ」


「……うん。世界平和って、大切な〝日常〟を取り戻もどすってことだと思うんだ。それに──」


　ぼくは言いながら窓まど際ぎわに立ち、今は瓦が礫れきの山と化した閃学園跡あとを見つめる。入学直後にあったオリエンテーション大会から始まり、新聞同好会でもたくさんの思い出を作った学園……。


「あの学園は無茶苦茶だったけど……ぼく、好きだよ。だからぼくはクロトの作ったこんな世界を変えて、楽しかった閃学園での日々を取り戻したいんだ。その気持をエロス愛と一いつ緒しよにポルノへ託たくしたんだよ」


「閃学園での日々……」


　部長はそう漏もらすと、ぼくと一緒に窓際へ立って崩壊した学園を見つめる。


「お兄さまとの戦いが始まってから目まぐるしくて、学園のことを考える余よ裕ゆうもありませんでしたわ。まさか丈途さんが世界のみんなが戻るべき〝日常〟のことまで考えてポルノを作ってたなんて……」


「──丈途くん凄すごい！　もちろん世界は平和にしたいけど……私、『また閃学園で楽しく過ごしたい』って言う方がしっくりくるもの！　世界中にエロを振りまきまくってエロ漬づけにして、閃学園を建て直しましょう!!」


　あまりに真しん剣けんに言う勝代を目にして、ぼくと部長はつい顔を見合わせる。


「は……ははっ！　勝代の言う通りだね。世界中をエロ漬けにして、閃学園を建て直そう!!」


「うふふっ……そうですわね。みんなをエロ漬けにして、閃学園を建て直しましょう！　天才プロデューサーとして、きっちりプランを作っておきますわ」


「そうよ、ふたりともその意気よ!!」


　ぼくたち零組は声を合わせて「「世界をエロ漬けにして、閃学園を建て直そう!!」」と盛大に笑う。


「……みんな……」


　ぼくたちの言葉を聞いた亜希先生は、「ほんと、大きくなったわねぇ」と涙なみだを滲にじませる。


「孫たちに保護されるだけでなく、学園の復興まで……私も引退時かのぅ」


　水墨校長が、潤うるむ瞳ひとみを隠かくすようにして天てん井じようを見上げた。


「おふたりともまだ気が早いですわ。まずはこのエロ塾じゆく本部を囮おとりにして罠わなを張って、お兄さまの居城に攻せめ入る作戦を──」


「大変です!!」


　部長の声を遮さえぎるように、ひとりの男が教室へ駆かけこんでくる。軍服ではなく閃学園の制服を着た男……クロトから洗脳されていた〝勇士〟だ。


「テ、テレビを見てください！　クロトさんが、クロトさんが……!!」


「クロトがどうしたのさ!?」


　焦あせってぼくが聞くと、彼は「とにかく事務室へ！」と喋る間も惜おしんでみんなを案内する。


　事務室は数台の机が置かれている程度の小部屋だったので、閃学園のメンバーだけが中に入り、大勢の生徒は扉とびらから不安そうに中をのぞきこんでいた。


　そんな中、王子の衣装に身を包んだクロトがテレビ画面の向こうで不敵に笑っている。金細工で彩いろどられた玉座へ腰こしをおろしており、小さな時計を手に持って時間を計っているようだった。


「……そろそろみんな集まった頃ころだね」


　彼はそうつぶやくと「エロ塾の諸君、この映像にサブリミナルはない。安心したまえ」と指を鳴らす。その途と端たん、映像が切り替かわった。


　──透すき通った青空。広々とした海うな原ばら。そして、その中にぽつんと存在する島とコンクリート造りの無骨な建物。画面には、絶海の孤こ島とうが映し出されていた。


「繰美ならこの場所がわかるね？」


　孤島の映像のままクロトの確かく認にんするような声が流れる。


「さて、ぼくがなぜここを映したのか……まずは建物の中を見てもらうことにしよう」


　その言葉とともにまたしても画面が切り替わり、薄うす暗ぐらい牢ろう内が映される。


　鉄てつ格ごう子し越ごしに、中で蠢うごめくたくさんの人ひと影かげが見えた。画面がズームされるにしたがって段々と人影がはっきりしてきて……まず、閃学園の女子制服を着たアイドル顔の子に焦しよう点てんが合う。


「謡江！」


　ぼくは思わず叫さけんでしまう。画面に映ったのは、ぼくたち零組をクロトの居城から逃にがすために身をていしてくれた天才歌手、園その声こえ謡江だったのだ。


「──人類の平和を乱すテロリスト集団『謡江一味』……ぼくは手を焼いていてね。明日、この島の広場で〝公開演技指導〟をすることにしたんだ。もちろんその様子は全世界に放送する。この指導が終わったあと、素す晴ばらしい役者になった謡江一味をみんなに見て欲しいからね」


　画面から流れる、含ふくみあるクロトの声……。


「罠ですわ！」


　部長が即そく座ざに声を上げる。しかしクロトはこちらの様子を読んでいるかのように「公開演技指導とは、強制的に長時間の洗脳作業をおこなうこと……まさか見殺しにはしないだろう？」と笑う。


「っ……！　罠を張り返されてしまいましたわ……!!」


　部長は悔くやしげに呻うめき、画面に見入る。


「テロリストたちにはどんな〝役〟を与あたえようか？　今までのおこないを償つぐなうため、みんなを喜ばせるものにしなければね」


　クロトは謡江たちの〝役〟を想像するようにして口元をほころばせる。


　そのとき、謡江がクロトの言葉に反応したかのように顔を上げた。あちらにも彼の声が聞こえているのかもしれない。


　謡江はカメラに気づくと「……まさかこれ、丈途くんたちが見てるの？」と漏らす。


「丈途くん！　私、公開演技指導なんかに負けないから！　だから来ないで!!」


　彼女もこれが罠だと気づいたのだろう。クロトは謡江の台詞せりふを聞いてため息をつく。
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「さすがテロリスト集団のリーダー……反骨精神が旺おう盛せいだ。確か謡江さんはバラードが得意だったね。なら場末のスナックで演歌歌手として活かつ躍やくしてもらおう。もう少し〝人情〟を勉強して欲しい」


　その言葉とともに画面が動き……一眼レフカメラをいじっているジーパン姿の少女が映った。天才写真家の名めい機き来らい夏かだ。


「来夏さんは醜みにくい写真を撮とるのが好きだったね。女の子が『醜いぞ！』だなんてはしゃぐのは少々はしたないな。花屋さんで働いて、綺き麗れいな花と優やさしい接客でみんなに癒いやしを与えてくれ」


　来夏はカメラをいじり続けながら「ふん、気色悪い」と鼻を鳴らす。


「丈途、来るなら来るでカメラのフィルムを持ってきてくれ。もうないんだ」


　彼女の台詞を無視するようにして再び画面が動き、大きな白衣を着て裾すそを床ゆかに垂らしている背の低い少女が映った。クォーター独特の日本人離ばなれした美び貌ぼうを持つ、天才発明家の香か学がく創つくるだ。


「創さんの〝役〟は、そうだな……」


「ボク、清く正しい発明家だから、マッドサイエンティストなんて嫌いやだな！　世界を狂くるわす大発明を量産して、クロト先せん輩ぱいでもポルノ作家くんでもなくボクが世界を牛ぎゆう耳じったら嫌だな！」


　……ちなみに創は正しよう真しん正しよう銘めいのマッドサイエンティストである。この間なんて、上部が瓦かわら屋や根ねになっている要よう塞さい戦せん闘とう機〝家フライ〟を作っていた。


「創さんは、ちゃんとした研究者の助手をしてその才能を正しく活いかして欲しいね。配役が不足していた分野は……生物学か」


「えぇ!?　ボク、解かい剖ぼうされちゃうの!?」


「……なるほど。研究のために自らをサンプルにする創さんか……尊敬に値あたいする人生ドラマだ」


「や～～～だ～～～!!　ポルノ作家く～ん、助だずげで～～～!!」


　創は滝たきのように涙なみだを流しつつ、鉄格子をつかんで叫ぶ。


　するとまた画面が動き、ダブルのスーツを着た恰かつ幅ぷくのいいオールバックの男が映った。ボスの才能を持つ党とう野の総そう才さいだ。彼は今、電子葉巻から苛いら立だたしげに紫し煙えんをくゆらせている。


「丈途！　わしとしては演歌歌手の謡江さんも見たいが……とにかく助けに来い！　謡江さんになにかあったら許さない──」


「総才くん、これは罠わなでしょ！　そんなこと言わないの!!」


　総才の横に謡江が現れ、思いっきり怒ど鳴なる。彼女はそのまま総才の前の位置を取ると、「丈途くん、私たちは大だい丈じよう夫ぶだからね!!」と必死に声を上げた。


　……謡江、そこまでしてぼくたちを守ろうとして……。


　クロトの居城からぼくらを逃がすときに彼女が見せた笑え顔がおを思い出す。彼女は……兵士に捕つかまる寸前だったというのに、そんなことどうでもいいと言わんばかりに笑っていた。


「謡江……!!」


　歯がみして漏もらした言葉に応こたえるかのように、謡江は画面の向こうで懸けん命めいに声を上げて首から下げたハートのペンダントを揺ゆらす。


「私たちは演技指導なんかに負けないから──」


　そこで、いきなり画面が玉座に座るクロトへ戻もどった。


「……ふふっ。〝負けない〟とは、ぼくの演技指導をずいぶん甘く見たものだね」


　彼は落ち着いた様子でこちらを見み据すえると「では明日、楽しみにしているよ」とつぶやく。


　そして放送がぷつりと終わった。


　──ザァァァ。


　──ザァァァ。


　……映像の切れた画面から流れる砂すな嵐あらしのような音。エロ塾じゆくの事務室では、誰だれひとり声を出せずにいた。


「……助けよう!!」


　ぼくが絞しぼり出すように叫さけぶと、部長と勝代がそばに来る。


「もちろんですわ！　今すぐ明日のオペレーション・エロスについて作戦会議を始めます!!」


「クロト先輩のシナリオなんて、エロの力でコテンパンに改かい稿こうしてやりましょう!!」


　ぼくたちは事務室で会議をするために、地図や資料用ポルノの準備を始める。


　そして、生徒に自習してもらうためぼくが『快楽アテンダント』や『ナースの蜜みつ薬やく』といった著作ポルノから課題図書を選んでいるときのことだった。部長が部屋の隅すみで肩かたを落として、そっとつぶやく。


「……お兄さまはきっと、あたくしの考えを読んでいるんでしょうね……」


　自分が張った罠を無視され、逆に張り返されてしまったことを言っているのだろう。


　一回目のオペレーション・エロスは成功した。だがそれで「ポルノで告白する」というぼくらの戦法がばれた。クロトなら、もう対策を考えているだろう……。








　謡江たちの目の前で、映画研究会のメンバーがカメラや集音マイクを片付けている。ついさきほどクロトの放送が終わったからだ。


　謡江は後ろにいた総才へ目をやると、眉まゆを逆立てて声を荒あらげる。


「もう！　本当に丈途くんたちが助けに来ちゃったらどうするの!?」


「ですが謡江さん、クロトは本気ですよ。演歌歌手になってもいいんですか？」


「演歌……歌手？」


　謡江は思わず漏らし、想像する。


　──場末のスナックで演歌……。当然、着物姿よね。場末とはいえ有名人が来る可能性だってあるわ。例えば──丈途くんみたいな作家さんとか！　「今日は『喘あえぎ恋れん歌か』でも聞こうかな」だなんて私を隣となりに座らせて、他ほかのお客さんから見えないように着物の袖そでから中に手を這はわせてきて、「脇わきが感じるんだろ？」って脇を包むように手を蠢うごめかせ、私が「んっ……歌ったあとだから汗あせが……」と恥はずかしがると今度は脇の皮ひ膚ふ全体に手を貼はりつかせてわざと丹たん念ねんに揉もみ出し、こちらの耳元で「ぼくの手、きみの脇の匂においが染しみちゃったかな？」とささやいてきて、一いつ瞬しゆんで赤面した私は羞しゆう恥ちで敏びん感かんになって胸の先が着物にこすれただけで感じてしまい──。


「はぁっっ……もう駄だ目め！　他のお客さんに聞こえちゃうっっ!!」


　つい叫んでしまった謡江を、みんなが啞あ然ぜんとして見つめる。


「……あ、いえ、酔よっ払ぱらいの対応を考えてたっていうか……」


「──明らかに妄もう想そうを爆ばく発はつさせてただろ。まるで丈途だな」


　カメラをいじっていた来夏が鋭するどくつぶやく。


「……ちっ。こんなときにフィルム切れだなんて……学園のアイドルが残念にもポルノ作家の妄想に毒された醜みにくい瞬間、撮とり損そこねた」


　来夏がため息をついていると、謡江は「残念にもって……!!」と身み悶もだえする。


「来夏さんだってこのままじゃ花屋さんになるのよ！　少しはなにか考えたらどうなの!?」


「花屋か……愛あい欲よくにかられてプレゼントを買いに来る客なら撮ってもいいな」


「そうじゃなくて、綺き麗れいな花と優やさしい接客でみんなに癒いやしを与あたえる素す敵てきな花屋さんになっちゃうのよ!!」


「──それ、いいことなんじゃないですか？」


　総才が葉巻から紫煙をくゆらせながら首をかしげる。


　──確かに！


　謡江は言葉を失ってしまった。


「──駄目だよ～！　このままじゃボク、解かい剖ぼうされちゃう～!!　ヘンタイ生物学者に服を剝はがされて色っぽい太ふと股ももやホルスタイン級の胸を舐なめ回すように見られて、ついでに内臓まで見られちゃう～～!!」


　創は半泣きしながら子犬のように謡江へ抱だきつき「どうにかしなきゃ～！　こんな牢ろう、材料さえあればボクが一発で壊こわすのに～!!」と悔くやしそうに叫ぶ。


　……創さんのホルスタイン、子牛ね。


　謡江は体に当たる創の胸に内心でツッコミを入れたが、すぐに首を横へ振ふって顔を上げる。


「とにかく、〝役〟を演じるだけの人生なんて……死んでるのと同じよ!!」


「──まったく、テロリストの詭き弁べんには恐おそれ入る。我が欲よくで戦乱を長引かせるつもりかい？　僕たちドラマ制作委員会が弾はじき出した平和の方程式に従えば、きみたちにも素晴しい人生が約束されるというのに……」


　牢の外から、呆あきれたような声が響ひびく。振り向いた謡江の目に映ったのは、淡あわい栗くり色いろの髪かみをさらさらとなびかせた中性的な顔立ちの男……円修律だ！


「どうして律くんが……!?」


　驚おどろく謡江のそばで来夏が「……なるほど。私たちを囮おとりにして丈途たちを呼び寄せて、友達同士で戦わせるつもりなのか」と舌打ちする。


「……友達？　あんな有害物質と？　冗じよう談だんはよしてくれ」


　律は肩をすくめて無表情のまま失しつ笑しようする。


「──あたしたちは不運にも同じクラスにいて不運にも同じ時間を過ごしたことがあるだけよ。あんな歩く汚お物ぶつと進んで関かかわるはずないでしょ」


　廊ろう下かの向こうから歩いてくるポニーテールの少女……霧線蘭が、そう言いながら鼻を鳴らす。


「ポルノ作家くんにその態度……蘭ちゃんはいつも通りだね！」


　創が嬉うれしそうに喋しやべると、謡江が「いつも通りだけど、いつも通りじゃないでしょ！」と突つっこむ。


「──謡江さんがテロリストなんて、ミサは悲しいニャ」


　今度は廊下の向こうから、頭に猫ねこ耳みみをつけて黒マントを羽織った少女が歩いてくる。黒くろ魔ま術じゆつの天才にして謡江のファン、夜よる乃おミサだ。


「早く演技指導してもらって演歌歌手になるニャ。そしたらまた謡江さんのファンクラブに入るニャ」


「そんな……ミサさんまで……」


「──謡江さんファンクラブ会員ナンバー六六六番！　わしは会長として今の発言を許さんぞ！　演歌歌手の謡江さんも今の謡江さんも応おう援えんしてこそのファンだろうが!!」


　急に怒ど鳴なり声を上げる総才を見て、謡江が頰ほおをひくつかせる。


「六六六番って……学園生の人数超こえてるわよ……」


　ミサは謡江たちの前に来ると、黒マントの中からバスケットボール大の水すい晶しよう玉だまを出してぶつぶつと呪じゆ文もんを唱え始めた。


「……ミサの占うらないによると、演歌歌手になった謡江さんは今より艶つやっぽくなって魅み力りよくが増す確率二百パーセントニャ。やっぱり演歌歌手になった方がいいニャ」


「──非科学的な占いごときにパーセンテージを語って頂きたくありませんわね」


　閃学園の女子制服を品行方正に着こなした女性が、ボード型のパソコンと指示棒を手に廊下を歩いてくる。予報の天才にして学園の三年生、田た分ぶんあたるだ。


「……ミサの占いに、ケチをつけるのニャ？」


「勘かん違ちがいしないでください。ケチではなく、全否定です」


「ニャ……ニャんですって!?」


「わたしの〝予報〟は、心理学や人間行動学的要素はもちろん、様々なデータをボード型パソコンに入力して同時複合的に予測処理をします。非科学的な占いなど、人類ドラマ化計画に必要とは思えませんね」


　普ふ段だんはおしとやかなあたるだが、占いが絡からむとブラックキャラになる。クロトから〝役〟を与えられた状態でもそれは健在のようだ。


「あたる先せん輩ぱいまで洗脳を……!!」


　総才が、くわえていた葉巻をぽとりと落とす。


「あら総ちゃん。ボスの才能だなんて素す晴ばらしい力を持ってるのに、テロ集団のリーダーを応援するなんてやめなさい。出身中学が同じよしみで、国をひとつ任せてもらえるようクロトくんに頼たのんでおいたわ」


「く、国……!!」


　総才は一いつ瞬しゆんガッツポーズを作りかけたが……ギリギリのところで止めて、腕うでを振りおろす。


「あたる先輩！　わしが好きだった先輩は、こんな世界を望むような人じゃ──」


「こんなもなにも、あなたたちと零ゼロ組が〝役〟をもらえば世界が平和になる確率……百パーセントよ」


　あたるは無表情のまま、お天気キャスターよろしく明るくハキハキと喋ってボードを掲かかげる。その画面上では、デフォルメ絵になった謡江たちが機械的に動き続けていた……。


「くっ……わしのカリスマであたる先輩を目覚めさせられたら……!!」


　総才は一度、ボスの才能を使って牢ろう番ばんを〝役〟から解き放とうとした。しかしクロトの『シナリオ』と『サブリミナル』の合わせ技わざには敵かなわなかったのだ。


　歯を食いしばってうつむく総才の脇わきで、謡江が「丈途くん……絶対に来ないで」と漏もらす。


「でも、絶対に来るわよね……」


　謡江の声は絶望的な響きで牢内に漂ただよっていた。





　……透すき通った空の中を、わずかな雲がゆっくりと流れている。四方が吹ふきさらしのため海から漂ってくる潮の香かおりは強く、ここが孤こ島とうであることを存分に主張していた。


　──今日は公開演技指導、当日。律たちや映研メンバーは島の広場に謡江たちを集め、ベルトで椅い子すに拘こう束そくしていた。彼女たちの頭には、目が閉じられないよう細工されたヘッドギア型のテレビが装着されている。


「律くん、本当に丈途くんと戦っていいの!?」


　謡江はベルトを鳴らしつつ体を前へ乗り出して叫さけぶ。


「本当もなにも、僕はそのためにここにいる。僕ら天才の能力を『世界平和効果』に換かん算さんした場合、無む駄だ話をしている今この瞬しゆん間かんも莫ばく大だいな損失が出ているんだ。さっさと丈途に演技指導をして本来の仕事に戻もどりたいね」


「そうよ。あたしが今開発中の世界インフラ生活基盤を使った『市民演技監かん視しシステム』が完成すれば、半永久的に人類ドラマ化計画を保守できるのに……ほんと、時間の無駄」


　機き銃じゆう掃そう射しやのような破は裂れつ音をまき散らして超ちよう高こう速そくでパソコンを操あやつる蘭が言う。得意技の弾だん丸がんタッチだ。彼女は今、機械類が置かれた机の前に座って公開演技指導の準備を進めていた。


「……私も演技指導に負けたらあぁなっちゃうの？」


　謡江は力なく言うと、うなだれて椅子に体重をあずける。


「丈途を信じるしかあるまい」


　来夏が、憮ぶ然ぜんとして言い放つ。彼女にしては珍めずらしく丈途に対して真しん摯しな言葉……。この極限状態において垣かい間ま見みえた、本音なのかもしれない。


「ポルノ作家くんなら得意のエロアイデアでどうにかしてくれるよ！　多分！　きっと！　むしろどうにかして～～!!」


　創はヘッドギアの隙すき間まから大量の涙なみだを流しつつ「解かい剖ぼうやだ～!!」とわめき散らしていた。


「……さて、クロト先輩のシナリオではそろそろか」


　律は面めん倒どうそうに謡江たちから目をそらし、あたるを見つめる。すると彼女は黙だまってボード型パソコンへ手を走らせた。


「勝代さんの応おう援えん気圧、五千ヘクトパスカル。部長のプロデュース風、秒速七千メートル。丈途くんのエロ熱……摂せつ氏し一万度！　零組前線の位置は──」


　素早くボードを操るあたるを見て、ミサが鼻を鳴らしつつマントから水すい晶しよう玉だまを取り出す。


「そんなまどろっこしいことしなくても、ミサが占うらなえば一発ニャ。丈途たちが来るのは──」


「「南!!」」


　ふたりの声が、重なった。


「ミサさん、わたしの予報をパクらないでくれる!?」


「パクったのはそっちニャ!!」


「なんですって……!!」


　──バタタタタッ。


　──バタタタタッ。


　あたるとミサが言い争っていると、風にのって機械音が流れてくる。


　その場にいた者たちが一いつ斉せいに南を向いた。すると、遠方にヘリコプターが見える。


「では、人類の敵を捕とらえようか」


　律は冷れい徹てつにつぶやくとすぐに指示を飛ばし始める。


「ヘリのスピードを計算すると……時速二百キロ。到とう着ちやく時間は一分後だ。あたる先輩は今から敵の行動を予報し、射程に入ると同時にミサが黒くろ魔ま術じゆつで攻こう撃げき」


「「了りよう解かい！」」


　言い争っていたミサとあたるが一転し、無感動に声を合わせる。


「──あたしは映研メンバーと一いつ緒しよに、公開演技指導を始めるわよ」


　蘭は弾丸タッチをさらに加速させながら言う。


「世界中の放送権を掌しよう握あく。エロ塾じゆくのパソコンにもクラッキング不正なデータ操作を仕し掛かけ、こちらの映像を配信開始。謡江一味にはひとりひとりに用意したサブリミナル付き映画を流して──」


　彼女は画面上に次々と立ち上がるウィンドウを高速でさばき続ける。


「──それでは本日の公開演技予報をお送りします」


　あたるがハキハキとした声を出し、掲げたボードを指示棒で指す。


「零組前線は北上を続けるも、この孤島上空で停てい滞たいするでしょう。お天気は晴れ時々ヘリより投下物の確率百パーセントです」


　予報が終わるとともにヘリは孤島の上で滞たい空くうし、豆まめ粒つぶのようなものを大量にばらまく。……だがそれは、煙けむりを上げることも爆ばく発はつすることもなくその場に転がっているだけだった。


「……クロト先せん輩ぱいのシナリオにはない行動だね。やはり零組、一ひと筋すじ縄なわでは計算しきれないか」


　律はヘリを見上げると「この勝負、どちらが相手を読み切るか、才能と才能のぶつかり合いだな」と鋭するどい声を出す。


「ミサ、ばらまかれた物は僕が調べる！　予定通り黒魔術の発動を!!」


「わかったニャ！」


　ミサはマントの中から天てつ辺ぺんにドクロのついた杖つえを取り出すと、呪じゆ文もんを唱え始める。


　そのとき、謡江たちから悲鳴が上がった。ついに公開演技指導が始まったのだ。流されている映画は本人の実写風で、ひとりひとり内容が違ちがう。ただ、「このままではろくな死に方をしない。新しい人生を歩もう」というテーマは一いつ致ちしていた。


　謡江の映画は──アイドル歌手として成功を収めるも、悪質なファンたちから恥ち辱じよくの限りを受けて死ぬ。だが演歌歌手として生きれば人情味のある温かな家庭を築くというものだ。


　来夏の映画は──醜みにくい写真を追求した結果、殺人犯を追い始めて逆に快楽殺人の的になって死ぬ。だが花屋として美しさを求めれば優やさしい青年と出会って素す敵てきな恋こいをするというものだ。


　創の映画は──危険な発明を続けた結果、自身が生み出した細さい菌きん兵器に感かん染せんしてもがき苦しみながら死ぬ。だが志のもと生物学に身を捧ささげれば有意義な人生を送れるというものだ。


　サブリミナル付きで何度も何度も、精神が廃すたれてなにも考えられなくなるまで延々と映画を鑑かん賞しようさせられる。それはまさに、拷ごう問もんだ。


　しかし謡江は気力を振ふり絞しぼり、心の底から願うようにして口を開く。


「丈途くん、逃にげて──────!!」








『──丈途くん、逃げて──────!!』


　ヘリのスピーカーから謡江たちの悲鳴が流れてきた。ぼくはそれを耳にした瞬間、思わず顔をそらしてしまう。


「……さっきばらまいた集音マイクが仇あだになりましたわね。謡江さんたちの悲鳴を聞きながら戦うことになるとは……」


　ヘリを操縦していた部長が苦々しく喋しやべっていると、またしても集音マイクが声を拾う。


『──エロ雲の発達により、局地的にエロスが降る確率──』


　スピーカーからはあたる先輩の予報が流れ始める。


　勝代はそれを聞いて「まずいわよ！　あたる先輩がこっちの作戦を予報し終える前に、早くみんなをエロ漬づけにしなきゃ!!」と声を上げる。


「そうですわね。この戦い、先手の打ち合いですわ。丈途さんは今すぐ学友向けオペレーション・エロスを考えて──」


　部長がそう指示した途と端たん、ヘリがぐらりと揺ゆれる。


『──昔せき日じつの闇やみ夜よ　怨えん嗟さの再来が刻──』


　ゴオォォォ!!


　生暖かい強風が吹ふき上げ、辺りに大きな人面型の悪あく霊りようが浮うかんだ。そしてヘリがバランスを失い出す。


「の、呪のろい!?」


「大だい丈じよう夫ぶです！　こんなこともあろうかと……」


　慌あわてるぼくへ部長が視線で窓辺を指した。ガラス越ごしに外をのぞいて見ると、ヘリの側面には敷しきつめられた大量の呪じゆじ術ゆつ的文字が浮かんでいる。


『ルーン文字で謡江さんの顔が描えがかれてるニャ！　ニャ……ウニャァァァ!!』


　ミサはその場に倒たおれて苦しみ出し、悪霊が霧む散さんする。


『クロト先輩のシナリオをもとに僕が作った最短攻こう略りやく方程式を防ぐとは……やるじゃないか、零ゼロ組。数学者としてこの難題、必ず解いてみせるよ』


　スピーカーから、怒いかりを滲にじませた律の声が流れてきた。


「律……なんでそんなこと言えるんだよ……」


　ぼくはヘリの窓から、こちらを見上げる律を眺ながめて呆ぼう然ぜんとする。


　彼はそんなぼくを見て鼻を鳴らすと、さきほどばらまいた集音マイクのひとつを拾って蘭のもとへ駆かけた。


　その刹せつ那な、唐とう突とつに音声が途と切ぎれる。次いでスピーカーからは『きゃぁぁぁぁ!!』という謡江たちの悲鳴だけが流れ始めた。


『うふふっ。盗ぬすみ聞きなんて変態の丈途らしいわね。でもハッカー精通者のあたしがいるのに電波を使うなんて、馬ば鹿かねぇ。謡江ちゃんたちの悲鳴でも聞いてせいぜい己おのれの愚ぐ行こうを呪いなさい』


　ついに、会話を聞いていたのがばれてしまった。これでもうあちらの情報は得られない……。


「蘭まであんな風になって……みんな、みんな別人じゃないか!!」


　ぼくは耐たえきれず、つい広場から目をそむけてしまった。そのとき──。


　ドドドドッッ！


　いきなり、機体が連続的な衝しよう撃げきとともに揺れる。驚おどろいて外を確かく認にんすると、タンクトップを着た筋肉質な男がヘリの足にぶら下がって機体を蹴けりまくっていた！　体操の天才である二年生、鉄てつ坊ぼう廻めぐる先せん輩ぱいだ。


「ふん。ある意味では予定通り、クロト先輩のシナリオと状じよう況きようが変わったな。〝改かい稿こう要員〟の俺は、与あたえられた役通りシナリオに修正を加えるぞ」


　下を見ると、いつの間にかトランポリンが設置されていた。あれを使って大ジャンプをしたのだろう。集音マイクをばらまいたあとも高度を落としたままだったのがまずかった……。


「早くオペレーション・エロスをやらないと!!」


　ぼくは学友向けのポルノを必死に考え始める。


　勝代はそれを見ると「いつでも喋り始めて！」と言い、操縦席の脇わきにあったボタンを押してヘリの両側面から巨きよ大だいスピーカーを出す。


　これは上空からポルノの音波を投下する作戦──つまり空くう爆ばく式オペレーション・エロスだ！


「ぼくは……一いつ緒しよに学園生活を送ったきみたちが好きだ！　大好きだ！　愛してる!!　ゆえにきみたちで妄もう想そうした〝エロ〟をプレゼントしよう!!　届け──ぼくのエロス愛!!」


　ぼくは大きく息を吸うと、次いで胸につけていたピンマイクへ向けてポルノを喋り出す。その一いつ瞬しゆん前にあたる先輩がボードを指しながら周りに予報を伝える姿が見えたが……もう遅おそい！


「──んはっ……！　蘭ちゃんの指技──」


　ドドドドッッ！


「──あぁらミサちゃん、ずいぶん感度が──」


　ドドドドッッ！


　ポルノを喋るも廻先輩の攻こう撃げきがやむ様子はなく、ヘリは上空で滅めつ多た打うちにされ続ける。そして段々とプロペラが失速してきた……。


「やばい！　どうしてオペレーション・エロスが効かないの!?」


　ぼくがうろたえていると、激しく揺れる機内で勝代がこけてベタンッと窓に顔をぶつけてしまう。


「痛いっったい～！」


「大丈夫!?」


　問いかけるぼくへ、彼女は顔を真っ赤に腫はらして振ふり返ると「わかったわ！」と声を上げた。


「なにがわかったの？」


「廻先輩、耳みみ栓せんしてた！」


　そう言って彼女は操縦席の脇へ向かい、スピーカーの操作盤ばんに手をやる。


「こうなったら最大音量で……耳栓をぶちぬいてポルノを聞かせるわよ!!」


　勝代は言うが早いか勢いよくボリュームのツマミを回す。


　……バキッッッ!!


　嫌いやな音とともに、ツマミが取れた。


　…………………………………………………………………………………………………………。


「私、またやっちゃった～！　私の馬ば鹿か馬鹿っっ!!」


　彼女は涙なみだ目めになりながら自分の頭をポカポカと叩たたき始める。


「どうしよう……!!」


　ぼくが焦あせって喋しやべるとその声が……耳をつんざく轟ごう音おんでスピーカーから流れた！


　しびれる耳を押さえながら、ぼくは小声で「……もしかして、ボリュームが壊こわれて音が限界突とつ破ぱした？」と漏もらす。


　──いける！


　確信を得たぼくは大きく息を吸うと、オペレーション・エロスを仕切り直した。


「届け──ぼくのエロス愛!!」












「──んはっ……！　蘭ちゃんの指技、凄いニャッッ……!!」


「──あぁらミサちゃん、ずいぶん感度がいいのねぇ」


　体育倉庫の中で、ぼくは反響するミサと蘭の声を聞きながら運動マットに寝転がっていた。ブルマ姿のふたりは立ったまま情熱的に抱き合っている。


「──大丈夫、律くんは寝てるだけでいいよ。すべて俺に任せてくれ」


「──そうじゃなくて、僕は丈途と……!!」


　こちらから少し離れた場所で、律が廻先輩に組み敷かれてマットの上に寝転がっていた。


「──ねぇ、こっちも始めましょ？」


　蘭たちと同じくブルマ姿をしたあたる先輩がぼくの上にまたがり、体操服の半ズボンから出ていたこちらの太股に手を這わせる。普段おしとやかな先輩の見せる妖艶な手の蠢き……知らず股間が熱くなった。


「んふふっ……もう勃ったの？　反応がいいわねぇ」


　先輩はそう言って蘭たちの方を向くと、「おふたりともこっちで一緒に愉しみましょうよ」と呼びかける。


「「男なんて……！」」


　驚いて声を上げるふたりだったが、先輩が諭すように「いいじゃないですか。せっかくみんなで愉しんでるんだから」と言うと、渋々こちらへ向かってくる。


「……仕方ないニャ。謡江さんと仲直りさせてもらったお礼くらいはしてあげるニャ」


　ミサは猫耳をピョコッと動かしてしゃがむと、ぼくの服をたくし上げて子猫のように乳首をチロチロと舐め始める。小さな舌が這い回る感覚はどこかくすぐったくも気持いい。


　そんなミサを見て、あたる先輩はズボン越しにぼくの股間を胸ではさみ、優しくしごいてきた。柔らかな胸はぼくの熱い股間にたまった性欲を穏やかに導いてくれているかのようだ。


「……あたしはどうするのよ？」


　手持ちぶさたになった蘭が、どこか不満げに漏らす。


「じゃあ、ぼくの顔にまたがって」


「……こう？」


　彼女はミサたちの方を向いてぼくをまたぎ、膝立ちをしてブルマに包まれたお尻をこちらの顔に近づける。男は絶対に触れられない、百合少女の禁断のお尻……ぼくはそこへ向けて躊躇なく手を伸ばし、わざと荒々しく股間を揉みしだいた。


「うんぅっ……！　あ、あんたなに触ってんの……ふぅんっ……!!」


　感じてしまったのか蘭はそこで言葉を止め、ミサへ覆いかぶさるようにして体を伏せてしまう。そのせいでお尻が余計にぼくへ近づいて触りやすくなった。ここぞとばかりに股間を手で突き上げ、体の内に入りそうなくらい強い愛撫をする。


「んぐっっ……!!　や、やめ……はあっっ……!!」


「百合なのにぼくの愛撫で感じていいの??」


「馬鹿！　感じてなんか……ふっぅぅ……!!」


　蘭は伏せたまま、必死に否定するかのようにポニーテールを振り乱す。そんな彼女の声を聞いて気分が高まったのか、ぼくの乳首を舐めるミサの舌が淫靡な動きに変わってじっとりと這い回ってきた。あたる先輩も蘭の声に反応し、股間を胸で強くはさんでくる。その圧迫が快楽を与え、段々と限界が近くなってきた。


　ぼくは気持よすぎて頭がぼうっとする中で、蘭の喘ぎ声を聞く。


「あっ、はぁっっ……！　妹たちや先生にこんなところ見つかったら……!!」


「そうだね……見つかったら、こんな素敵な〝日常〟がなくなっちゃうね」


「素敵ってあんた……んぐっ……!!」


「ぼく、みんなとこうやってる時間が一番好きだな。みんなのこと……好きだよ」












　…………………………………………………………………………………………………………。


「丈途─────────!!」


　悲痛なほどの叫さけびを上げ、律がこちらを見上げていた。彼は次いでその場に膝を突くと盛大に涙を流し始める。


「洗脳されていたとはいえ、きみに刃やいばを向けてしまった僕にこんな熱ねつ烈れつな告白をしてくれるなんて……愛してるよ！　一生かけて愛し続けて、自分の過あやまちを償つぐなうよ!!」


　制服の袖そでで一いつ所しよ懸けん命めいに涙を拭ぬぐう律のそばで、蘭が弾だん丸がんタッチをやめて真っ赤な顔をしてこちらを見つめる。


「あ、あたしには大事な妹たちや吹音ちゃんがいるんだからね！　男のあんたになんて……そんな……なに言ってるの!?」


「そうニャ！　ミサにだって謡江さんがいるのに、ミサがなんで男の丈途なんかに……こんな……」


　ミサは動どう揺ようを隠かくすようにして自分の胸を押さえると「ぜ、絶対にドキドキしたりしないニャ!!」と叫ぶ。


「あたしだってドキドキしてないわよ！　百合にまで告白するなんて、ほんとどうかしてるわよねミサちゃん!!」


　蘭はそう言ってミサに抱だきつき、必死に赤い顔を隠していた。


　そんなふたりの近くで、あたる先輩が嬉うれしそうにぼくを見つめている。


「丈途くん……わたしの予報をことごとく覆くつがえしてくれる人。わたし、そんな人、待ってたの」


　先輩はどこかいじらしげに言うと、恥はずかしそうに顔をうつむけてしまった。


　──オペレーション・エロス成功だ！　みんな元に戻もどった!!


　ぼくがみんなに喋しやべりかけようとしたそのとき──ガンッ！　と、ヘリを特大の衝しよう撃げきが襲おそう。


「……あ、すまん丈途。ジャンプしてとどめの回し蹴げりをやってて……途と中ちゆうで止められなかったわ」


　廻先輩が、窓の外から爽さわやかに笑って手を振っていた。


「先輩ぃぃぃ!?」


「だがお前の想おもいはきっちり受け取ったぜ！　俺には律くんがいるが……まぁ、その、なんだ。二号の席はとっておいてやる」


　回し蹴りのあとで落下しているはずの廻先輩とぼくの視線はまったく変わらなかった。つまり今の回し蹴りでこのヘリが……墜つい落らくしている!!


「二号とかどうでもいいですから、ヘリをなんとかしてください!!」


「どうでもいいとはなんだ！　あれだけ熱烈に告白しておいて……!!」


　廻先輩は額に青筋を立てながらこちらの窓をガンガン叩たたいてくる。


「ほんと、今、やばいですから……!!」


　ぼくが懇こん願がんするように言うと、先輩は辺りを眺ながめて「確かに、このままじゃ地面に激げき突とつだな」とため息をつく。


「……おい丈途」


「なんですか？」


「お前ならクロト先輩に勝てる。五輪養成ギプスに勝ったお前の根こん性じよう……信じてるぞ」


「え、それってどういう──」


　廻先輩はぼくの問いを無視すると、落下中の不安定な体勢のまま体を回させ……ヘリに、もう一度回し蹴りを食くらわせる!!


「なんで!?」


　衝撃で倒たおれないよう踏ふん張るぼくへ、先せん輩ぱいは笑え顔がおで手を振っていた。その右足から、さきほどの蹴りで出たと思われる血を滲にじませながら……。


「ヘリが落下の軌き道どうを海側へ変えましたわ！　ゴムボートで脱だつ出しゆつします!!」


　部長は素す早ばやく操縦席から立ち上がると、こちらへ来てぼくと勝代を一いつ箇か所に集める。


「脱出って……律たちは!?」


　ぼくの言葉に、部長は窓の外を一いち瞥べつするだけで答えない。


　外へ目を向けると、映研メンバーに捕とらえられる律たちが見えた。戦せん闘とう能力があるミサは、文様の描えがかれた鉄の首輪をつけられている。黒くろ魔ま術じゆつを封ふう印いんするための物だろう。無事に着地した廻先輩も、足の怪け我がでまともに動けず捕つかまっていた。


　……どう考えても、みんなを救出できる状じよう況きようじゃない……。


「そんな……この作戦、失敗したの……？」


　愕がく然ぜんとして漏もらすぼくに、誰だれも、なにも答えない。


　部長は黙だまってヘリの床ゆかに手をやると収納庫の扉とびらを開け、悔くやしさを力いっぱい宿らせたように腕うでをグッと突つき出してぼくらを中へ押しこむ。


「あたくしを信じてください。必ず……必ず次がありますから!!」


　彼女は身を切るように声を上げると、収納庫に設置されていたゴムボートへぼくらを乗せ、次いで自分も一いつ緒しよに乗りこんで射出ボタンを押す。


　バシュッ…………ザッパァァァァン!!


　ぼくらのゴムボートが着水すると同時に、ヘリも海へと沈しずんでいった……。


　部長は黙ってボートのエンジンを起動すると、孤こ島とうを背に海うな原ばらを進み始める。


「丈途くーん！　私たちは大だい丈じよう夫ぶよ───!!」


　謡江の叫さけび声が潮風にのって流れてくる。


　どんどん離はなれてゆく孤島へ目を向けると、もう人が判別できないほど小さくなっていた。


　だが、謡江の叫び声だけは、いつまでも生々しくぼくの耳に残っていた……。




　３　残されたレッド・バイブル







　クロトの居城たる映画セット内にある王の間。ひとけのないそこで今、苛いら立だたしげな声が響ひびいている。


「……あぁ、公開演技指導の方へカメラを集中させて放送は続行だ。律くんたちは速すみやかに牢ろうへ入れたまえ」


　玉座に座っていたクロトは携けい帯たい電でん話わを切ると、短く息をついてわずかに顔を歪ゆがませる。


「くっ、痛み分けか……！　まぁいい……律くんたちはまた演技指導し直すさ」


　今、王の間には彼しかいない。玉座の前にテレビを用意させ、ひとりで孤島の戦いを眺めていたのだ。


　そんな中、彼はそっとひとりごちる。


「繰美……どうしてわかってくれないんだ？　世界は常に戦火にさらされている。ＤＤＲ──武装解除というもっとも優やさしい方法で平和を目指していたきみが、あの日ゲリラを捕らえようとして流れ弾だまに当たって死にかけた。ぼくはもう、そんな理り不ふ尽じんは許さない!!」


　クロトは眼鏡めがねの奥の瞳ひとみを燃やすと、膝ひざに置いていたノートパソコンを素早く開く。


「いつまでも妹の反はん抗こう期きを許すわけにはいかないな。念のために用意していたあの策を使うときがきたか……。シナリオ通りなら五分前に完成しているはずだ。そろそろ報告が──」


　そのとき、クロトの部屋にひとりの兵士が現れ「できました！」と報告をする。


「では、さっそく我が姫ひめにお披ひ露ろ目めだ」





　──ピロリロリン♪　……ボ～～～ン!!


　……薄うす暗ぐらい部屋の中で、吹音はいまだにゲームを続けていた。引きこもっているせいで、今世界がどうなっているのか知らないのだ。


「うぅ……さっきからゲームオーバーばかり。吹音、リアルでもゲームでも駄だ目めな子なの!?」


　彼女はコントローラーを脇わきに置くと「吹音はこのままどこでも駄目な子で、きっと一生駄目駄目で、もう駄目なのね!!」と両手で顔を覆おおい、人生が終わったかのように体を伏ふせてしまう。


「──吹音さん、見せたい物があるんだ」


　部屋の外から、クロトがそっと語りかけてくる。


「……見せたい物？」


「世界平和の総仕上げになる物さ。ついに、貴女あなたの出番が来たんだよ」


「世界平和……」


　吹音は知らず息を呑のんだ。


『──あなたは毎日毎日ゲームばっかりして……なんなの!?』


　蘭から言われた台詞せりふが胸に刺ささる。吹音は丈途に『吹音のクラリネットで……世界を平和にする!!』と啖たん呵かを切ったものの、世界平和計画が当初の予定と違ちがう形で進んでしまい、宙ぶらりんの状態であった。ゆえに今、彼女には明確な〝目標〟がなく、それが引きこもっていた一因にもなっていた。


「やっと吹音が世界平和に関かかわれる……。わかった、吹音行く」


　覚かく悟ごを決めるように喋しやべった彼女は、すっと部屋の扉とびらを開けるとクロトに真しん摯しな瞳を向ける。


「吹音さん……」


　吹音の瞳を見たクロトは、それだけで彼女の覚悟を知ったように微笑ほほえみを浮うかべた。


「では、こちらへ」


　彼はよどみなく吹音を宮きゆう殿でんの外へエスコートし始める。


　案内したのは、白シートに覆われた巨きよ大だいな建築物の前だった。高さこそ五階建てのビルほどだが、広さは大きな球場が二十や三十は優に入るくらいある。


「……ここってなに？」


　首をかしげる吹音に、クロトは芝しば居いがかった仕草で大手を広げた。


「ここは真の世界平和が発はつ祥しようする地。歴史の礎いしずえ。そして、貴女のためだけに造られた清音の園その。つまり……」


　その言葉とともに、巨大な建造物を覆うシートが一いつ斉せいに外れる。風にはためきながらゆっくり落下するシートの中から現れたのは……レンガで造られた円形の建物だった。


「オーケストラ会場さ！」


「こんなに大きな会場が……」


「一千万人は収容できるよ。裏の山を切り拓ひらいてこの映画セットそのものを拡張したからね」


　クロトはポケットからリモコンを取り出すと、「ちょっと空を見上げてごらん」と言ってボタンを押す。


　その途と端たん、会場の外がい壁へきから大量の花火が打ち上がった。


　昼でも見られるスモーク仕様だったらしく、「ドン！」と大空で炸さく裂れつした花火はある文字を浮かべる。





『平和記念日　鳴唐吹音コンサート』





「……吹音のコンサート？」


「そうさ。みんなに〝役〟を与あたえるために作った映画では、吹音さんのオーケストラシーンを編集でごまかしてしまったからね。そんなまがいものは自分で許せないよ。やはり、ラストシーンは吹音さん自身が飾かざるべきさ！」


「吹音がオーケストラとラストシーン……オーケストラと……」


「その通りさ。ぼくはここに世界中から人を集めてオーケストラを開こうと思うんだ。もちろん、丈途くんたちにも集まってもらう。そして貴女の音で、彼らを平和に導いて欲しいんだ」


　──このオーケストラは映画セット内で行われる。クロトからすれば、本ほん陣じんをわざわざ裸はだかにする捨て身の策だ。しかし同時に、最大にして最後の罠わなでもあった。


「う、うん。わかった、吹音がんばる……！」


　彼女はオーケストラ会場を眺ながめつつ口を開く。力のこもった台詞だが、その声も、手も、緊きん張ちようで震ふるえていた。


　クロトは彼女の様子にすぐ気づき、さりげなく耳打ちする。


「吹音さん、丈途くんに言った台詞を忘れたのかい？」


『──吹音のクラリネットで……世界を平和にする!!』


　──そうだ！　吹音は噓うそつきの丈途くんと違って、ちゃんと世界を平和にするんだ!!


　彼女は自分の震えを抑おさえるために両手を握にぎりしめると、「がんばるから……！」とこわばった顔で声を張り上げる。


「ありがとう、吹音さん。ふたりで真の平和を築こう」


　心の底から安らいだ声を出したクロトは、空に浮かんだ『平和記念日　鳴唐吹音コンサート』という文字を感かん慨がい深ぶかげに見つめていた。





　オーケストラ会場からの帰り道、吹音はひとりで考えこんでいた。


　──中学の頃ころに出演したオーケストラ。演奏事故を起こした自分へ、聴ちよう衆しゆうは様々な瞳ひとみを向けていた。驚おどろき、嘲あざけり、怒いかり……。そして同じステージにいた〝プロ〟たちから向けられた、明らかな侮ぶ蔑べつの瞳。


　インターネット上でも自分への批判は止まらず、「〝天才〟と言われて調子にのったガキ」だとか「確かに天才だったな、〝迷めい惑わく〟の」だとか「あいつの演奏は二度と聞かない。そもそも聞けなかったが！」だとか……色々書きこまれた。


「大だい丈じよう夫ぶ、今度こそやれる！　今度こそやるもん……!!」


　力強い言葉とは裏腹に、彼女は両手を握りしめたまま震えを抑えるのに必死だ。


「絶対にできるもん！　丈途くんがみんなを裏切った今、吹音がやるしかないじゃない！　信じてた〝クマさん〟だったら、世界平和を乱すなんて絶対にしなかったのに……」


　最後の台詞は、気落ちするように尻しりすぼみだった。思わずため息をついた吹音は、いつの間にか自分が宮殿に戻もどっていたことに気づく。


「……あれ？　吹音の部屋はどっちだっけ……」


　考えこんでいるうちに、見覚えのない通路へ迷いこんでしまったようだった。


「──クロトさんからの命令だ。放送しなかったあのオペレーション・エロスも、きちんと編集しておくように。それも含ふくめて映画『世界平和』だ」


　ふと、どこからか声が流れてくる。


　辺りを眺めると、扉とびらがわずかに開いている部屋を見つけた。


　不思議に思って近づいた吹音は、そこで懐なつかしい顔を目にする。──テレビ画面に映った丈途だ。


「丈途くん……ヘリの上からなにをしてるの？」


　部屋の中には所せましと電子機器が並べてあり、奥の方に大型のテレビが数台あった。そのテレビのひとつに、公開演技指導を止めようとヘリからポルノを喋しやべる丈途が映っていたのだ。





「──んはっ……！　蘭ちゃんの指技──」


　ドドドドッッ！


「──あぁらミサちゃん、ずいぶん感度が──」


　ドドドドッッ！


　丈途がポルノを喋っている間、廻先せん輩ぱいがヘリを滅めつ多た打うちにしている。


　そんな中で、地上にいる蘭は謡江たちが悲鳴を上げるのも無視してパソコンの操作を続けており、律は……怒りを滲にじませた声で周りに指示を飛ばしていた。





　──なんなのこれ!?


　吹音は絶句してしまう。


　これではまるで、自分たちが悪者ではないか。律や蘭も、普ふ段だんからは考えられない冷れい酷こくな行動をしている。


「……そうだ。よく考えたら、ふたりとも前からちょっとおかしかった……」


　丈途と喧けん嘩かしてかつてなくへこみ、周りが見えなくなっていた彼女はやっとふたりの異常に気づく。


『届け──ぼくのエロス愛!!』


　そう言って丈途がポルノを紡つむぎ、喋り終えた直後……律は涙なみだを流し、蘭は顔を赤くして声を上げた。


「いつもの円修くんと蘭さんに戻った！　どういうこと……なにが起こったの??」


　吹音は画面で起こった事態に混乱してしまう。だがひとつだけわかったことがあった。


「円修くんと蘭さんがおかしくなったのは、この映画セットに来てからだ……ということは、全部クロトさんのせい？」


　──そうか！　だから丈途くんは『ポルノ王（仮）』を降りたんだ!!


　思い至った事実を前に、吹音は愕がく然ぜんとする。


「吹音……なんて馬ば鹿かなの。丈途くんはこうなるってわかってたから吹音に噓ついたんだ……吹音、自分のことばっかり考えて、なにもわかってなかったんだ……」


　圧あつ倒とう的な後こう悔かいが彼女を責め始める。丈途と別れるとき、どうして自分は話をちゃんと聞かなかったのだろう。あそこで話を聞いていれば、なにかが変わったかもしれないのに……。


「どうにかしなきゃ、どうにか……！」


　吹音は慌あわてて考えを巡めぐらす。


　そのときふと、彼女は自分の才能を思い出した。


〝クラリネット〟の天才たる自分だからこそできることがあるはずだ。そして、クロトの陣じん営えいにいる自分だからこそできることがあるはずだ。その思いが彼女を突つき動かした。


「クマさん見てて！　今度は吹音がクマさんを助ける!!」


　彼女は覚かく悟ごを決めるようにして廊ろう下かを歩み始める。


　体の震ふるえはもう、止まっていた。





　翌日、吹音は宮きゆう殿でん内にある放送スタジオの中にいた。


　映研メンバーが辺りをせわしなく走り回り、照明やカメラなどのチェックをしている。


「──吹音さん、緊きん張ちようしてないかい？」


　放送用セットの椅い子すにちょこんと座っていた吹音に、クロトが優やさしく語りかける。


「大丈夫。緊張しないよう、天才裁さい縫ほう師しさんにクマさんのぬいぐるみを作ってもらったの」


　吹音はクロトに目を向けず、前を向いたまま淡たん々たんと喋る。彼女の手には赤ふんをつけたクマさんのぬいぐるみが抱だかれていた。


「……赤いふんどし？　吹音さんのセンスと少し違ちがうような……」


「そんなことないよ。吹音、ずっと前から赤ふんのクマさん好きだったもん」


「ふむ……」


　クロトはどこか納なつ得とくいかない様子だったが、「それで吹音さんが緊張をほぐせるならいいさ」と、放送の準備に加わる。


　……丈途くんお願い。このぬいぐるみで、吹音はあなたの味方だって気づいて。


　彼女は願うようにぬいぐるみを抱きしめると、放送の始まりをじっと待つ。


「──クロトさん、準備完かん了りようです！」


「そうか、ではさっそく始めよう」


　クロトの言葉でついに放送が始まった。──エロ塾じゆくへ、最後の罠わなを張るための放送が。


　吹音は赤ふんのクマさんを膝ひざに置くとカメラを見み据すえる。


　そして大きく息を吸うと「全世界のみなさん、ドラマ制作委員会の鳴唐吹音です」と真しん摯しに声を上げた。


「吹音は一週間後、世界平和を記念してここでオーケストラとコンサートを開きます。参加者は一千万人……ドラマ制作委員会が後ほど選び、シナリオを送ります。また当日は全世界が休みになるので、参加できない人もテレビ放送を見てくださいね。吹音の演奏、きっとみんなの心に届くと信じています」


　吹音はそのまま、共演するオーケストラの紹しよう介かいを始めた。


　それを見てクロトは満足そうに頷うなずく。


　──この放送スタジオでは今、ふたつの想おもいが交こう錯さくしていた。吹音は丈途へ自分が味方だと伝えようとしている。そしてクロトは──。


「繰美ならこの罠を無視するだろうが……丈途くんは無視できない。彼が吹音さんのオーケストラを放っておけるはずがないからね。オペレーション・エロスの要かなめである丈途くんさえ始末すれば、一年零ゼロ組など崩ほう壊かいしたも同然さ！」


　クロトは低く笑うと、吹音の放送が映るテレビへ目を向ける。その画面の向こうに、同じ放送を眺ながめているであろうエロ塾のメンバーを見るようにして……。


「ぼくと繰美の夢は世界平和！　たとえ今は敵対していようとその志に変わりはない！　ゆえにぼくは、この身をさらして決戦を挑いどもう!!」








　……たったひとり、残ったのはたったひとりだけだった。


　悪夢のような演技指導を唯ゆい一いつ耐たえ抜ぬいた人物──園声謡江は、再び薄うす暗ぐらい牢ろうに入れられて荒あらい息をついている。


　……みんな、みんな洗脳されちゃった。いきなり別人みたいになって、私のこと無視して、みんな世界中に散っちゃった……。


　彼女は演技指導の内容を思い出して身み震ぶるいする。


　……映画の中で私、何度も何度も死んだ。アイドルとして成功して充じゆう実じつした毎日を送ってたら、突とつ然ぜんファンの人たちに襲おそわれて……。


「うっ……!!」


　謡江はその先を思い出そうとして吐はき気をもよおす。あんな思いをするくらいなら、演歌歌手になりたいと切実に思いそうになる……。


「駄だ目め！　それを認めたら、私も洗脳されちゃう……!!」


　自分を奮い立たせるように言うと、彼女はゆっくり深呼吸をして気を落ち着かせる。


　──これは、吹音がオーケストラの開かい催さいをテレビ告知する少し前の話である。零組が謡江たちの救出作戦に失敗した次の日のことだ。


「──すまなかった。僕たちが洗脳されていたばっかりに……」


　ふと、謡江のそばで声が響ひびく。面を上げた彼女の目に、近くでうなだれる律が映った。律だけでなく、牢の中にはオペレーション・エロスで〝役〟から目覚めた閃学園のメンバーが捕とらえられている。


「まさか僕が丈途への愛を忘れるなんて……一生の不覚だ！　永遠の輝かがやきを放つ定理がごとく『僕＝丈途』の方程式が崩くずれることはないと確信していたのにぃぃぃ!!」


　律は孤こ島とうでの戦いを思い出したのか、床ゆかに伏ふせって嗚お咽えつを漏もらし始める。


「──あたしだってみんなを洗脳しちゃって……ごめん」


　蘭が肩かたを落として頭をさげる。


「っていうかあたし、吹音ちゃんにも酷ひどいことたくさん言っちゃった……。最高機密を守る超ちよう絶ぜつファイアーウォールがごとく、純白な吹音ちゃんを守るのがあたしの役目なのにぃぃぃ!!」


　蘭は吹音とのやりとりを思い出したのか、その場でむせび泣きを始める。


「……ふたりともやめて。クロト先せん輩ぱいの洗脳がどれだけ強きよう烈れつか私もよくわかってるから……」


　力なく首を横へ振ふる謡江に、ミサが「演歌歌手になったらファンに戻もどるなんて言ってごめんなさいニャ！　今の謡江さんも大好きなのニャ～!!」と抱だきつく。


「気にしてないわよ。それよりミサさん、まだ黒くろ魔ま術じゆつは使えないの？」


「……駄目ニャ。ミサがいつもカッターがわりに使ってる呪のろいのナイフさえ出せれば、鉄てつ格ごう子しなんて一発で切り裂さけるのに……悔くやしいニャ!!」


　だだをこねるようにして謡江に頰ほおをすりつけるミサ……。猫耳に加えて首輪までしてやるその仕草は、まさに飼かい猫だった。


「──ミサさんは首輪に宿る晴れ晴れとした白魔術で黒魔術を封ふう印いんされている確率百パーセントでしょう。この牢内に脱だつ出しゆつ風を発生させられる人物がいないため、明日の天気は不明です」


　予報が出たのか、あたるが急にボードを掲かかげて立ち上がりキャスター口調で喋しやべる。……しかし予報が終わるとともに彼女はその場へ座りこんでしまった。


「……明日の天気が、不明……!!」


　絶望的な響きでつぶやかれたその言葉に、応こたえる者はいなかった。


「……とりあえず、俺らのリーダー律くんに作戦を立ててもらいましょう。なにせ俺の律くんが指揮したこの間の戦い、才さい気き溢あふれる即そく断だん即そつ決けつの指示で緻ち密みつな作戦を展開して──」


「作戦よりも今は状じよう況きよう把は握あくの時です。ここを脱出しようにも、鉄格子の突とつ破ぱ・見張りの突破・絶海の突破……様々な問題があります」


　廻の長い話をバッサリ切るように律が言い放つ。それを聞いた廻は「り、律くん!?」と涙なみだ目めで足を踏ふみ出した。


「痛っ、怪け我がした右足が……！　痛みが止まらないよ律くぅぅぅん!!」


　床を転げ回ってこれ見よがしに主張する廻……。


「先輩、今転げ回ったせいで傷口が床に三回接せつ触しよくしてます。おとなしくして早く治してください。いざというときの戦力なんですから」


　律に淡たん々たんと注意され、廻はしゅんとなって黙だまりこんでしまった。


「しかし状況を把握するにしても、外的要因が加わる場合もありますね。例えば──僕らの愛する丈途とか」


　──僕らの愛する丈途。その言葉に、みんなが慌あわてて顔を上げる。


「あ、あたしあんなエロウイルスのことなんか好きじゃないわよ!!」


「そうニャ！　淫いん魔まに憑つかれる悪魔級ド変態なんて好きなわけないニャ!!」


　蘭とミサはまくし立てるようにして猛もう烈れつな反論を始める。


「俺は律くんが一番いい男だと思うけどな！　あいつはスパーリング相手にもならんよ!!」


　廻はご機き嫌げんをとるようにして猫なで声を出す。


「丈途くんだったら、わたしが予報できない明日も作ってくれそうですね」


　あたるは夢見る乙おと女めのように遠くを眺ながめ、完全に自分の世界へと入ってしまった……。


「──丈途くんのオペレーション・エロス、確かに考える必要があるわね。また助けに来てくれたとき、私たちも協力すれば脱出できるかもしれないわ！」


　謡江は瞳ひとみに活力を戻して律へ視線を向ける。


「私は丈途くんのポルノのファンだし、次のオペレーション・エロスを予想してみる！」


「……ちょっと待ってくれ。私〝は〟ってなんだい？　まるで謡江だけが丈途のファンみたいじゃないか。僕だって丈途のポルノはしっかりチェックしてるんだけどね」


　律の言葉に、謡江は意外そうな顔をする。


「ファンだったんだ……読んでるだろうとは思ってたけど……」


「もちろんファンさ。僕は理性的で論理的な愛を目指しているからね。『あなたのポルノのファンです』だなんてはしたないアピールはしないのさ」


「……なによそれ。いくら律くんだって今の言葉は許せないわ！　私はファンだからファンだって言ってるの!!」


「ファンねぇ……。僕は丈途が今まで出版した本──外国語訳含ふくめてすべて読んでいるよ？　謡江はせいぜい日本語版がいいところだろ」


「っ……！　でも、丈途くんがポルノに託たくした想おもいは全部受け取ってるわ！　じゃあ私と律くん、どちらが次のオペレーション・エロスを当てるか……勝負よ!!」


　律は「面おも白しろい」と不敵な笑えみを浮うかべると、さっそく思考を巡めぐらせる。


「僕の丈途だったら……そうだね。次は潜せん水すい艦かんで来て、録音したポルノをミサイルで孤島中に撃うつ魚ぎよ雷らい式オペレーション・エロスかな。そしていの一番に僕を抱だきしめるだろう」


「私の丈途くんだったら大戦艦で攻せめて……主しゆ砲ほうですべてを粉ふん砕さいするみたいに、指向性の高いスピーカーでポルノ口こう撃げきをするわ！　そして演技指導を耐たえた私にその……ご褒ほう美びを……」


「どうせ外れる予想だからその先は言わなくていいよ。優やさしい丈途は僕＋αアルフアも助けるだろうが、＋αは＋αさ」


「な、なんですって!?」


「そう熱くならず、オペレーション・エロスの予想を続けようじゃないか。そうだなぁ……直接救出に来るプランがすべてじゃない。大陸間弾だん道どうミサイルにポルノ小説と録音済みポルノを積む方法だって──」


　ふたりが激論を交かわしていたそのとき、牢ろうの天てん井じように備えつけてあったテレビがついた。普ふ段だんはクロトが一方的に用件を伝えるとき使われる物だ。しかしその画面には今、クマさんのぬいぐるみを持った吹音が映っていた。


「どうして吹音さんが!?　しかも赤ふんのクマさんって……まるであの〝秘密〟じゃない!?」


『──全世界のみなさん、ドラマ制作委員会の鳴唐吹音です』


　真しん摯しな瞳を画面から真っ直すぐ向ける吹音を見て、謡江は彼女の想いに気づく。


　──吹音さん、〝秘密〟を丈途くんに教えて自分が味方だって伝えようとしてるんだ!!


　そう思い至った瞬しゆん間かん、ふと、謡江は悲しげに目を伏ふせる。


　……あの放送で丈途くんが吹音さんの秘密に気づいたら、きっと、きっと……。


「オペレーション・エロスの予想なんかしなくても、ひとつだけはっきりしたことがあるわ。丈途くん、吹音さんのオーケストラを応おう援えんしに行く」


「どうしてさ!?　そんなことしたらクロト先せん輩ぱいに捕つかまるだろ!?　そもそもオーケストラで鳴唐さんが危険な目にあうとは思えない。行く意味がわからないよ!!」


　困こん惑わくする律に、謡江は「どうしてもよ。私にはわかるの……」と目を伏せたまま答える。


　──考えてみれば丈途くん、吹音さんのことをオリエンテーション大会から応援してるもんね。こんなときでも絶対に応援するわ……。


「吹音さん、うらやましいわね」


　彼女はそっと漏もらすと、完全に黙りこんでしまった。


　そんな謡江を見て、律はわけがわからないといった様子で肩かたをすくめる。


「──牢ろう番ばんの気配が遠のいた。やるなら今だな」


　不意に、どこからか声がした。しかし牢内のみんなが辺りを見回すも人ひと影かげはない。


「──零ゼロ組はお前らを助けるためにもう手を打っていた。それが……」


　声の主はそう言うと、牢の外にある壁かべの一部をシートのようにめくり「俺だ」と姿を現す。迷めい彩さい服を着た毛深い大男……鬼隠潜だ。


　顔を上げた謡江はそれを見て目を大きく開く。


「潜くん、どうしてそんな所に!?」


「昨日のオペレーション・エロスで、そっと隠かくれてたのさ。零組が失敗したときお前らを助けるためにな」


　懐ふところから糸ノコギリを出した彼は「さぁ、脱だつ獄ごくの時間だ」と口の端はしを上げ、ダイヤモンド製の刃はを煌きらめかせた。





　──ビリリリリリ！


　警報が鳴り響ひびく中、脱獄に成功した謡江たちは息を切らして駆かけていた。


　──丈途くんがオーケストラ会場へ行くなら、そこが最終決戦の場になるわね。


　廊ろう下かを突つき進みながら謡江は考えを巡らせる。


　──一週間後の決戦……それまでに私たちができることは──。


「島の断だん崖がいにゴムボートを隠してある。一直線に走るぞ！」


　潜がそう言った途と端たん、謡江は「ちょっと待って！」と叫さけぶ。


「……なんだ、早くしないとまずいぞ」


「ここには来夏さんたちがどこへ行ったか、資料が残ってると思うの。それを調べてみんなを助けられないかしら？」


「今はそんなこと言ってる場合じゃないだろ！」


「でも、オーケストラ会場でもし戦いが起こったら……仲間は多い方がいいでしょ？」


「そもそも丈途がオーケストラへ行くかどうかも定さだかじゃないだろ！」


「──いや、来夏たちのことは僕らのせいでもある。だから僕も……助けたい」


　律が潜の肩へ手をやり、その足を止める。


　そこで、全員が立ち止まった。


「あたしもみんなを助けたいわ。クラスメイトを洗脳しておいて自分だけ助かるなんて、できないもの」


　蘭が自分の指を見つめながら漏らす。弾だん丸がんタッチで容よう赦しやなく洗脳映像を流したときのことを思い出しているのだろう。


「ミサも助けたいニャ。黒魔術も復活したし大だい丈じよう夫ぶニャ！」


　糸ノコギリで真っ二つに切った鉄輪を手にミサが喋しやべる。


「脱だつ出しゆつ気流にのってみんなの才能が結けつ晶しよう化し、暗雲を突き破ることでしょう」


　あたるがボードを掲かかげて潜に見せる。指示棒で指された先には、暗雲を散らすみんなのデフォルメ絵が映っていた。


「片足だが……仕方ない。サポートくらいならするぜ！」


　ここまでケンケンで駆けていた廻だが、疲つかれひとつ見せず快活に親指を立てる。


「お、お前らなぁ……わかったよ。俺だってエロ塾じゆくの連中にゲリラから助けられたんだ。最後までつき合うぜ」


　潜は負けたと言わんばかりに頭をかいていた。


「では僕の作戦を聞いてくれ。クロト先輩のことだ、こちらに蘭がいる以上は来夏たちの居場所をデータでなく書類で保存してるだろう。その書類も、昨日の今日でクロト先輩へ送られているとは思えない。置き場所は……」


　そこまで言って、律は記き憶おくをたぐるように遠くを眺ながめる。


「……確か、洗脳されていたときにここでセキュリティーの高そうな地下金庫を見たね。書類を保管するならあそこが妥だ当とうだ。クラッキング不正なデータ操作能力を持つ蘭と暗号解読能力を持つ僕のふたりで金庫を突とつ破ぱするから、みんなはなるべく派手に暴れて時間稼かせぎをしてくれ！」


　律の言葉に頷うなずきつつ、潜が「地下金庫だな」と言って目を閉じる。


「呼吸音の反はん響きよう……臭しゆう気きの強さ……よし、ここから地下金庫まで牢番はいない。今すぐ俺らが暴れればこの作戦はいける」


「──ではわたしも予報しましょう。クロトくんの気き性しよう情報にドラマ制作委員会の気流を加えて……………わかりました！　クロトくんが意外と男の子な確率八十パーセントでしょう！」


「「意外と男の子!?」」


　全員が啞あ然ぜんとして声を合わせる。


「クロト先せん輩ぱいは男だし……僕はむしろ残り二十パーセントがなんなのか気になるよ」


　律が眉み間けんにしわを寄せて必死に悩なやんでいる。


「あたし、もしクロト先輩が女でも絶っっっ対に妹にしないわ」


　蘭が頰ほおをひくつかせながら喋る。


「いえ、そういう意味ではなくてですね、『男の子だなぁ』って感覚というか……」


「──牢番がこちらに向かってるぞ！」


　一いつ喝かつするように潜が声を上げた直後、律と蘭をおいて全員が走り出す。


　あとに残ったふたりは、言葉を失って互たがいの顔を見合わせていた。


「……結局、クロト先輩は男だったっていう話だよね？」


「……百パーセント男よ……」


　律は思考を切りかえるようにして頭かぶりを振ふると、廊下の奥を見み据すえて顔をひきしめた。


「僕と蘭がふたりで協力するのって……オリエンテーション大会以来かな？　久しぶりにコンビ復活だ」


「そうね。また丈途のために骨を折ることになりそうだわ。しかも吹音ちゃんの演奏を応おう援えんするために仲間を増やすだなんて……ほんと、オリエンテーション大会みたい」


　ふたりはともに廊ろう下かの奥を見据えつつ微笑ほほえむ。


　──ドォォォン!!


　いくらか離はなれた場所で爆ばく発はつ音がして、天てん井じようからパラパラと塵ちりが落ちてきた。


「さっそく派手にやってるね」


　律はつぶやくと、蘭と一いつ緒しよに疾しつ走そうを始める。洗脳されていたとき歩き回った所なのだ。勝手知ったる道だった。


　まずは牢ろう番ばんの休きゆう憩けい室に忍しのびこんでノートパソコンと配線を取り、地下へ向かう。


　たどり着いた金庫は、天井まで伸のびた高い鉄てつ扉ぴで堅けん固ごに守られていた。


「さっそく認にん証しようシステムに配線を繫つないで金庫破りをしよう！」


「ここのシステムは指し紋もんとパスワードの二重ロックみたいね。指紋はこのノートパソコンについてるものをデータ化して本物と誤認識させるわ。パスワードのヒントは……確か、ネットの管理をしてるときにクロト先輩のメールを見たことあるわね。牢番に『Eveイブ』って暗号めいた文字を送ってたわ」


「なるほど……なら僕はいろんな方法論で暗号解読を試ためすよ。蘭は自動で文字を組み合わせるプログラムを作ってランダムにパスワードを試してくれ。ふたりがかりで解読だ！」


「わかったわ！」


　そしてふたりは金庫破りを始める。


「特定の間かん隔かくで文字を読み飛ばす必要があるスキュタレー暗号か、アルファベット順に数文字ずらして書かれたシーザー暗号か、はたまた独自のアルゴリズム定型手法を牢番と共有していたか……」


　律がつぶやいている脇わきで、蘭は弾だん丸がんタッチを使って作業を進めた。


　しばらく経たって自分の作業を終えた蘭は、いまだ暗号解読で悩み続ける律を見て段々といらついてくる。


「う～ん。クロト先輩はシナリオの天才だし、シナリオ関連から暗号を作った可能性も──」


「みんな必死で時間稼ぎしてるんだから早くしなさいよ！　あたし、あたる先輩の予報ボードにクラッキングして上の状じよう況きようを確認するわ!!」


　蘭がパソコンをいくらか操作すると、画面に次々と文字が浮うかんでくる。





『隠かくれながら戦う潜くんと最前線に立つ廻くんがミサさんの呪じゆ文もん詠えい唱しよう時間を稼ぐでしょう。しかしミサさんは禍まが々まがしい悪あく霊りようの加護で嵐あらしを起こすも、加減を間ま違ちがえて味方も巻きこみます。牢番は白魔術道具で嵐を和やわらげるため、わたしたちの方が被ひ害がい甚じん大だいでしょう。……ってミサさん、わたしの予報をちゃんと聞いて──きゃぁぁぁ!!』





「……凄すごいことになってるわね……。律、早くパスワードを見つけて!!」


「そんな簡単に言わないでくれ！　そもそも暗号解読というものは時間がかかるもので、暗号方式も暗号キーも不明の状態で──」


「言訳は聞いてないの！　だいたいパスワードなんて普ふ通つうは覚えやすいものにするでしょ！　いかにもクロト先輩が使いそうなパスワードはないの!?」


「そんなの知るわけないだろ！　先輩は自分の考えを口にするタイプじゃないし──」


『──クロトくんが意外と男の子な確率八十パーセントでしょう！』


　律はふと、あたるの予報を思い出した。


「意外と男の子……そして『Eve』の暗号……。思い当たるものがなくはないけど、まさかあのクロト先輩がねぇ……」


　馬ば鹿か馬鹿しいと言わんばかりに苦く笑しようしつつも、律は金庫へ手を伸ばしてキーをタッチする。


『fu ku ne』


　──ガチャン。


「……開いたね」


「……開いたわね」


　…………………………………………………………………………………………………………。


「よし、行こう！」


　あえて突つっこまずに走り出す律を脇わき目めに、蘭は「吹音ちゃんがイブってことは……アダムは……」と頰をひくつかせる。


「男って、馬鹿ね」


　彼女が深いため息をついている間に、律は来夏たちの居場所が記された書類を見つけていた。


　ふたりが金庫を離れて外に出ると、謡江がミサの召しよう喚かんした人面型の悪霊へバラードを聞かせて負の力を高めているところだった。


「──私があのとき、あなたを見捨てなかったら～♪」


「「──ヴォォォォン!!」」


　悲しみのバラードを聞いた悪霊たちは、盛大に泣きつつ顔を膨ふくらませてゆく……。はたから見ていてその姿は、恐こわい。


「──あ、律くん！　書類は見つかった!?」


　律たちに気づいた謡江は、待ちに待ったように声を上げる。そんな彼女へ律は書類を掲かかげて見せた。


「さっそく脱だつ出しゆつニャ!!」


　ミサはそう言って十名ほどいた牢ろう番ばんに悪霊をぶつける。その隙すきにみんなが駆かけ出し、ゴムボートへ乗りこんだ。


　ついに絶海の孤こ島とうを出た謡江に跳はねた潮が当たり、鮮せん烈れつな解放感を与あたえる。


　決戦まであと一週間……必ず仲間を助けると、彼女は心に固く誓ちかっていた。








　……謡江たちの救出に失敗してエロ塾本部に戻もどったぼくは、部長から潜くんのことを聞いていくらかほっとしていた。みんながあの演技指導を耐たえてくれたら……まだ助けられる。


　翌日になり、不安を押し殺してエロ塾の授業を再開したそのとき、突とつ然ぜん始まったテレビ放送のことを聞いてぼくは事務室まで駆けた。


『──全世界のみなさん、ドラマ制作委員会の鳴唐吹音です』


　テレビの中で鳴唐さんは赤ふんのクマさんのぬいぐるみを持って真しん摯しな瞳ひとみをしている……。


「鳴唐さんがオーケストラって……やっぱり、洗脳されてるの!?」


　ぼくが焦あせっていると、部長がクマさんのぬいぐるみを見て素す早ばやく声を上げる。


「吹音さんは正気です！　でなければあのぬいぐるみ……自分の〝秘密〟をばらすようなことしませんわ!!」


「……秘密？　あのぬいぐるみのどこが秘密なの??」


「いえ、それはその、女同士の秘密ですし……」


「でも自分でばらしてるってことは、言っていいってことだよね？」


「うっ……確かに」


　部長はしばらく悩なやんでいたが、やがてあきらめたように口を開く。


「丈途さん。吹音さんが抱だいていたあのぬいぐるみ……『赤ふんのクマさん』に覚えはありませんか？」


「赤ふんのクマさん……」


　昔聞いたことのある響ひびきだった。……赤いふんどしをつけたクマさん……ぼくのことを「クマさん」と呼んだ女の子……。


「あっ、閃学園の体験授業で赤あか髪がみの子から『クマさん』って呼ばれてた！　って……赤髪？」


　ぼくはテレビ画面の向こうで話を続ける鳴唐さんに目を向けた。


　ショートカットの赤髪が喋しやべりに合わせてわずかに揺ゆれている……。その姿が、二年ほど前に体験授業で会った長い赤髪の少女と重なった。


「あれって鳴唐さんだったの!?」


　言われてみれば「音楽系の天才」であったり「ゲーマー」であったり、共通点が多い。違ちがうところと言えば髪の長さと……性格だ。


「吹音さんはオーケストラとの共演に失敗したあと、極度の人見知りになってしまったらしいですわ。それでも閃学園に来たいと思い、覚かく悟ごを決めるために髪を切ったらしくて……」


「そんな……ぼく、どうして今まで気づかなかったんだ！」


「仕方ありませんわ。体験授業のとき丈途さんはパワードスーツを着ておりましたし……ただ、吹音さんはウィーン旅行のときに気づいていたらしいですわ」


　部長の話を聞いてぼくは言葉を失ってしまう。


　……ぼく、鳴唐さんと前から会ってたなんて……!!


『──吹音、がんばるね。このクマさんに見られても恥はずかしくないくらい、がんばるね！』


　彼女はそう言って、赤ふんのクマさんを掲げて笑え顔がおを見せる。


　そして、放送が終わった。


　…………………………………………………………………………………………………………。


「丈途さん、わかってますわよね？　これは罠わなですし、無視しようと思えば無視できます。そもそも吹音さんが秘密を明かしたのは、あたくしたちに味方だと伝えるためですわ。なにか考えがあるんだと思います」


　部長が念を押すようにして喋る。


「吹音ちゃんにしては珍めずらしい行動よねぇ……かつてない気合を感じるわ！」


　勝代が瞳を燃やして映画セットの方角を見つめる。


「わかってる……わかってるよ」


　ぼくは心の底からわいてくる感情を必死に抑おさえようとしていた。


　そんなぼくへ、部長は言い聞かせるようにして話を続ける。


「あたくしたちが人類ドラマ化計画を阻そ止しするためにするべきことは山積みです。エロ塾の授業でみんなのエロスを強化して洗脳耐たい性せいをつける必要がありますし、さきほど入った情報では公開演技指導を耐えきったのは謡江さんだけでした。他ほかの方々は世界中に散っていて、まだ来夏さんの居場所しかつかんでおりませんし──」


　部長の言葉が、うまく耳に入らない。鳴唐さんが本当は明るい子で、オーケストラでの失敗が原因で人見知りになったのだとしたら……トラウマを克こく服ふくして欲しい。そしてぼくは、なにができるかわからないけど──彼女のオーケストラを応おう援えんしたい!!


「……丈途さん、あたくしの話を聞いてますか？」


　部長が不安そうに問いかけてくる。きっと、ぼくがなにを考えているのか気づいてるのだ。


「あたくしたちはエロスの授業と来夏さんの救出を──」


「……ごめん。しばらくひとりになってくる」


　ぼくはそう漏もらすと、エロ塾の外へ向かった。


　わがままを言ってる状じよう況きようではないとよくわかっている。よく……わかっているのだ。





　辺り一面に瓦が礫れきが広がっている。閃学園の残ざん骸がい。思い出の残骸……。


「ぼく、ここで中学生の鳴唐さんにも会ってたんだよな」


　そっとつぶやくと空を見上げた。どれくらいここで思いにふけっていたのだろうか。いつの間にか辺りは暗くなり、数多あまたの星が浮うかんでいる。


「世界中をエロ漬づけにして、閃学園を建て直そう……か」


　それを一番に考えるなら、鳴唐さんのオーケストラは無視すべきだろう。そして態勢を立て直してクロトに戦いを挑いどむ。それが一番頭のいい方法だと自分でもわかっているのだ。


「でもぼく……すぐ近くで鳴唐さんが昔の失敗を乗り越こえようとがんばってるのに、無視するの？」


　視線を下げて、学園跡あとの向こうにある映画セットを見つめる。高い外がい壁へきに囲まれて中は見えないが、鳴唐さんはあそこに世界中の人を集めてコンサートを開くのだ。


「世界の命運がかかってるってのに……ぼくは……ぼくは……!!」


　瓦礫のひとつを手に取って、自分に問いかける。


　当然、世界は平和にしたい。だが鳴唐さんにも昔の失敗を乗り越えて欲しい。そして、明るかった頃ころの自分を少しでも取り戻もどして欲しい。


「なにかいい方法はないのかな……世界平和も鳴唐さんの応援も両方できる方法……」


　ぼくはギュッと瓦礫を握にぎりしめて必死に考えを巡めぐらす。


「クロトは『ポルノ王（仮）』のとき、オーケストラのシーンで鳴唐さんを平和の象しよう徴ちようにしようとしてた。……となると、今回のオーケストラもきっと同じ狙ねらいだな。それなら逆に──そうだ！」


　ぼくはひとつの閃ひらめきを起こした。しかしそれは、世界平和と鳴唐さんの応援を天てん秤びんにかけたあまりにわがままな作戦。やるなら……ぼくひとりだ。ひとりで責任を取る。


「みんな……さようなら」


　その日からぼくは、みんなの前から姿を消した。












　エロ塾の授業がすべて終わると、ぼくは事務室に向かった。中では塾長たる部長が書類の整理をしており、こちらに気づくと作業を続けながら「今日の授業も盛況でしたね！」と嬉しそうな声を出す。


　彼女が世界の命運を賭けて立ち上げた塾なのだ。ぼくの授業を喜んでもらえるのは嬉しい。だが──。


　ギュッ。


　ぼくは突然、彼女を後ろから抱きしめる。


「ど、どうしたんですの？　あたくしにもエロの授業ですか??」


　困惑気味に笑いを漏らした部長は、「まったく……エロ先生は本当にお盛んですわねぇ」と言ってそっとぼくの腕に手をそえた。


「うふふっ……あたくしにはどんな授業をしてくださるんですの？」


　ぼくは辺りを見回し、床に積んであった書類の上を指差す。


「あそこに手を置いてくれないかな。四十八手のひとつで『碁盤攻め』って言うんだけど……わかりやすく言えば立ちバックかな」


「立ちバック……まぁ、サディスティックですわねぇ」


　彼女は微笑むと、黙って書類の上に手を置いてこちらへお尻を突き出す。着ていた紫ワンピースドレスのスカート部分がひらりと背中側へめくれ、レース付きの大人びた黒パンティーが露になる。よく発達したお尻は肉欲的で、ぼくをその割れ目へと強烈に誘った。


　ぼくはわざとズボンをはいたまま彼女のお尻に股間をつける。そしてごわついたズボンの布でこするようにして自分と彼女を同時に刺激した。


「んはぁっ……！　そんなに強くこすって……うくぅぅ……!!」


　こちらへ前屈した状態でお尻を突き出していたため、彼女の股間はより刺激を受けやすい状態だ。それをわかっていて、ぼくはズボンのファスナー部分で彼女をさらに強く責め出す。


「ふぐぅぅ……！　こんな授業、生徒にもしてるんですか……!?」


「部長にだけだよ」


　彼女はぼくの責めで喘ぎながらパンティーをぐっしょりと濡らしていた。肉欲的なお尻はこするたびに大きくたわみ、淫靡にも段々と股が開いてくる。早くぼくに挿れて欲しくてたまらないかのようだ。


「んうぅっ……！　凄い授業ですわ……これからも先生をがんばってください……んっっ!!」


　ぼくは彼女の喘ぎ声を聞きながら、小さく「ごめん……」と漏らす。


　これが最後の授業になるのだ。ぼくは今日、エロ塾を去る。だから最後に、どうしても部長に授業をしたかった。


　ぼくは彼女にすべての想いを伝えるかのように腰を突き上げると……濡れそぼったパンティーに手をかけた。












「──ポルノが書き置きですか!?」


　部長はエロ塾の事務室に残された大量のポルノを眺ながめて叫さけびを上げる。


「そうみたい。私たちが寝ねてる間に紅の聖書レツド・バイブルを大量生産したのね……」


　勝代は鼻血まみれの原げん稿こうを見つめて「よく貧血で倒たおれなかったわねぇ」とため息をつく。


「「イエス！　エロ＆ピース!!」」


「「イエス！　エロ＆ピース!!」」


　唐とう突とつに、事務室の外へ生徒たちが集まってきてねだるような声を上げる。授業の開始時間はとっくに過ぎているのに〝エロ先生〟たる丈途が現れないせいだ。


「まずいですわね……このポルノで自習してもらいましょうか？」


「この鼻血まみれのポルノで？」


「でも丈途さん、きっとそのつもりでポルノの書き置きをしたんですわよ」


「書き置きするにしても、もうちょっと綺き麗れいにすればいいのに……」


　部長と勝代は互たがいに目を見合わせ、「「消えた理由って……」」と声を重ねる。


「どう考えたって吹音さんですわよね」


「うん、意識の果てまで考え尽つくしても吹音ちゃんよ」


「もう……丈途さん、あたくしたちになんの相談もなく!!」


　──ビシィィィ!!


　部長は怒いかりも露におしおき棒のようなノートを床へ叩たたきつける。


「とにかくこのポルノで今日の授業はのりきりましょう！　丈途さんの件についてはあとで話し合います!!」


　言うが早いか彼女はさっそくポルノのコピーをとり始める。勝代はそれを見て、事務室の外でさわぐ生徒たちを収めにかかった。


「みんな、エロ先生は重度の性病にかかって面会謝絶よ！　妊にん娠しんしたくなかったら近寄っちゃ駄だ目め!!」


　そのまま勝代は生徒たちを押して教室へ向かった。


　そして、丈途のいないエロ塾じゆくの忙いそがしい一日が始まる……………………………………………。


　すべての授業が終わると、部長と勝代は事務室の中に倒れこんだ。


「さすが本部、生徒の熱気が凄かったですわね。支部の自習はもっと楽ですのに……」


「丈途くんのポルノについて『お別れ前夜のエッチって、未練ですか？　美学ですか？』だなんて難しい質問してくるんだもん……やる気が半はん端ぱじゃないわ」


「丈途さんの人気がうかがえますわね」


「ほんとね。……それなのに、みんなを置いてどこかへ消えちゃって……」


　勝代は一いつ瞬しゆん、暗い声を出しかける。しかしすぐに「ほ、ほんと迷めい惑わくなエロ先生よね！」と言って無む理り矢や理りに笑った。


「そのエロ先生が、あたくしたちを差し置いてなにを企たくらんでるんですかね」


　部長はおしおき棒のような巨きよ大だいノートを広げると、ペンを持って考えをまとめようとする。


　そのとき彼女は、ノートのページが一部破れていることに気づいた。


「あら？　このページは確か……来夏さんの居場所が書いてあったところですわ」


「ってことは丈途くん、来夏ちゃんを助けるために出て行ったの？」


「それ〝だけ〟ならあたくしたちに相談したと思います。おおかた、吹音さんのオーケストラが始まる前にお友達を助けたかったのでしょう」


「じゃあ私たちが今から全速力で高こう速そく艇ていでもジェット機でもかっ飛ばして来夏ちゃんのところへ行けば──」


「いえ、あたくしたちはこのエロ塾で待機します」


「なんで!?」


　予想外の返答に目を白黒させる勝代へ、部長が静かな圧力をこめて喋しやべり出す。


「潜さんからの連れん絡らくで、謡江さんたちも来夏さんたちの救出に向かっていることがわかりました。丈途さんの移動速度を計算して、同じタイミングで来夏さんにたどり着くようプロデュースします。お友達の救出はみなさんにお任せしましょう。……それに、〝駒こま〟があたくしを放って動くなんて絶対に許せませんわ。だからあたくしは、天才プロデューサーとして〝駒〟がオーケストラでどんな動きをしても助けられるよう、全身全ぜん霊れいで備えます!!」


「部長……」


　勝代は感動したように漏もらすと、「私も丈途くんがどんなエロを炸さく裂れつさせてもサポートできるよう全力で準備するわ!!」とガッツポーズを作る。


「ではエロ塾総出で次の作戦に備えます！　オペレーション・エロスと人類ドラマ化計画の決戦……エロと洗脳の戦いになりますわ!!」


　そして次の日から、部長のスパルタエロ特訓が始まった。


「──その程度で萎なえるんですか!?　そんなんじゃあたくし、満足しませんわよ!!」


　──ビシィィィ!!


　かぶったヘルメットの先にエロ本を吊つるして爆ばく走そうする生徒たちへ、部長が活を入れる。エロで無限の力を引き出すための特訓だ。軍隊上がりの人間が息を荒あらげて倒れるほどの鬼おに特訓だが、部長は一いつ切さいの容よう赦しやなくおしおき棒のようなノートで脱だつ落らく者をビシバシ叩いている。


　そしてそんな彼女はなぜか……革かわのボンデージを着て蝶ちようの仮面をつけていた！


「なんで女王様コスプレなの!?」


　勝代が混乱したように声を上げる。


「なんでもなにも、あたくしが丈途さんのかわりに〝エロ先生〟を務めているんですから当然ですわ」


「当然じゃないわよ！」


「でも丈途さんだったらきっと、あたくしにこういうコスプレをさせたでしょうし……」


「させないって！　部長、丈途くんがいなくなったせいで壊こわれちゃったの!?」
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　悲鳴を上げるように喋った勝代へ、部長が淡たん々たんと歩み寄る。そして彼女の手を握にぎると「勝代さんも女王様コスプレをして一いつ緒しよに〝エロ先生〟をしましょう」と優やさしく語りかけ、引きずり始めた。


「嫌いやぁぁ～～！　お願いだから元に戻もどって～～～!!」


　泣なき叫さけぶ勝代を部長が黙だまって引きずっていると、ＳＭ鞭むちの先にエロ本の切り抜ぬきをつけて延々と振ふっている生徒たちの脇わきを通る。


　そのとき、部長は息を荒げて膝ひざに手をついている生徒を見つけ、瞳ひとみを鋭するどくした。


「そこ、腰こしを振ってる最中に休まない！　相手がエロ漬づけになるまで振り続けなさい!!」


　──ビシィィィ!!


　おしおき棒のようなノートで生徒のお尻しりを叩いた彼女は、次いで辺りを見回して声を張る。


「みなさんよくお聞きなさい！　お兄さまの洗脳に唯ゆい一いつ打ち勝てる武器、原初の心エロス……極限状態で鍛きたえなければ意味がありません！　エロは最強の攻こう撃げきにして最大の防ぼう御ぎよ！　エロで敵の洗脳を揺ゆさぶり、エロで敵からの洗脳に耐たえるのです！　わかりましたね!?」


「「イエス！　エロ＆ピース!!」」


　生徒たちは息も絶え絶えに、しかし笑え顔がおで応こたえてきた。


「ふふっ……いい感じでＭっ気が出てきましたわね。ＭはＳを内包する……攻こう防ぼう一体の完かん璧ぺきな特訓ですわ」


　部長は満足げに言うと、勝代の方を向いて蝶の仮面からのぞく口元をほころばせる。


「勝代さんも早く立派な女王様になって、一緒に塾じゆく生せいのＭっ気を引き出しましょうね」


「だから嫌だってば～～～!!」


　騒さわぐ勝代を無視して部長は再び引きずり始めた。


　そんな中、部長はふと胸むな元もとへ手をやり、ボンデージの隙すき間まから一枚の原げん稿こう用よう紙しを取り出す。──丈途が書き置きしたポルノだ。


　彼女はじっとそれを見つめると、心の痛みに耐えるかのように目を伏ふせた。


「あたくしの〝駒〟だって言ったのに……どうしてあたくしを置き去りにしたんですの？」








　……ぼくは今、中世的なレンガ建築の多い街の中を歩いていた。辺りを二階建てのバスが走っており、近代的なビルや監かん視しカメラも時折目にする。味わい深い歴史と現代が融ゆう合ごうした希まれな国だった。


「えと、部長のメモではここら辺なんだけど……」


　──ぼくが訪おとずれたのはイギリスの首都、ロンドンだ。来夏がこの街で花屋をしているらしいのだが……。


「来夏がロンドンで花屋って……ギャップが凄すごいな」


　ぼくは言いながらもう少し辺りを巡めぐる。


「──来夏さん、どうして私たちがわからないの!?」


　突とつ然ぜん、日本語で叫ぶ声が聞こえた。〝来夏〟という言葉に反応して近くの角を曲がると……謡江たちが、花屋の前で来夏と話している！


「なんで謡江たちが!?」


　ぼくは慌あわてて角に身を隠かくした。潜くんの力で脱だつ獄ごくに成功したのだろうが……どうしてここにいるのだ。謡江たちはまだ着いたばかりなのか、来夏と押し問答を続けていた。


「記き憶おくまでなくすとは……個別の演技指導は強きよう烈れつだ」


　律が唸うなって考えこんでいる。


「いっそふん縛じばってエロ塾に連れていけばいいと思うぜ」


　廻先せん輩ぱいが右足の感覚を確かめるように道路を蹴けりつつ喋しやべる。


「縛るのは最後の手段ね……できれば私たちの手で洗脳を解きたいけど……」


　謡江が困ったように来夏を見つめていた。


　来夏はみんなの話が理解できないのか、首をかしげて優しい声を出す。


「せっかく観光してるのにずいぶん暗い顔をされるんですね。ホームシックですか？　ちょうど今日、鮮あざやかな桜を入にゆう荷かしたんですが……」


　彼女は桜の枝を手にすると、「日本でも馴な染じみ深い花でしょ。これで癒いやされてもらえると嬉うれしいです」と朗ほがらかに言う。あの来夏が、花を持って朗らかに喋るなんて……。


　──なんだこりゃ!?　……でもこの来夏かわいい！


「……いっそこのままがいいんじゃ……」


　ぼくは思わず考えこんでしまった。「醜みにくいぞ！」だなんて狂きよう喜きしない花屋の来夏……きっと、女の子らしい魅み力りよくに溢あふれているだろう。彼女は「私の花はいりませんか？」と恥はじらいながら足を広げてパンティーに手をやり自分で股こ間かんを揉もみ始めると、段々濡ぬれ出して「んっ……！　早くご購こう入にゆう頂かないと蜜みつが溢れちゃいますぅぅ！」と頰ほおを染めておねだりしてきて、ぼくが「う～ん値段によるんだけど」と悩なやむふりをすると、「うくっ……！　お代はあなたなんですぅ」と涙なみだをためながら喘あえいで──。


「よし、その花買った！　むしろ買わせて!!」


　つい叫んでしまうと、来夏が「……え？　桜は一枝五ポンドですが……」と不思議そうに辺りを見回し始める。


　──聞こえちゃった！


　ぼくは焦あせって口をふさいで壁かべに身を寄せる。


「……危あやうくばれるところだったな……。とにかく、あれは来夏の意思じゃないんだ。早くオペレーション・エロスで洗脳を解きたいけど……」


　彼女のそばにいる謡江たちを見ると、二の足あしを踏ふんでしまう。今ぼくは世界平和と鳴唐さんを天てん秤びんにかけているのだ。……みんなに合わせる顔がない。


　そのときふと、柔やわらかな風が吹ふいた。それはぼくの方から謡江たちのもとへ流れ、店先の花々を揺ゆらす。


　その風に反応したかのように、なぜか潜くんが鼻をひくつかせた。


「今の匂においは……そうか。部長から会うとは聞いていたが……」


　彼はしばらくその場で考えると「これ以上話しても営業の邪じや魔まになる。近くの公園で作戦会議をしよう」と謡江たちへ目をやる。


「……そうね」


　力なく答えた謡江は、みんなと一いつ緒しよに花屋から遠ざかっていった。


　──今がチャンス！


　ぼくは道の角から飛び出すと来夏を目指して一気に駆かける。


「──あら、そんなにお急ぎでどうされたんですか？」


　猛もう然ぜんと近づくぼくに気づいた彼女は、花のほころぶような声をかけてきた。


「──あなたも日本人ですよね。今日はなんだかたくさん──」


　自然に談話を始める来夏……ぼくの知らない来夏……こんなの……来夏じゃない!!


「ぼくは……〝醜さ〟に瞳ひとみ輝かがやかせるきみが好きだ！　大好きだ！　愛してる!!　ゆえにきみで妄もう想そうした〝エロ〟をプレゼントしよう!!　届け──ぼくのエロス愛!!」
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「──来夏、また醜い写真の盗撮？」


　深夜二時。カメラを首から下げて部屋に帰ってきた少女を見つめながら、ぼくは待ちくたびれたようにベッドの上で漏らす。


「また勝手に女子寮に侵入して……いつか捕まるぞ」


　彼女は呆れたように言うと、カメラを机の上に置いてお風呂へ向かおうとする。


「せっかくだから、寝る前にもう一枚撮ろうよ。きみの──醜い写真を」


　その言葉を聞いた途端、来夏がビクッと立ち止まる。そして羞恥に頰を赤らめながら「……いつものやつか？」とぼくの方を向いた。


「うん。カメラを持って早くこっちに来なよ」


　その言葉に促されるようにして、彼女はカメラを持つとこちらへ来てぼくに渡す。そして……ジーパンを脱いでかわいいコアラの絵がプリントされた白パンティーを露にした。そのまま彼女はベッドの上に座ると、自らそのしなやかな足を開いてぼくへ股間を向ける。


「は……始めるぞ」


　恥ずかしそうにこちらから顔をそらし、来夏は股間に腕を伸ばして手を蠢かせる。指の動きに合わせて歪むパンティーを見て、ぼくは同じく歪んでいるであろう彼女の股間を想像した。


「んはぁっ……！　どうだ、私は醜いか……？」


「まだ表情に余裕があるね。全然醜くないよ」


　その言葉を聞いた彼女は、恥ずかしさを嚙み殺すように唇をギュッと結び、パンティーを真ん中に寄せて一本の束にして上下に動かし始めた。


　あと少しで陰部が見えてしまいそうな危機感からか、パンティーはどんどん濡れて汚れ始める。その汚れを見られた屈辱がプライドの高い彼女の羞恥心を刺激し、荒い喘ぎとともに表情を乱してゆく。


　──パシャッ。


　ぼくはまず、最初の一枚を撮った。


「……んうぅ。もう終わりか？」


「これからだよ」


「じゃあ、これなら……んはぁぁっ！」


　来夏は束にしていたパンティーの布をねじって股間へ食いこませ、快楽に叫びつつ表情をより乱した。ねじれた布が溢れてくる愛液を搦め捕り、彼女の内にどれだけ蜜が滴っているのか伝えてくる。


　──パシャッ。


「段々いい表情になってきたね……醜いよ」


　ぼくがそう言うと、彼女は切実に目を細めて「早く……早くしてくれ！」とぼくを求める。


「わかったよ」


　ぼくはそう言うとカメラを脇に置き、ベッドへ上がる。


「自分の醜い瞬間も撮られたいだなんて……でも、そんな来夏が好きだよ。ぼくたちのこんな〝日常〟、ずっと続くといいね」


　ぼくはひとりで愛撫をがんばっていた彼女にご褒美のキスをプレゼントすると……そのまま押し倒した。












　…………………………………………………………………………………………………………。


「脳に蛆うじがわいたような妄想をプレゼントと称しようして喋しやべるとはぁぁぁ──醜いぞ!!」


　抑よく圧あつされた衝しよう動どうを解放するように全力で叫ぶ来夏。彼女は持っていた花を地面に叩たたきつけると、シャッターチャンスを逃のがさぬようカメラを持つ仕草をする。だが……今はカメラを持っていないことに気づき、「あれ？」と辺りを見回した。


「……ここはどこだ？」


　強きよう烈れつな洗脳ゆえの反動だろう。花屋をしていたときの記き憶おくがないようだ。


　ぼくは彼女に見つからないようオペレーション・エロスの直後に店内へ身を潜ひそめていた。できれば色々と教えたいが……。


「来夏さん、今普ふ段だんの口調で喋ってなかった!?」


　作戦会議を終えたのか、謡江たちが戻もどってきた。


　それを見て来夏は「謡江……私たちは演技指導のあとどうなったんだ？」と不思議そうに問いかける。そんな彼女へ、謡江はこれまでの経緯いきさつを話し始めた。


「……そうか、私は負けたのか」


　屈辱に耐たえるように来夏は唇を嚙みしめる……。


「くっ……だが次は絶対に負けん！　オーケストラでの決戦、参加させてもらうぞ!!」


　新たな決意を胸に瞳ひとみを鋭するどくした彼女はもう、普段の、眼力メヂカラのある来夏だった。


　……来夏、元に戻ってよかったね。


　ぼくはほっと胸をなでおろす。


「……しかしどうして私の洗脳は解けたんだ？」


「それはこっちが聞きたいわよ」


　謡江とふたりで悩なやむ彼女の脇で、潜くんがぼくの隠かくれる店内へ意味ありげに視線を向ける。


「そっとしておいてやれ……か。天才プロデューサーの考えはわからん」


　不満げに漏らす彼の横を来夏が通り過ぎ、店内に戻ってきた。さっそく旅たび支じ度たくを始めるのだろう。ぼくは見つからないよう、花の間に自分の体を押しこんだ。


　レジの前まで来た彼女は、ぼくがこっそり置いていた物に気づく。クロトが公開演技指導の宣言をしたとき彼女から頼たのまれていた物だ。


「……なんでフィルムがここにあるんだ？　まさか私を助けたのは……」


　来夏はそこまで言うと、花が保管してあるガラスケースに目をとめる。ぼくの隠れている場所のちょうど反対側にあるケースだった。


「……光の反射というものを考えろ馬ば鹿か。どうせまたろくでもないことを考えてこそこそしてるんだろ」


　……光の反射？


　ぼくが眉まゆを寄せて考えこんでいる中、彼女はひとり言を続ける。


「このフィルムでまたお前の醜い瞬間を撮とってやる。クロトとの決戦では期待しているぞ」


　彼女はそこで、改めるように咳せき払ばらいをひとつした。ガラスケースに映った顔がなぜか赤らんでいるように見える。


「あとはその……あれだ。……ありがとう」


　恥はずかしそうに言った来夏は、そっとフィルムを持ち上げ……大切に胸の前で抱だきしめた。





　謡江たちは演技指導された仲間の居場所を全部つかんでいるようだった。ぼくは彼女たちの後を追って海を渡わたり、アメリカの西部まで来る。


　暖かく乾かん燥そうした風が吹ふき抜ぬけていて、乱立したビルの向こうに大きな山脈が見えた。


「創さんは……大学の研究室にいるのね」


　謡江は書類を眺ながめつつ確かく認にんするように言う。


「ハイテクも自然もあって、勉強するには最高の環かん境きようね」


　蘭が山々を見つめて大きく伸のびをする。


「……その環境、閃学園も同じニャ。この戦いが終わったらミサが素す敵てきな伏ふく魔ま殿でん風に直すから、またみんなで一いつ緒しよに勉強するニャ」


　崩ほう壊かいした学園を思い出したのか、ミサはうつむいて漏もらす。


「みなさんはあと少しで進級だったんですよね。わたしはもう卒業だから……」


　あたる先せん輩ぱいは寂さみしげにつぶやいていたが、すぐに笑え顔がおを作ってボードを掲かかげると「わたしが百発百中のお天気お姉さんになる確率、百パーセントでしょう」と冗じよう談だんめかして言ってみんなを和なごませていた。


「……でも、卒業する前に学園は直したいですね。帰る場所がないみたいで、嫌いやです」


　先輩は静かにボードをおろし、真しん摯しな眼まな指ざしで遠くを眺める。まるで視線の先に閃学園を見ているかのように……。


　──みんなぼくと同じ気持なんだ！　あの無む茶ちや苦く茶ちやだった学園に、また戻りたい……。


　こみ上げてくる想おもいで胸がつまり、声が漏れそうになる。


　みんなの前に出て「一緒に学園を建て直そう！」と叫さけびそうになる。


　──駄だ目めだ。ぼくは今、わがままを通してるんだから……。


　必死で自分に言い聞かせると、謡江たちの後を追って大学を目指す。


　たどり着いたキャンパスは広々としていて、真新しい校舎と手入れの行き届いた緑があった。


　謡江たちがドーム型施し設せつの一階に向かったので、ぼくは建物の外から窓越ごしに中をうかがう。


『──プロフェッサー、ボクの論文はどうでしたか？』


　野や暮ぼったい大きな眼鏡めがねをかけた創が、教授と思おぼしき人物に英語で話しかけていた。


『素晴しかったよ。なによりきみの論文は生物学への愛に溢あふれている』


『もちろんですよ！　ボクの研究で世界を平和にするのが夢なんです!!』


　創が嬉うれしそうな声を出すと、大きな眼鏡がずれてしまった。彼女は慌あわてて眼鏡の位置を整えると顕けん微び鏡きようの前に行って研究を続ける。


　話の内容はわからないが、創はいい研究者みたいだ。「解かい剖ぼうさせて！」だなんて抱だきついてこない清純派眼鏡っ子の創……逆に抱きしめたくなるな。研究漬づけで男女関係に疎うといだろうから、こちらのズボンを触さわらせようとすると「圧力はなんパスカルですか？」だなんて首をかしげて大きな眼鏡をずらして、ぼくが「だいたいさ」と言うとまだ柔やわらかな股こ間かんにかわいらしい指を食いこませて不器用にしごき始め、強弱がちぐはぐの予測不可能な刺し激げきでぼくの意識を否いや応おうなく愛あい撫ぶに集中させて感じさせ「うっ……出ちゃう！」って漏らすと「ビーカーに入れますか!?」だなんて焦あせって──。


「眼鏡にかけるから良いいんだよ！　早くファスナー開けて!!」


　思わず声に出してしまったそのとき、ぼくは窓に映った自分の下品な笑みを目にする。


　……馬鹿だな、ぼく。


　一気に冷めてしまい、感情のやり場に困って全力で悶もだえる。


　とにかく、謡江たちの様子を見ることにした。


『──きみたち、ここは部外者立入り禁止だよ！　常識ってものがないのかい!?』


　どうやら創は急に研究室へ入ってきた謡江たちを怒おこっているようだった。そんな創を見て律はなぜか苦く笑しようしており、蘭は「創ちゃんが〝常識〟って……」と頰ほおをかいている。ふたりとも言葉が理解できるのだろう。


『創ちゃん、あたしたちのことがわからない？』


『わかるわけないだろ！　この研究室は子供が来る所じゃないんだ。早く出ていきたまえ！』


　大きな白衣の袖そでを振ふり回して叫ぶ創を見て、律が「子供ねぇ……」と漏らす。


　その後も律たちは説得を続けるも、効果はまるでないようだった。ふたりはやがてあきらめたようにため息をつく。


「まいったね……完全に〝役〟になりきってる」


「あたしたちもこんな感じだったのかしらねぇ」


　ふたりが悩なやんでいると、研究者たちが唐とう突とつに騒さわぎ出した。


『教授！　学生が間ま違ちがえてあの病原菌きんを表に出してしまいました!!』


『なに!?　あれはワクチンもない未知の病原菌……下へ手たをすれば世界が滅ほろびるぞ!!』


　研究者の話を聞いた律と蘭は反射的に顔を見合わせる。


「今の話が本当だったらまずい！　とにかく研究室を出よう!!」


「あたしはこの件、大学のパソコンで調べてみるわ！」


　蘭は言うが早いかみんなと一緒に走り出す。彼女は近くにあった図書館に入ると共用のパソコンを見つけて弾だん丸がんタッチを始めた。


「──わかったわ！　病原菌の話はただの演技よ！」


「世界の滅めつ亡ぼうが演技って……本当になにもかもをシナリオで管理してるんだな。人類ドラマ化計画とはよく言ったものだよ」


　顔をしかめて喋しやべる律へ、蘭が考えるようにして話しかける。


「たとえ演技でも、さっきのシナリオの流れだと……創ちゃんが危なくない？」


「……あっ。そういえばクロト先輩が『研究のために自らをサンプルにする創さんか……尊敬に値あたいする人生ドラマだ』とか言ってたような……」


　…………………………………………………………………………………………………………。


「「やばい!!」」


　すぐ走り出そうとしたふたりを、潜くんが「待て、やばいなら逆に行くな」と止める。


[image: ]


「どうしてさ!?　創が解剖されるじゃないか!?」


「そうよ、あのかわいらしいペタ胸と幼女体型なお腹なかをさらされて……解剖されちゃうわ!!」


「──ここは潜の言う通りちょっと待て」


　来夏も、どういうわけかふたりを止める。


「……来夏さんたち、なにか隠かくしてるの？」


　いぶかしげな視線を向ける謡江に、来夏が胸を張って口を開く。


「私の洗脳が勝手に解けたみたいに、創の洗脳も勝手に解ける！」


「そんなわけないでしょ!!」


　ふたりはそのまま揉もめ始めてしまった……。


　──今のうちだ！


　ぼくは急いで研究室へ向かう。


　中に入ると、五名ほどの研究員に囲まれて創がベッドへ横たわっていた。


『ボク、感かん染せんしちゃったみたいです……ボクの体を解剖して調べて、この病原菌のすべてを解明してください！』


『創くん、きみの研究者魂だましいに感動した！　きみの尊い犠ぎ牲せいによって世界は救われるだろう!!』


『ではさっそくボクの解剖を……』


　彼女はそう言うと、恥はずかしさをこらえるようにして首のリボンをほどき、一気に服を脱ぬぐ。すると子供用なのか淡あわい膨ふくらみに合わせた小さなブラジャーが露あらわになった。なぜか黒のレース付きで、無理して大人ぶっているところがかわいらしい。パンティーももちろん黒で、まだ未発達な腰こし回まわりのせいか腿ももの付け根に隙すき間まができていて中が見えそうだ。創の、子供らしい綺き麗れいな陰いん部ぶがあの隙間から……。


　──ごくり。


「って、生なま唾つば呑のんでる場合じゃない!!」


　ぼくは自分の頰を叩たたいて気合を入れると、創の前まで一気に駆かけてエロスを爆ばく発はつさせる。


「ぼくは……マッドサイエンティストなきみが好きだ！　大好きだ！　愛してる!!　ゆえにきみで妄もう想そうした〝エロ〟をプレゼントしよう!!　届け──ぼくのエロス愛!!」












　……天井に巡らされた配管から低く唸るような音が流れている。台に拘束されつつ、部屋に漂う薬品の刺激臭を嗅いでいた。創から変な薬を飲まされて、気がついたらここにいたのだが──。


「ってここ、創の研究室じゃん!!」


　ぼくが叫ぶと、大きな白衣を着て裾を引きずった少女──創が、「だってポルノ作家くん、凄っっごく魅力的な研究対象なんだも～ん！」と抱きついてきた。彼女は次いで子犬のようにぼくの頰をペロペロ舐めると「解剖……さ・せ・て[image: ]」と笑顔を見せる。


「嫌だから！」


「えぇ～」


　不満そうに頰を膨らませた創は、パンツ越しにぼくの股間を握って手を蠢かせる。研究者が機材の点検をするかのようにテキパキと蠢く創の小さな手……。計算され尽くしたかのように効率よく快楽が巡り、彼女の手が上下するたびに股間がどんどん硬くなってゆく。


「ねぇ……これでも駄目？」


「うっ……だ、駄目！」


　そう言うと、今度は股間を左右上下に動かして複雑に愛撫してくる。……なぜだろう。薬品の刺激臭をずっと嗅いでいるせいか頭がぼうっとしてきた。それに、創の愛撫を敏感に感じ取ってしまい、股間がビクッビクッと反応して今にもイきそうだ。


「ふっふっふ～。そろそろ媚薬が効いてきたみたいだね」


　彼女は嬉しそうに言うと、股間をしごきながらその先っぽをペロペロと舐め始めた。ただでさえイきそうだったのに舌先の蠢きも加わり、ぼくは耐えるのに必死だ。


「んぐっ……媚薬なんてずるい……!!」


「ボクに解剖させてくれたら、もぉぉっと気持よくなれるよ～！」


　楽しそうにぼくをもてあそぶ彼女の姿は、まさにマッドサイエンティストだった。……ずいぶん小さくてかわいらしいが……。


　創はぼくがイきかけるたびに愛撫を止め、少し休んでまた手と舌を蠢かせ、何度も何度もぼくを絶頂の直前でもてあそぶ。


　……早くイきたい。もっと、気持よくなりたい……。


　そこまで考えて、ぼくは頭を振る。


「……やっぱり解剖は駄目だよ。だって、そんなことしたら創とのこんな〝日常〟をもう送れない……。ぼく、創のこと好きなんだよ」


「ポルノ作家くん……」


　ぼくの言葉に瞳を潤ませた創は、嬉しそうに「ごほうび！」と素早い愛撫を始め、ぼくを絶頂へと誘い始めた。












　…………………………………………………………………………………………………………。


「ボク、解剖の方がいい～～!!　か・い・ぼ・う～～～!!」


　子供がだだをこねるように手足をじたばたさせて叫ぶ創。彼女はかけていた眼鏡めがねを一気に取り払はらうと、ベッドの脇わきに置いてあったメスを両手に持って下着姿のまま構える。


「ご丁てい寧ねいにメスかぁ……ふふふっ。みんな、ボクに解剖させてくれるんだね？」


　彼女は邪じや悪あくな笑みを浮うかべてベッドをおりると研究員たちへにじり寄る。その姿はまさにマッドサイエンティストであった。


　ぼくは創に解剖されないよう……じゃなくて見つからないよう、オペレーション・エロスの直後に研究室の奥へと隠れていた。このままだと研究員たちが危ないが……どうしよう。


「創さん、下着姿でなにしてるの!?」


　唐とう突とつに謡江が部屋へ駆け入り、驚おどろきの声を上げる。


「あ、謡江ちゃん。……そういえばボク、なんでこんな所にいるの？」


　創は今さら思い出したように首をかしげ「確か演技指導のあと……」と悩なやみ始める。


　謡江はそんな彼女に服を着せつつこれまでの経緯いきさつを説明した。


「……え？　ボク、本当に解剖されるところだったの!?　ゆ～る～せ～な～い～!!」


　彼女は瞳に黒い炎ほのおを灯ともすとメスを握り直し「クロト先せん輩ぱいを解剖し返してやる～!!」と歯ぎしりを始めた。


　……恐おそろしい子を目覚めさせちゃったな……。


　世界のためには真ま面じ目めな研究者の創だった方がよかったかもしれないと、ちょっとだけ考え直してしまった。


「な、私が言った通りだったろ？」


　来夏が口の端はしを上げて謡江を見つめる。


「確かにそうだけど……やっぱりおかしいわよ。来夏さん、なに隠かくしてるの？」


　戸と惑まどいつつ聞く彼女に、来夏は研究室の中を見回して答えない。


　次いで来夏はなにか見つけたのか、そばにあった机の前へ行く。


「ほら創。誰だれかが置き土産みやげをしたみたいだぞ」


　そう言って彼女が指したのは小さな工具箱であった。目覚めた創が才能をすぐに発揮できるようにぼくが置いておいたのだ。


「わぁ、これでやっと発明ができる～!!」


　無む邪じや気きに喜ぶ創の脇で、謡江が目を見張って工具箱を眺ながめる。


「新品の工具箱……しかも創さんが使いやすい小さめの……」


　そこまで喋しやべったとき、彼女はなにかに気づいたように室内を見回す。


　来夏はそれを見て「今はやめておけ」と鋭するどく制した。


「それじゃあこれってやっぱり……どうしてなの？　やっと、やっと会えるのに……」


　そうつぶやく謡江の声は震ふるえていた。


　混乱……疑問……そして想おもいに焦こがれるような、身を切る響ひびきをこめて……。





　謡江たちはそれからも世界中を巡めぐって仲間を助けていた。アジア、オセアニア、アフリカ……各地で仲間を見つけるたびに、ぼくは彼女たちの目を盗ぬすんでオペレーション・エロスをする。


　そして、謡江の一団は段々とにぎやかになってきた。


　ちょうど東南アジアの水田地帯に来たときのことである。辺りをうろついている水牛を見て、天才カウボーイがいきなり飛び乗ってロデオを始めた。後ろに向かって伸のびた長い角を片手で持ち、暴れる牛の上で粋いきにカウボーイハットを振り回す……。旅の中でどこか気が抜ぬけなかったみんなは、それを見て急に笑い出す。


「元気なお牛さんだね～！　解かい剖ぼうして焼き肉にしたらおいしそう～!!」


　創がはしゃいで牛の周りを駆かける。


「よし、その牛を操縦して俺にぶつけてみろ！　足も治ったし、肩かた慣ならしに倒たおしてやるぜ!!」


　廻先輩が拳こぶしをバキバキと鳴らしながら言う。


「早く落ちろ！　無様でないと写真が撮とれんだろ!!」


　来夏がカメラを手にして待ち遠しげに叫さけぶ。


　……みんな楽しそうだなぁ……。


　ずっとひとりでいたぼくは、ふと人ひと恋こいしくなってしまう。


　そんな中、謡江が意を決するようにして潜くんに話しかけていた。彼女は潜くんからなにか耳打ちされると、みんながロデオに夢中になっている隙すきを狙ねらうようにして……こちらへ歩いてくる！


　──見つかる!!


　ぼくは焦あせるも、まばらに生えた椰や子しの木の裏に隠れていたので今さら動けば逆にばれる。仕方なくその場で小さくなり、謡江に見つからないことを祈いのった。


　──ザッッ。


　彼女はぼくの隠れている木の前まで来るとこちらへ背を向けて座る。そしてそよ風で水面を揺ゆらす水田地帯をじっと眺め始めた。


「……今からひとり言を話すわね。その……ありがとう。丈途くんがいなかったらみんなを助けられなかったわ」


「っっっ……!!」


　──ばれてたの!?


　ぼくは思わず声を上げそうになり、必死に口を押さえる。……って、もうばれてるんだから意味ないか……。


「なにも言わなくていいのよ。今は誰とも会いたくないんでしょ？」


　彼女はどこか寂さみしげに言うと、「またひとりで背負いこもうとして」と淡あわく笑いを漏もらす。


　……謡江の言う通りだ。ぼくは自分ひとりでどうにかしようとしていて、そのせいでみんなに合わせる顔がない……。


「吹音さんのオーケストラ、私も聞きに行くわ」


　彼女は、まるで休日の待合せでもするかのようにさらっと言う。その台詞せりふが意味するところは決戦への参加なのに……。


「丈途くんはオーケストラでなにかするつもりなんでしょ？　当ててみせましょうか。私ね、牢ろうにいたとき律くんとオペレーション・エロスの予想大会をやったのよ」


　そのときのことを思い出したのか、謡江は「あんなにむきになって話す律くん、初めて見たわね」と吹ふき出す。


「もし私の予想が当たったら教えて。そして……協力させて」


　──でも、ぼくはみんなに迷めい惑わくをかけたくないから……!!


「約束よ」


　彼女は有う無むを言わさぬ口調で言うと、唸うなりながら考えを巡らせる。


「えと……またヘリコプターからポルノを喋る？」


　……違ちがう。クロトに同じ作戦は二度通じない。


「じゃあ……映画セットの周りからポルノ小説やエッチな本を投げこむ？」


　……それも違う。その気になれば無視できるものでは意味が無い。


「う～ん。だとしたら、まさかわざとクロト先せん輩ぱいの罠わなにはまって逆に──」


　──ガサッ!!


　図星を突つかれて、つい物音を立ててしまった。


　ぼくの反応で答がわかったのか、謡江は「そう……そういうこと」とため息をつく。


「みんなと顔を合わせづらいわけね。……なんだかずるいわ。丈途くんに協力する人はみんな吹音さんの応おう援えん団だんってことじゃない」


　謡江はもう一度「ずるいわ……」と漏らすと、完全に黙だまりこんでしまった。


　…………………………………………………………………………………………………………。


　──空気が重い!!


　ぼくは彼女に言うべき台詞を見つけられず、とりあえず姿を現そうかと悩なやんでしまう。


「……いいのよ。私、丈途くんの力になるって決めたから」


　彼女はそう言うと未練を振ふり払はらうかのように勢いよく髪かみを揺らし、みんなの方へ顔を向ける。


「そろそろロデオが終わりそうね。もしかしたらこれが最後になるかもしれないし……一曲歌わせて」


　少しだけ硬かたい声を出した謡江は、立ち上がって深呼吸を始める。


　……これが最後。そうだ、ぼくがクロトとの戦いに負ければそうなるのだ……。


　ぼくは自分が背負っているものを感じて鼓こ動どうが強まる。最後かもしれない謡江の歌。絶対に、聞き漏らすわけにはいかない。


「前に丈途くんに歌ったことあるよね？　私たちの思い出の歌よ」


　ぼくたちの思い出の歌……そうか。ぼくと謡江が仲良くなったのは才能テストのときで、保健室で歌ってもらった子こ守もり唄うたは本当に心安らぐもので──。


　耳に残っていた彼女の美声を思い出していると、突とつ然ぜん、軽快なアップテンポが流れてきた……ってアップテンポ!?





　あゝ私の勇者よ　ちょっとエッチな才で魔まを砕くだく


　あゝ私のナイトよ　ちょっとエッチだけど素す敵てきよ


　ちょっとエッチだけど　がんばり屋さんなの


　立派な立派なちょっとエッチなポルノ作家さんになってね





　あまりの超ちよう絶ぜつ高周波に、水田が決けつ壊かいを起こす。辺りに水が溢あふれ出し、近くの林にとまっていた鳥たちは奇き声せいを上げてボトボトと落ち始めた。しかし謡江の放つ高周波は収まることなくどんどん強まってゆく……。


　──思い出の歌ってそっち!?　リアルＲＰＧのやつじゃん!!


　彼女はアップテンポだと超越的音おん痴ちになってしまう。歌を聞き漏らすまいとして耳をすましていたぼくは一いつ瞬しゆんで昏こん倒とうしかけていた。飛びそうになる意識をなんとか引きとめ、自分の耳を必死にふさぐ。


　──早くやめてぇぇぇ!!


　歌の高まりに合わせて被ひ害がいは拡大し、ロデオ中だった水牛が泡あわを吹いて倒たおれてしまった。


「──あら、もうロデオが終わったのね。それじゃ丈途くん、オーケストラで会いましょう」


　彼女はそう言うと、倒れた水牛を見て「暴れ疲つかれたのかしら」と首をかしげつつ立ち去る。


　律りち儀ぎにも、謡江は一度もこちらを振り返らなかった。遠ざかってゆく背中はどこか決然としていて意志の強さを感じる。


　……謡江……。


　じっと彼女の背中を見つめていると、不意にぼくが待っていたあの美声が流れてくる。





　ねんねんころりよ　おころりよ。


　坊ぼうやはよい子だ　ねんねしな。


　坊やのお守りは　どこへ行った。


　あの山こえて　里へ行った。





　水牛が寝ねていると勘かん違ちがいしたのだろう。謡江はなんの気なしに子守唄を歌っていた。遠い昔、お母さんから聞かされた記き憶おくのある懐なつかしい歌。ぼくと謡江の、思い出の歌……。


　アップテンポのダメージで地面に倒れていたぼくは、彼女のバラードを聞いて心ここ地ちよく目を閉じる。


　異国の水田地帯に響ひびく思い出の歌は、ぼくの心を優やさしく癒いやしてくれた。








　……はぁ、はぁ、はぁ……。


　吹音はクラリネットを手に息を荒あらげて膝ひざを崩くずしてしまう。彼女が着ていた純白のワンピースドレスは今、大量の汗あせでぐっしょりと濡ぬれていた。


　……はぁ、はぁ、はぁ……。


　彼女は近くの机にあったコップを取ると一気に飲み干し、次いで角砂糖の山をつかんで無心にほおばり始める。


　──ついにオーケストラ前夜。吹音はいまだクラリネットの練習を続けていた。プロ奏者は一回のコンサートを終えただけで体重が数キロ落ちる。つまり今の彼女はそれだけの集中力と情熱をこめて練習しているのだ。そうしなければならない理由があった。


「こ、これで吹音の作戦、なんとかなるかな……」


　彼女は不安げに漏もらしてよろよろと立ち上がり、自室の扉とびらを開いて宮きゆう殿でんの廊ろう下かに出る。


　数歩も行かぬうちに兵士の恰かつ好こうをした男に出会ったので、すぐに声をかけた。


「吹音の演奏聞いて！　お願い!!」


「え、えぇ……」


　切せつ羽ぱ詰つまったように叫さけぶ彼女に驚おどろいたのか、兵士は戸と惑まどいながらも立ち止まる。


　そして吹音の演奏が始まった。


　荒あれていた呼吸も、疲れで震ふるえていた指も、その瞬しゆん間かんに元へ戻もどり温かな音を紡つむぎ出す。


　兵士にとって曲名も知らぬ演奏だが、切実に胸へ訴うつたえる力を持ったクラリネット……。


「素晴しい演奏ですね。明日のオーケストラも楽しみにしております」


　彼は淡たん々たんと一礼すると、クロトのシナリオ通り通常業務に戻ってしまった……。


　──駄だ目めだ！　こんなんじゃ作戦に失敗しちゃう!!　吹音の考えが甘かったのかな……。


　今度こそ疲ひ労ろうに耐たえきれず、彼女はその場に倒れてしまった。


　吹音は、天才クラリネット奏者として自分の〝演奏〟でみんなの洗脳を解こうとしていたのだ。ポルノ作家の丈途がオペレーション・エロスで人類ドラマ化計画に対たい抗こうしているがごとく、自分の〝才能〟で戦う……。


「いいアイデアだと思ったんだけどな……吹音じゃ駄目なのかな。丈途くん、やっぱり凄すごい」


　倒れたまま彼女が視線を上げると、開けっ放しにしていた自室の扉が見えた。その奥にある赤ふんのクマさんのぬいぐるみが見えた。


「……まだ、まだあきらめちゃ駄目！　クマさんだってそうやってあの体験授業をやりきったじゃない!!」


　力の入らぬ腕うでを強ごう引いんに突つき出して床ゆかを押し、吹音はなんとか立ち上がる。


「──吹音さん、どうしたんだい!?」


　唐とう突とつに、後ろからクロトの声が聞こえた。慌あわてて駆かけ寄る音が響くも吹音は振ふり返ることもできず壁かべにもたれかかったままだ。


「こんなに汗をかいて……まさか熱でも出したのかい!?」


　彼は焦あせって吹音の額を触さわったが、そこは熱などもっておらず逆に汗で冷えきっている。


「……まさか練習のし過ぎで……」


　そう漏らしたクロトは内心かなり混乱していた。いくらトラウマのあるオーケストラでも、吹音が前夜にこんな無む茶ちやをするとは思っていなかったのだ。


　彼は王子の衣装についたマントをひるがえし、その場にしゃがみこんで手持のノートパソコンを開く。天才シナリオライターとしての癖くせで、状じよう況きよう把は握あくのためにまず吹音のキャラクター設定を確かく認にんしようとしたのだ。


　しかし表形式の設定ファイルを開いたそのとき、今さら思い出したように彼の手が止まる。


　目の前に表示されたファイルは──白紙。つまりなんの情報も書きこまれていなかったのだ。


「ぼくが貴女あなたを〝キャラクター〟として扱あつかうなど……!!」


　クロトは声を震わせてパソコンを閉じる。そして吹音の肩かたを支えると「まずは救護室へ行こう」と彼女を動かそうとした。


　だが吹音は力なく首を横に振るだけで、がんとしてその場を動こうとしない。


「一体どうしたっていうんだい？　ぼくはなにをしたらいいかな？」


「んぅぅ……」


　吹音は呻うめきながらゆっくり振り返ると、クロトを真っ直すぐ見つめて考えこむ。今の質問について考えているというより、もっと別の……クロト自身のことについて考えているようだった。


「……ねぇ、クロトさんはどうして今みたいな世界にしたの？」


　意外な質問に、彼は一いつ瞬しゆん言葉につまる。


　苦く笑しようしてごまかしかけたが、吹音の真っ直ぐな瞳ひとみがそれを許さなかった。


「……まいったね。吹音さんにするにはあまりに殺さつ伐ばつとした話になるんだけど……」


　クロトは観念したようにその場へ座ると「ちょっと長くなるよ。吹音さんも座った方がいい」と気き遣づかうように語りかける。


　彼女はクロトの言う通りおとなしく座り、ふたりで並んで廊下の壁に背をもたれた。


「はじめに世界平和を志したのは妹の繰美だ。でも優やさしい子でね……繰美の計画は理想に走りすぎていて駄目だと思った。世の中は綺き麗れい事だけじゃ変わらない。絶対に汚よごれ役が必要なんだ。だから……それはぼくが引き受けようと思ったのさ」


「本当に理想に走っちゃ駄目なの？」


「理想なき改革は成し得ないと思うが、力なき改革もまた成し得ないと思う」


「でも……それで誰だれかが嫌いやな想おもいをするなら、吹音は嫌だな」


　彼女の言葉を聞いて、クロトは心からの微笑ほほえみを浮うかべる。


「ぼくは吹音さんのそういうところが好きなのさ。貴女の演奏を初めて聞いたときから、その温かさが心から離はなれない。ぼくはいくら汚れてもいい。だけど貴女にも繰美にも……汚れて欲しくない」


　クロトの台詞せりふを聞いて、吹音はやっと彼の本ほん性しように気づく。


　──クロトさん、本当はいい人なんだ！


「そこまで人を思いやれるのに、どうして洗脳するの!?」


「洗脳か……確かにぼくのやり方は極きよく端たんだが、実際問題この世は洗脳だらけだと思うよ。生まれた国や家庭、なにを学んでなにを見てきたか……それだけでもずいぶん〝キャラクター〟が決まってくる。どうせなにかを演じるキャラクターでしかないなら、きっちり管理された永遠のユートピアに住めばいい。そう思って人類ドラマ化計画を進めているのさ」


〝自我〟という概がい念ねんを完全に無視した理り屈くつ。天才シナリオライターであるがゆえの片寄った世界観……。それを徹てつ底ていして突きつめたものが人類ドラマ化計画であった。


　吹音は彼の話を聞いて閃学園の校則を思い出す。





　閃ひらめきを信じろ


　感性を信じろ


　我が道をゆけ





　──クロトさん校則通りの考えだ！　閃学園が嫌きらいなはずなのに……。


　校則を体現するかのような丈途と、校則の逆を行くかのようなクロト……やっていることは互たがいに違ちがうが、ふたりとも校則通りの考えだった。そしてクロトは、そんな自分の在り方に気づいていない。


　──そうか、吹音は間違ってた！　クロトさんは敵じゃない……クロトさんも含ふくめて〝みんな〟を助ける演奏をしなきゃいけないんだ!!　でもどうやって……きっと丈途くんとクロトさんの違いに鍵かぎがあると思うんだけど……。


　吹音はその場で考えこんでしまう。


「そろそろ動けるようになったかい？」


　そう言って立ち上がったクロトは、吹音の手を取って様子をうかがいつつ立たせる。


「明日は大事なオーケストラだ。もう無理しないでくれよ」


　彼はいつくしむように言うと吹音に背を向けて足を踏ふみ出した。


　去って行くクロトの背中を見つめながらも吹音は考え続ける。


　──オーケストラは明日。もう、これ以上技術的な練習を続けても間に合わない。可能性があるとすれば新しい〝感情の引き出し〟を手に入れて演奏に活いかすこと……それなら──。


　よろける体をおして彼女はクロトと逆方向へ進み始める。


　感情で演奏する……音楽では時折使われる表現だが、これは精神論のようでいて実は高度な技術論だ。譜ふ面めん通りに演奏するだけでいいならコンピューター技術を使った方がいい。似た演奏をするにしても「わずかな息づかいの差」「細かい指使いの差」「万分の一いつ拍ぱくの差」……この小さな〝差〟の積み重ねがひとつの演奏に集約されたとき、やはり違う音を奏かなでる。そしてそれを無意識で実行するのが〝感情〟だ。


「丈途くんとクロトさんの違い……そして吹音に必要な新しい〝感情の引き出し〟……あそこに行けば、きっと見つかる」


　ふらつきながらも足を進める吹音……。今彼女を突つき動かしているのは、確信めいたある閃きだった。


　宮きゆう殿でんの外に出た彼女は一直線に足を動かし、ひとつの倉庫の前に立つ。


「クマさん、吹音がんばるから!!」


〝才能〟で世界のみんなを助けるため、吹音が最後の希望を託たくした場所。それは──。





『エロ倉庫』





　でかでかと、倉庫の看板にはそう書かれていた。


　──ここは映画『ポルノ王（仮）』の道具が置かれている場所なのだ。クロトと丈途の決定的な違い……それはエロ。ゆえに吹音はここでエロがなんたるかを知ろうとしていた。


「吹音、本番までに必ずエッチな気分になる!!」




　４　平和を賭けた世紀のオーケストラ







　──オーケストラ開場十五分前。ぼくは映画セットの門前に来ていた。


　これから世界の命運を賭かけた戦いが始まるとは思えないほど辺りはしんとしている。この見上げるほど高い門の向こうにクロトの仕し掛かけた数々の罠わながあるとは考えがたいほどの静けさだ。


「──十五分前にデートへ来るだなんて感心ですわね、丈途さん」


　おしおき棒のようなノートを地面に刺さして立つ少女──部長が、ぼくの右側で満足げに言う。


「──デートの約束は私がしたのよ！　これから一いつ緒しよにオーケストラへ行くんだから!!」


　制服にハートのペンダントを合わせた少女……謡江が、ぼくの左側から部長へ向かって声を荒あらげる。


　そして…………………………………………………………………………………………………。


「なんでみんないるの!?」


　ぼくは叫さけびつつ後ろを振ふり返った。そこには……総数一千万人はくだらないかというほどのエロ塾じゆく生せいたちがいる。


「「イエス！　エロ＆ピース!!」」


　かけ声だけで、大気が震ふるえた。圧あつ倒とう的な人数と並外れた情熱……そのふたつがここにあると、声だけで伝わる。


　部長はみんなを背に立ってこちらを見ると「丈途さん、言葉は不要ですわ。あたくしたちエロ塾はすでに丈途さんの作戦をつかんでおりますから」と自じ慢まんげに大きな胸をそらした。


「私が丈途くんの作戦を教えたんでしょ!!」


　謡江は部長へ盛大に突っこむと、まくし立てるように喋しやべり始める。


「私、丈途くんのポルノを先読みするためにがんばったんだからね！　『外交エッチ』だなんていうエッチで外交するポルノを考えたり、『あいさつエッチ』だなんていうエッチであいさつするポルノを考えたり……ほんと真しん剣けんに色々と悩なやんで──」


「謡江さん、丈途さんのポルノに毒されてほんと残念になりましたわねぇ……」


　憐あわれむように部長が漏もらす。すると謡江は「また〝残念〟って言われた……!!」と身み悶もだえし始めた。


「──とにかく、私たちは丈途くんと一緒にフルスイングで世界にエロをばらまくため、覚かく悟ごを決めてここに来たのよ！」


　勝代がぼくの前に飛び出して元気にガッツポーズを決める。


　そんな彼女に応こたえるようにして、閃学園の仲間がこちらへ集まってきた。


「みんなお前に助けられたんだ。お前がこの決戦を望むなら私たちもつき合うさ」


　来夏が微笑ほほえみながらカメラを掲かかげてくる。


「お前からもらったこのフィルムで、ポルノ作家が世紀の戦いにエロで勝つという醜みにくくも頼たのもしい瞬しゆん間かんを撮とってやる」


「──ボクの工具箱だってポルノ作家くんがくれたんだよね！　今日のためにあの工具でたぁぁんまり素す敵てきな発明してきたよ～!!」


　創が子犬のようにぼくへ抱だきつき「この戦いが終わったらきみの工具で解かい剖ぼうさせて！」とはしゃぐ。


「──僕は丈途のために新たな〝力〟を手にしてきたよ」


　淡あわい栗くり色いろの髪かみをフワッとかき上げ、律が自信ありげに喋る。


「力ってなに？」


「本番を楽しみにしてくれ。きみはそれを見たとき僕の愛と雄ゆう姿しに、きっとその……」


　律が頰ほおを染めてもじもじしていると、蘭が横から「多分、引くわよ」とため息を漏らす。


　……引くって一体……？


「まぁあたしだってあんたに助けられたし、力になるわ。でも……あんたのポルノ告白に返事したわけじゃないんだから勘かん違ちがいしないでよ!!」


「わ、わかったからそんな大声で言わなくても……。なんにせよ、みんなありがとう!!」


　ぼくがお礼を言うと、みんなは笑えみを浮うかべて頷うなずいてくれた。


　そんな中、ボードを手にしたあたる先せん輩ぱいと水すい晶しよう玉だまを持ったミサが前に出てくる。


「わたしの予報だと、決戦前に言葉責めでみんなを鼓こ舞ぶすべきは──」


「ミサの占うらないだと、言葉責めをすべきは──」


「「エロ先生!!」」


　──ビシィッ!!


　ふたりが同時にぼくを指差す。


「またわたしの予報をパクって!!」


「だから、パクったのはそっちニャ!!」


　ふたりはそのまま言い争いを始めてしまった……。


「ぼくがみんなを鼓舞するって……」


「──当然ですわ。なにせ丈途さんはエロ塾が誇ほこる〝エロ先生〟ですもの」


　部長はそう言い、ぼくの周りに集まっていた閃学園のメンバーを見回して微笑む。


「さぁ、決戦前に早くみんなへ言葉責めをしてください」


　言いよどむぼくへ、学園の仲間たちが熱い眼まな指ざしを向ける。ぼくの言葉を、黙だまって待っている。


「えと、気のきいた台詞せりふが思い浮かばないけど……ひとつだけ言いたいことがあるんだ」


　ぼくは目を閉じると、この戦いが始まってからずっと口にしていたことを今一度思い返す。


「これは世界平和を賭かけた戦いだけど、ぼくらはもっと単純でいいと思うんだ。みんなで世界をエロ漬づけにして、一いつ緒しよに閃学園を建て直そう!!」


「「イエス！　エロ＆ピース!!」」


　学園のみんながエロ塾のかけ声をまねて言う。


　それを聞いた塾生たちが、我先にと言葉を繰くり返かえし始めた。


「「イエス！　エロ＆ピース!!」」


「「イエス！　エロ＆ピース!!」」


　──みんなの心がひとつになった。そう確信した。


　楽しかったあの〝日常〟をみんなで取り戻もどそう。武力ではなくエロの力で戦って、ぼくらの未来を勝ち取ろう！


　ぼくは眼前にそびえる映画セットの門を見上げる。そのとき、ついに開場時間が訪おとずれて巨きよ大だいな門がきしみを上げて開き始める。


「さぁ、決戦だ!!」


　総数一千万人はいる仲間たちが、ぼくの言葉で世紀のオーケストラへとなだれこんだ。





　……映画セットの中に入ると、小鳥のさえずりが聞こえてきた。近くの林からだろう。目の前には中世の匂においを醸かもす貴族邸てい宅たくや綺き麗れいな湖が広がっている。そして──無人だった。


「……どういうこと？」


　ぼくは拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。


　用心しながらしばらく進んで全員が映画セット内へ入ると、その途と端たんに門が自動で閉じた。


「っ……やっぱりなにか──」


「ようこそオーケストラへ」


　辺りに、クロトの声が響ひびく。


　みんなが一いつ斉せいに構えて周囲を見回すと、そこら中からテレビ画面が現れた。木の幹が割れて現れ、貴族邸宅の壁かべが回転して現れ、あるいは地面から突つき出して現れる……。


「みんな、サブリミナルに気をつけて!!」


　ぼくが叫さけぶと、クロトが「まだこの放送にサブリミナルは含ふくまれていないさ」と言ってテレビ画面に現れる。彼は王子の衣装を着ており、金細工に彩いろどられた玉座へ優ゆう雅がに腰こしかけていた。


「最後の戦いだ。ぼくもきみたちを正面から叩たたき潰つぶす覚かく悟ごでやるよ」


「堂々と罠わなを張っておいてよく言うよ！」


　ぼくの言葉が聞こえているのか、彼は「あえて居城を決戦の場に選んだんだ。少しはぼくの覚悟を理解して欲しいね」と肩かたをすくめていた。


「さて、開場はしたが開演までまだ一時間半ある……なぜかわかるかい？」


　ぼくらが黙っていると、彼は心得たように頷いて口を開く。


「秩ちつ序じよ派と無秩序派の戦いから始まった映画『世界平和』……急ごしらえで編集したものを人類ドラマ化計画のはじめに全世界へ放送したが、丈途くんはまだ見ていなかっただろ？　今からまた全世界へ再放送するから、きみにもぜひ楽しんで欲しくて鑑かん賞しよう時間をとったのさ」


「その映画にサブリミナルが入ってるってことか」


「その通り。今日は丈途くんひとりでもよかったんだが……みんなで来てくれたおかげで、エロ塾のメンバーも脱だつ獄ごくした謡江一味もまとめて洗脳できて効率がいいよ」


　そう言って笑ったクロトを見てみんな不快に眉まゆを寄せる。


「あぁ、安心したまえ。たとえ洗脳されようともこの映画は最後まで見られる。加えて言えばこの映画、最初の放送時と少し内容が変わっていてね……一時間半経たったのち、全世界に生放送でラストシーンをお送りするんだ。そう──吹音さんのオーケストラさ」


　──鳴唐さんのオーケストラ。一時間半もクロトの洗脳攻こう撃げきをくぐり抜ぬけないとたどり着けないのか……。


　ぼくは内心で歯がみする。やはり、簡単にはぼくの作戦をやれない。


「吹音さんのオーケストラは生放送……そのライブ感は、より強きよう烈れつな洗脳効果がある」


　クロトの言葉で辺りがざわつく。鳴唐さんのオーケストラで洗脳……そんな……でも、だけどぼくは──。


「それでも鳴唐さんを応おう援えんしたい！」


　絞しぼり出すようにして言った自分の言葉に、我ながら呆あきれ果てる。みんなは今、ぼくの作戦に賭けているのだ。つまりぼくはみんなの明日を背負っている……それなのに……。


「もう少し、あと少しでぼくの悲願が叶かなう。映画『世界平和』の最終章、人類ドラマ化計画。そのラストシーンは世界中のみんなで仲良く見ようじゃないか。もちろん、与あたえられた役通り静かにね」


　クロトはそこで一いつ拍ぱく置くと、玉座から立ち上がって正面を見み据すえる。


「それでは始めよう。ぼくの『シナリオ』と『サブリミナル』の合わせ技わざ……映画『世界平和』だ」


　彼の言葉とともに映像が切り替かわる。


　そして画面には各国の言葉で書かれたテロップが浮うかび始めた。





【映画『世界平和』～秩序派ＶＳ無秩序派編～】


　人ひと里ざと離はなれた遥はるか山奥に、卑羅命鬼ひらめき学園高校という才能の無法地帯がありました。


〝天才〟の称しよう号ごうを冠かんし、その能力を破は壊かいに費ついやす魔ま道どうの者たちが跋ばつ扈こする学園……。そんな中に、パンドラの箱より出いでし最後の希望のような少女がおりました。──鳴唐吹音さんです。


「吹音、朝っぱらから爆ばく発はつが起きたり夜中に降こう霊れい術じゆつの奇き声せいが聞こえるようなこの学園……絶対に変えてみせる！」


　大きな黒くろ縁ぶち眼鏡めがねをかけた彼女は、校舎の前から夕ゆう陽ひに向かって力強く拳こぶしを掲かかげます。


「──ぼくは副会長としてどこまでもお供するよ、生徒会長さん」


　いつもの眼鏡を鋭するどく光らせ、クロトくんが吹音さんの脇わきに立って一いつ緒しよに夕陽を見つめました。


「クロトさんありがとう！　ふたりで学園を変えて……〝天才〟の力を世界平和に役立てましょう!!」


「もちろんさ。ぼくたちがこの革命の中心になるんだ。そのためにはこの学園の無秩序派を掌しよう握あくする天才ポルノ作家、芥川丈途を倒たおさなければならない!!」


「〝エロスファッカー〟と呼ばれる人ね……神をも畏おそれぬ冒ぼう瀆とく者よ」


　吹音さんは丈途くんを思い出したのか、知らず身み震ぶるいしてしまいます。


　クロトくんはそんな彼女を抱だきしめると「大だい丈じよう夫ぶ、ぼくが守るよ」と優やさしくささやきました。


「クロトさん……」


　ふたりは周りも気にせず夕陽の前で熱い抱ほう擁ようを交かわし始めます。まるで、互たがいの想おもいを溶とけ合わせるかのように……。


　そして次の日から、無秩序派のボスたるエロスファッカー丈途くんとの戦いが始まりました。
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　──ぼくはサブリミナルの影えい響きようを受けないために素す早ばやく顔を手で覆おおい、指の隙すき間まから周りをうかがう。


　……ザッザッ。


　……ザッザッ。


　辺りから、大勢の規則的な足音が聞こえてきた。


　──クロトの手下だ！


　ぼくは甲かつ冑ちゆう姿の兵士たちを目にとめると、オペレーション・エロスをしようと大きく息を吸いこむ。


「──駄だ目めですわ！　こんな所でエロを乱発したらすぐに萎なえてしまいます！　作戦まで温存しておいてください!!」


　部長はそう言ってエロ塾じゆく生せいたちへ素早く視線を移すと、「特訓の成果を出すときですわよ！」と声を張り上げる。


「「イエス！　エロ＆ピース!!」」


「ではいきますわよ……男根陣じん形けい、展開!!」


　そのかけ声とともに、一千万人はいる塾生たちが同時に駆かけ出す。


　地じ震しんとまがうほどの揺ゆれを起こし、塾生たちは貴族邸てい宅たくの庭や林の隙間を埋うめ尽つくして突つき進む。そして兵士たちの前まで行くと、男根形の陣形を展開した！　さらに、その場で上着を脱ぬぎ捨ててみんなでセクシーポーズをとり始め……兵士を誘ゆう惑わくし出す!!


「これが攻こう撃げき!?」


　ぼくが叫さけぶも、部長は不敵に笑い始める。


「男根形の陣形より展開される数々のセクシーポーズ……どうですか！　これでエロに目覚めて洗脳が解けたでしょ!!」


　部長の台詞せりふを聞いてぼくはもう一度よく周りを眺ながめる。ブラジャーから溢あふれんばかりの巨きよ乳にゆうを揺らす塾生や、鍛きたえ上げられた胸むな板いたをビクッビクッと動かす塾生など、みんな様々なセクシーポーズをとっていた。


　……一千万人で男根陣形を作ってセクシーポーズ……酷ひどい光景だ。


　ぼくが頰ほおをひくつかせていると、兵士の一部が苦く悩のうし出す。攻撃としての〝エロ〟が効いているのだ。男に反応する男も、女に反応する女もいた。


　──効くの!?


「そんなに驚おどろいた顔をして……丈途さん、自分の教えを忘れたのですか？　人類が誕生したその瞬しゆん間かんより連綿と受け継つがれてきた原初の心、エロス愛。そのエロスの前ではお兄さまの洗脳も盤ばん石じやくではありませんのよ」


「そうだね……みんな凄すごく特訓したんだろうな」


　ぼくの言葉に部長は感かん慨がい深ぶかげに頷うなずいていた。


　しかしセクシーさが足りなかったのか洗脳が強固なのか、塾生たちを襲おそう兵士たちもいた。兵士からはがいじめにされた塾生たちは顔をテレビの方へ向けられ、強ごう引いんに目を開かされる。


「うぉぉぉ面おも白しろぃぃぃ!!」


　クロトの映画『世界平和』の魅み力りよくに囚とらわれ、自分から進んで洗脳を受け始める塾生たち……。


　ロボット人間化する者がどんどん出始め、仲間である塾生たちを無表情で襲い始める。


「こんなにあっさり敵の攻撃を許すとは……みなさん、エロ塾で学んだことを忘れたのですか!?　そこの女子生徒！　もっと女めひ豹ようのように鋭い目をして危険なエロを演出しなさい！　そこの男子生徒は薔薇ばらが薫かおるがごとく魅み惑わくのマッスルを盛り上げて──」


　部長は慌あわてて指示を飛ばし始めるも、一度敵の攻撃を許してしまったせいで中々態勢を立て直せずにいた。


「──まずいわ！　みんな、今こそあの言葉を思い出してエロの力を高めるのよ!!」


　勝代が発はつ憤ぷんさせるように大声を上げる。すると彼女の言葉に反応してエロ塾生たちが声を合わせて叫んだ。


「「喘あえぎで元気に『あんっ』『うんっ』『ふんっ』!!」」


　……な、なんて台詞だ。しかも一千万人で言って……。


「さぁみんな、エロの力で洗脳を吹ふき飛ばすわよ!!」


　元気に応おう援えんする勝代と呼応するかのように、部長がおしおき棒のようなノートを地面に叩たたきつける。


　──ビシィィィ!!


「次はプレイ攻撃へ移ります！　邪じや魔まな兵士たちをどかしてオーケストラ会場への道を切り開きなさい!!」


　部長は一キロメートルほど先にあるレンガで造られた円形の建物を指して叫ぶ。


　すると塾生たちは懐ふところからＳＭ鞭むちを取り出した。その鞭の先には、エロ本の切り抜ぬきがついている……。


「各おの々おのの鞭についてるページに反応する方が必ずいます！　見つけたら座ざ禅ぜんで一いつ喝かつするがごとくページをぶつけてエロを注入しなさい!!」


　塾生たちが一いつ斉せいに鞭を振ふりおろすと、随ずい所しよで喘ぎ声が出始めた。


　──ビシッッ!!


「はぁっ……その巨乳もっとくれ……!!」


　──ビシッッ!!


「あんっ、私は幼女の方が……!!」


　──ビシッッ!!


「ふん。ぶつけるならガチムチにしろ」


　的中率百パーセントではないにしろ、塾生たちはどんどん鞭を振るって道を開いてゆく。


　だが、クロトの用意した兵士たちがこれで終わるはずはなかった。敵は急に甲かつ冑ちゆうを脱ぎ始め、中から各国の軍服に身を包んだ姿を現す。しかも……全員外国人だった！　これではエロ塾生と同じで見分けがつかない……。


　兵士たちは上着を脱いで鞭を取り出すと、エロ塾生の演技を始めて周りに溶とけこみ出す。


「あたくしの作戦、お兄さまに読まれていたんですの!?」


　部長は悔くやしげに呻うめくと、おしおき棒のような巨きよ大だいノートをめくって必死に考え始めた。


「──わしに任せろ」


　突とつ然ぜん、ダブルのスーツを着た男が葉巻から紫し煙えんをくゆらせてこちらの前に立つ。


「総才……どうやって戦うの？」


「わしはボスの天才だぞ。まぁ見ておれ」


　総才は紫煙を一吐はきすると「欲よつ求きゆう不満対策費を言ってみろ!!」と大号令をかけた。


「100 dollarダラー!!」


「120 euroユーロ!!」


「二万！」


「では機密エロ書類の数は!?」


「5 ficheフイシユ!!」


「10 sheetシート!!」


「堂々と置いてますけど数えます？」


　──総才の質問に答える人と答えない人がいた。洗脳された人間はシナリオ通りの演技しかできない。つまり──答えた人が塾生だ！


「わしの質問に答えた者は全員こちらへ集まれ！」


　総才はぼくを見ると自じ慢まんげにダブルのスーツを整える。


「ふふっ……どうだ丈途。常にこの一千万人を完かん璧ぺきに統とう率そつできる人間が指示を出していれば問題なく戦えるぞ。あとはわしの政治力に任せろ」


「ありがとう総才！」


　ぼくたち零ゼロ組が手塩にかけて育てた塾生をたった一いつ瞬しゆんで統率するなんて、さすがだ。


「──総ちゃんがここで戦うならわたしも戦う。予報の才能、政策の立案に役立つでしょ？」


　あたる先せん輩ぱいがボードを手にこちらへ来た。


「先輩、わしはひとりで──」


「最後くらい昔みたいに協力したっていいじゃない、ね？」


　総才は先輩から微笑ほほえまれ、「では……お願いします」と顔を赤くしてしまう。


「あ、もちろん丈途くんから受け取ったエロス愛は忘れてないわよ」


　あたる先輩は普ふ段だんのおしとやかな雰ふん囲い気きを少しだけ崩くずし、お茶ちや目めにウィンクしてきた。


　──ギャップがいい！


　ぼくがつい頰ほおを緩ゆるめていると、総才が震ふるえながらぼくの前に立つ。


「謡江さんのみならずあたる先輩まで……目め障ざわりな奴やつめ！　お前などさっさとクロトへ内閣不信任案を叩きつけてこい!!」


「でもふたりだけに任せちゃ……」


「くどい！　わしらに託たくした貴様のエロス、ちょっとやそっとの洗脳攻こう撃げきでは揺ゆらがん!!」


　総才はエロ塾生たちへ目をやると大声を張り上げる。


「塾生は男根陣じん形けいを展開し、オーケストラ会場へ向かって一直線に攻撃しろ！　丈途たちの進む道をこじ開けるぞ!!」


「「イエス！　エロ＆ピース!!」」


　ＳＭ鞭を構え直した塾生たちは、再び男根陣形を作って攻撃を始める。


　……みんなありがとう。


　ぼくはみんなを信じ、閃学園の仲間たちと一いつ緒しよに駆かけ出した。








【映画『世界平和』～映画制作編～】


　──エロスファッカー丈途くんを見事に倒たおした吹音さんとクロトくんは、学園に生徒会を創立して風紀を守っておりました。そして生徒会主導で世界に「平和」の思想を広げるために映画作りを始めます。


「──へっ……！　俺はまだ死なねぇ。俺以外の野や郎ろうどもが欲求不満で憤ふん死しするほどの悪あく魔ま的に天国なハーレムをつくるまでは……死なねぇぇ!!」


　映画制作スタッフさんたちが見守る中、ポルノ王を演じる男子生徒は目をぎらつかせてそうつぶやき……倒れました。


「カット！　おつかれさま」


　クロトくんはメガホンから声を出すと、制服たるモーニング風コートの裾すそをなびかせてポルノ王を演じる生徒に近づきます。そしてねぎらうように声をかけました。


「吐き気をもよおす役を任せてしまってすまない。エロスファッカー丈途なら素すで熱演しただろうが……彼はぼくらが倒してしまったからね」


　そのときふと、美しくも温かなクラリネットの音が流れてきます。オーケストラシーンを練習している吹音さんです。純白のワンピースドレスを着ており、そのかわいさがより引き立っておりました。


「……吹音さん。オーケストラシーンはトラウマとの戦いだが……大だい丈じよう夫ぶかい？」


「大丈夫。吹音、がんばるから！」


　そう答えた彼女の手は震えていましたが……瞳ひとみの強さはまったく衰おとろえていません。


　不安を口にせずけなげにトラウマと戦う吹音さんを見て、まわりのみなさんが声をかけます。


「吹音さんがんばってくれ！　あなたなら必ずできるよ!!」


「そうよ！　だって吹音さんは……私たち天才の頂点に立つ生徒会長だもん!!」


　熱い応おう援えんを送るみなさんへ、吹音さんは「そんな、持ち上げないで……」と恥はずかしげに漏もらします。


　生徒たちに囲まれて微笑む純白ドレスの吹音さん……その姿は、まさに天使でした。
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　──エロ倉庫に入った吹音は、昨夜ゆうべからエロの猛もう勉べん強きようを続けていた。体育館ほどの広さがある倉庫いっぱいに積まれたエロ本・三角木馬・バイブ……。


　──パンパンパン。


「んふっ……吹音、段々感覚が……」


　──パンパンパン。


「やっ……もっと激しく……！」


　──パンパンパン。


「んぐっ……もう限界!!」


　吹音は叫さけぶと、『調教練習ドール』と書かれたおじさん四つん這ばい型ゴム人形の前で倒れる。


　説明書を読んだとき「尻しりを叩たたくと悦よろこぶ」と書かれていたので、必死で叩き続けていたのだ。


「手が腫はれちゃった……演奏大丈夫かなぁ……」


　彼女は心配そうにつぶやくと、「次は手が痛くないやつにしよう！」と言って辺りを探さぐる。


「──あ、丈途くんのポルノだ！」


　恐おそる恐る手に取った吹音は、『性奴の証明　著・芥川竹たけ人と』という文字を目にした。表紙の絵は手足を錠じようで繫つながれて悦びに喘あえぐ半はん裸らの女性である。


「この本に、丈途くんが考えたエッチが書かれてるのね……」


　吹音は知らずゴクリと息を呑のんでしまう。


「『せいやつのしょうめい』か……難しそうな本」


　そう言って、彼女は本の朗読を始めた。


「おれはおんなのふくをはぐじかんもおしんでてあしをこうそくし、いきなりこかんにきょうりょくなばいぶをおしあてる。『やぁぁっ……！　はあぁっ!!』とおんなはみぞうのかいらくをまえにはじもがいぶんもなくさけび、『おねがい、もっと……んぐぅ!!』といってうつろなめをこちらにむける。そのときおれのあたまにひとつのことばがうかんだ──せいやつ」


　…………………………………………………………………………………………………………。


「せいやつって、〝凝こり性しよう〟なの？」


　吹音は首をかしげると、ポルノの解読をあきらめたのかエログッズの山を見て次の勉強道具を探し始めた。


　そして見つけたのは……。


「このパンティー、なんで下に穴が開いてるんだろう」


　彼女は穴あきパンティーを手に、またしても首をかしげてしまう。


　純白すぎる吹音にとってあまりに高すぎる〝エロ〟の壁かべ。本当に乗り越こえることができるのだろうか……。


　オーケストラ開演は一時間後に迫せまっている。


　そんな中、丈途たちは〝天才〟同士の対決を始めていた。





　──映画『世界平和』大セール！


　──全世界が泣いた話題作！


　──今ならタダでご視し聴ちよう頂けます！


　……オーケストラ会場まであと五百メートルほどの位置に来ると、テレビだらけの芝しば生ふ地帯にそんなのぼりが立っていた。


　そして目の前には百名近い一団が横一列に整列している。閃学園の制服を着ているのでドラマ制作委員会だろう。だがみんなはなぜか……制服の上から「いらっしゃいませ！」と書かれた赤いハッピを着ていた!!


「「ご来店ありがとうございます！」」


　無表情で明るい声を出した制作委員メンバーは、そろって綺き麗れいな一礼をしてくる……。


「って、なんでセール会場なの!?」


　ぼくが突つっこむも相手は無視し、こちらへ向かって駆かけ始めた。


　──まずい！　約百人の敵に対してぼくたちは十数人……多勢に無勢だ。しかも〝天才〟と〝天才〟の対決!!


「みんな気をつけて──」


「あらお客様、お久しぶりですね」


　不意にハスキーボイスのあいさつが聞こえたので顔を向ける。すると、ウェーブがかった茶ちや髪ぱつをした瞳ひとみの大きな女子が見えた。彼女は──。


「成なる子こ!?」


　ぼくはつい叫んでしまう。かわいらしい少女に見える成子だが、その実、天才役者の主しゆ屋や久く成なる樹きなのだ。


「なんで女装してるのさ!!」


　ぼくの言葉を聞くと、成子はしおらしく目を伏ふせてそっと漏らす。


「今、私とみなさんは敵同士……悲しいことです。だからせめて〝成子〟に戻もどって、戦う前にみなさんと思い出話をしたかったんです。そう……懐なつかしいＦＢＩの話を」


　──ＦＢＩ。それはぼくたちで組織した「吹音ちゃんを防衛する一年生の会」のことだ。


「牡ぼ丹たん先せん輩ぱいの魔まの手から吹音さんを守るために奮ふん闘とうした日々……懐かしいですね」


　言いながら成子は近くにいた蘭と来夏を見つけると、強ごう引いんにこちらまで連れてきた。


「さぁ、みんなでＦＢＩの思い出を話しましょ！」


「いくら妹の成子でも、戦いの最中に話は……」


　蘭が申し訳なさそうに言いよどむ。


「成子のことだ。どうせまたなにかうざいこと企たくらんでるんだろ」


　来夏が鼻を鳴らして言う。


「おふたりとも酷ひどいですわ……。まだ戦いは始まってないんですから、ちょっとだけならいいじゃありませんか」


　……戦いが始まってない？


　ぼくは顔を手で覆おおったまま指の隙すき間まから辺りを眺ながめてみる。すると、他ほかの制作委員も相手に話しかけているだけで攻こう撃げきの気配はない。


「……どういうことだろう」


　首をかしげていると、成子が「かつての仲間にいきなり戦いを挑いどむなんて……できませんよ」と寂さみしげに漏もらす。


「ＦＢＩでの日々、本当に楽しかったですわね。吹音さんに対する蘭お姉さまの暴走気味な愛のもと、みんなでがんばって……」


「暴走なんかしてないわよ！　あたしはハッカー精通者がごとく吹音ちゃんの心の防ぼう壁へきをひとつひとつ丁てい寧ねいに突とつ破ぱする淑しゆく女じよなの！　そしてあの子の心の中心にたどり着いたそのとき……弾だん丸がんタッチでハッキング愛の伝導を仕し掛かけてあたしにメロメロのデレデレにさせて『んふぅっ……！　蘭お姉さま、吹音、気持よすぎてもうなにも考えられないの～！』って言わせてみせるわ!!」


　蘭は力強くガッツポーズを作り、太陽に誓ちかうように空を見上げていた。


　……暴走してるな。


「来夏さんは吹音さんを守るために牡丹先輩を口説きに行ってくれましたね」


「どちらかと言えば醜みにくい写真のためだが、行ったは行ったな」


「そして丈たけちゃんは言わずもがな、牡丹先輩を口説くシナリオをポルノで作ってがんばってましたね」


「うん。でも牡丹先輩、なにがなんでも鳴唐さんを食べるつもり満々で大変だったなぁ……」


「吹音さんって天然だけど一いつ所しよ懸けん命めいで純情で、かわいいですからねぇ。みなさんもそう思ってるでしょ？」


　涼すずやかな声で問いかけてくる成子に、ぼくらは一様に頷うなずく。


　その途と端たん、成子が急に瞳を輝かがやかせた。そして間かん髪はつ容いれず近くにあったテレビをビシッと指す。


「で！　その吹音さんが主演してる映画がこれ、『世界平和』!!」
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　唐とう突とつに言われて思わずテレビ画面を見てしまった。そこでは鳴唐さんが世界平和のために懸命にがんばる姿が映されている。小さな体に世界の運命を背負いこんでがんばる鳴唐さん。本当に応おう援えんしたくなる……ぼくも一いつ緒しよに人類ドラマ化計画を進めたくなる──。


「ってこれ、罠わなだ!!」


　ぼくはテレビから慌あわてて視線を外して叫さけぶ。周りを確かく認にんすると、来夏は成子のトークにはまらず手で顔を覆ったままであったが……。


「吹音ちゃん……ひとりでそんなに背負いこまなくていいのよ……あたしが……あたしが弾丸タッチで癒いやしてあげるから……」


　蘭が洗脳中だ!!


「ちょっと蘭、正気に戻ってよ!!」


　ぼくが彼女の肩かたを思いきり揺ゆすると、「……え？　あっ、つい引きこまれてたわ！」となんとか意識を取り戻してくれた。


「危なかったな……」


　冷ひや汗あせを拭ぬぐうぼくを見て、成子が「……ちっ」と舌打ちをする。


「成子！　今までの話はすべて映画を見させるための前まえ振ふりだったのか!?」


「えぇ、最高の映画ですからちゃんと営業しないと」


　悪びれもなく言う成子……。このためだけにあんなに長い前振りをして……うざっっ!!


　みんなを確認すると、制作委員から似たような営業トークをされたのか何人かの仲間が映画鑑かん賞しよう中だった。委員を振り切って前へ進もうとしている者もいたが、大人数で囲まれてしまいその場から動けなくなっている。


　……これが制作委員の攻撃なのか。一見友好的なトークをしてぼくたちを引きこみ、映画『世界平和』を鑑賞させるなんて……恐るべし!!


「みなさん、せっかくタダなんだから見ないともったいないですよ？」


　成子はぼくたちへすり寄ると怒ど濤とうの営業トークを始めた。


「この映画、実は美び肌はだ効果もあって見るとツヤッツヤになるんです。おかげで私の女装も一段と映はえてますでしょ？　それにこの映画を見た方から『恋こい人びとができた！』『ギャンブルに勝った！』『悪あく霊りようが祓はらえた！』など数々の奇き跡せきを報告されていて──」


「そんなわけないだろ！」


　ぼくが話を遮さえぎるも、成子はめげずに話を続ける。


「さらにこの映画、ディスク販はん売ばいされるときは吹音さんの服補整が取れて……なんとすべて全ぜん裸ら！　全裸でご提供致いたします！　テレビ放映版も見て違ちがいを愉たのしむのもいいですよね？」


「──ほんと!?　あたし見る!!」


　蘭はさきほど洗脳されかけたばかりだというのに、もう忘れてテレビへ目を向ける。ぼくは片手で自分の顔を覆ったまま、もう片方の手で彼女の目を覆った。


「やめなって蘭！　どうせ服補整なんて噓うそなんだからさ!!」


「あんたは全裸だけ見ればいいでしょうけど、あたしは吹音ちゃんのすべてを見たいの！　衣装姿も全裸も両方見たいの!!」


「蘭お姉さまさすがですわ！　ちなみに今流れているシーン、吹音さんがお花畑に座って開かい脚きやくしてるんですが、ディスクで服補整が取れるとなれば……」


「そのディスク買ったわ！　っていうか丈途！　いい加減に手を離はなしてあたしにテレビ見せなさいよ!!」


「どこまで暴走するんだよ!?　ちょっとは状じよう況きようを考えてくれって!!」


「──世紀の戦いで肉にく欲よくを抑おさえられないその姿……醜いぞ！」


　来夏は嬉き々きとして蘭を撮とり始めてしまった……。


　──もう無む茶ちや苦く茶ちやだよ!!　どうしたらいいんだ……。


　そのとき、創が焦あせって駆かけている姿が見える。


「オーケストラ開演まであと三十分だよ～！　早く戦わないとボクの発明の見せ場がなくなっちゃう～!!」


　──あと三十分!?　……まずい、本当に時間がない。


　制作委員を押しのけて進もうにも、敵の人数はこちらの約十倍。だが……やるしかない！


　そしてぼくたちは、ついに反はん撃げきへと移った。





「──ミサちゃん！　ボクが預けてたあの発明を出して!!」


「わかったニャ！」


　創が子犬のように辺りを走り回って急せかす中、ミサはマントをひるがえしてピョンと前にジャンプして──ブルドーザーを出した！


「絶対入らないから!!」


　突つっこむぼくへ、ブルドーザーに飛び乗った創が「驚おどろくのはそこじゃないよ～」とその正面を向ける。そこにはなんと、巨きよ大だいな〝胸〟がついていた。


「ボインを押しつけるブルドーザー……名付けて『ボインどーだー』だよ!!」


「どーだーって言われても困るし！」


　ぼくの言葉も意に介かいさず、彼女は楽しそうにボインどーだーを動かして敵に当たり始める。


「ボクの胸みたいなボインボイン、気持いいでしょ～！」


　ボインどーだーの巨大な胸に敵を埋うずめて進みながら彼女は笑い声を上げていた。


「──私の胸の方が綺き麗れいな形してるわ!!」


「──これが女の胸か…………気持いいな」


「──胸に挟はさまれて窒ちつ息そくしそう……でも、本ほん望もう！」


　ボインどーだーは〝エロ〟が通じる者も通じない者も関係なくどんどん巻きこんで突き進んでいる。


「押し売りを押し返すぞ～！」


　創はそう言ってはしゃぎ、辺りの敵を押しのけまくっていた。


　そんな中、ミサが蘭のもとへ駆け始める。


「預かってた百合ゆり爆ばく弾だんを返すニャ」


　……百合爆弾？


　ぼくが首をかしげていると、ミサはマントから大量の百合と一台のノートパソコンを出す。


「ありがとうミサちゃん。うふふっ……制作委員のかわい子ちゃんたち、あたしが創ちゃんと共同開発した百合爆弾……食くらいなさい!!」


　そう言って彼女がノートパソコンを操作すると、百合の花が勝手に飛んで敵のハッピに突き刺ささる。そして、爆ばく発はつした！


　ぼくは驚いて蘭に声を上げる。


「武力は駄だ目めだって言ったろ!?」


「ちゃんと見なさい。ダメージなんてないでしょ」


　言われて見ると、たしかに百合の爆発を受けた人たちは傷ひとつなかった。しかし……。


「よく見たら、女子のハッピばかりに百合が刺さってるんだけど……なんなの？」


「あの爆弾にはね、あたしの匂においが仕込んであったの。そしてハッピに刺さった茎くきはスピーカーで、このパソコンに打ちこんだ文章をあたしの声で再生してくれるのよ」


「……それのどこが武器なの？」


「まぁ見てなさい」


　彼女はそう言うとパソコンに弾だん丸がんタッチを食らわせる。


　それと同時に、辺りの百合から一いつ斉せいに蘭の声が流れ始めた。


『あなた、まだスポーツブラなのね。小さくてかわいらしい胸……。お姉さまにちょっと触さわらせてごらんなさい。……ん？　恥はずかしがることないのよ。あたし、あなたが一番気持よくなる方法を知ってるんだから──』


　蘭の言葉を聞いた女子は、無表情だった顔をいくらか赤らめていた。


　それを目にして蘭は得意気な顔を作り、こちらを見つめてくる。


「これが百合爆弾よ。あたしの匂に包まれてあたしの声で秘ひめ事のささやきを受ける……つまり、夜のベッドであたしに抱だかれてる気分になるのよ!!」


「夜のベッドって……!!」


　啞あ然ぜんとして漏もらすぼくを脇わきに、蘭の弾丸タッチはさらに加速する。もはや指の動きを目で追えないスピードであった。


『スポーツブラに抑よく圧あつされた胸……ちょっと触るだけで感じちゃうのね。ほら、ブラにあらがうみたいに乳ち首くびがピンと立ってる。いたずらで押し返しちゃおうかしらねぇ──』


「…………んくぅっ!!」


　茎型スピーカーから蘭の声を聞いていた女子は少しずつ無表情を崩くずし……ついに、喘あえぎ声を漏らした。


　──攻こう撃げきが効いてる！


「うふふっ……本当に初心うぶな子。ハッカーの腕うでが鳴るわ……さぁ、あなたも洗脳から解放されてあたしの妹になりなさい!!」


　恍こう惚こつの表情で喋しやべった蘭は弾丸タッチのギアをもう一段階上げてたたみかけに入る。


『あなたに百合の素す晴ばらしさを教えてあげるわ。男じゃ絶対にわからないめくるめく女の性感帯をたぁぁっぷりと愛あい撫ぶしてあげる……この弾丸タッチでね!!』


「はぁぁぁっっ!!　お姉さま、そんなに激しく……んぐっっ……!!」


　蘭の言葉を聞いていた女子は想像だけで果ててしまったのか、その場に倒たおれこんでいた。


　……凄すごい、喋りだけであそこまで悦よろこばせるなんて……!!


「ポルノ作家として見習うべきだな。……メモメモ」


　ぼくは生徒手帳とシャープペンシルを取り出し、蘭の口説きテクニックをきっちりメモする。


　すると今度は、遠くから来夏の嬉き々きとした声が聞こえてきた。


「──写真家の観察眼を舐なめるな！　貴様の好きな女などとっくに把は握あくずみさ！　そしてこれがその女の……エロ醜みにくい瞬しゆん間かんだ!!」


　そう言って来夏は一枚の写真を男に見せていた。その途と端たん、男の無表情に亀き裂れつが走る。


「これは……!?」


「天才ヨガ少女がふと出来心を起こし、体を折り曲げて自分の股こ間かんへ舌を伸のばしているという希まれな自じ慰いさ。どうだ、エロ醜いだろ!!」


「うぉぉぉ！　ストイックなあの子がこんなことするなんて……!!」


　男は悶もだえながらもエロ醜い写真から目を離はなせず、苦く悩のうで無表情を崩し始める。


　──いいぞ！


　来夏は勝利を確信したのか男の顔に写真を貼はりつけると、次いで近くにいた女のもとへ行く。


「お前は秘ひ孔こう術の天才が好きだったな！　これはそいつが己おのれの秘孔を突つきまくって勃ぼつ起きの限界に挑ちよう戦せんしているエロ醜い写真だ!!」


「嫌いやっっ……！」


　女は無表情のまま顔をそらすも、回りこんだ来夏から写真を見せつけられ「こ、こんなに大きいの……!?」と頰ほおを染めて表情を崩し出す。


「存分に妄もう想そうするがいい！」


　来夏は強ごう引いんに女へ写真を握にぎらせると、さらなる獲え物ものを求めるがごとく周囲を見回した。


「──おっ、次はあの女か」


　そう言って彼女は駆かけ出し「蠟ろう人にんぎ形よう作りの天才がお前そっくりな人形を作り、それに火を灯ともして抱だきしめて垂れる熱い蠟で感じている……ひとりＳＭの瞬間だ!!」と写真を突きつけた。


「そんなっ……！」


　女は驚きよう愕がくの声を上げると、次いで写真を抱きしめる。


「相思相愛だったのね……燃え上がるような情熱で私を愛して……」


　一いつ瞬しゆんにして女は無表情を崩し、瞳ひとみを潤うるませていた。


　……次々と洗脳にダメージを与あたえて……エロ醜い写真、凄い！


　ぼくが来夏の写真の威い力りよくに舌を巻いていると、どこからかミサが呪じゆ文もんを唱えている声が流れてくる。





　──サバトの夜に滅ほろぼされし劣れつ情じよう


　──闇やみの底でその淫いんを蠢うごめかせ


　──今ここに発情せしめよ！





　ミサを見つけると、その横にＴバックとガーゴイルの羽のようなものを身につけた男が召しよう喚かんされていた。あれは──。


「淫いん魔ま！」


　声を上げたぼくに、淫魔が顔を向ける。そして『妄想してるかい？』と親指を立ててきた。


「もちろんさ！」


「即そく答とうで言うニャ!!」


　ミサがこちらに駆け寄ってくる。


「一度は消しよう滅めつした淫魔だけど、闇の中で劣情をためて再生してたニャ。ゴキブリ並のしぶとさ……まるで丈途みたいニャ」


「……それ、誉ほめてないよね。でも淫魔が無事でよかった……」


　安あん堵どして息をつくぼくに、ミサは「淫魔の無事を喜ぶ人間なんて普ふ通つういないニャ」とため息を重ねてくる。


「とにかく淫魔！　魔術の契けい約やくにもとづき、この場をエロで包むニャ!!」


『オッケー！　レッツ・エロハプニング……バースト!!』


　その声とともに……ミサの服がほつれ始めた！


　黒魔術の天才なのに服の切れ目からのぞくブラジャーは白で、薄うすい胸の純情さを主張している。お腹なかの部分も裂さけていて、ハプニングに焦あせって上下する白いおへそが情事を連想させた。もちろんスカートも裂けており、ほっそりとした太ふと股ももが露あらわになっていてあと少しで股間も──。


「……ご主人様になにするニャ……淫魔、呪じゆ殺さつするニャッッッ!!」


　震ふるえる声で叫さけんだミサは、マントの中から天てつ辺ぺんにドクロのついた杖つえを取り出して淫魔を追い始める。


　……悪魔を呪殺って……。


　ミサは連続で呪文を唱え、淫魔に黒い炎ほのおや緑色の雨を当てようと必死だ。……もう、完全に戦線離り脱だつである。


「……でも、エロの補ほ充じゆうができたな」


　ぼくは心ここ地ちよく息を吸うと、さきほど見たミサの胸やおへそや太股を思い出していた。


「──みなさん、バラバラに戦いすぎですわ！　もう少し戦略を組んでやってください!!」


　遠くで部長が声を張り上げていた。しかしみんな自分の戦いに熱中していて耳を貸そうともしない。


「……なんて協調性のない。これだから閃学園の生徒は……!!」


　部長は苛いら立だたしげにおしおき棒のようなノートを握りしめていた。


　……そういえば部長、校訓が嫌きらいだったな。


　ぼくが思い返していると、部長はノートで辺りの仲間をビシバシ叩たたき始める。


「ミサさんは淫魔に自分のショーツでもあげる約束をして服従させなさい！　あと、創さんはボインどーだーで百合ゆり・ＢＬボーイズ・ラブ・ノーマルを区分けして攻こう撃げきしやすくしてください!!」


　指示を飛ばす部長の脇わきから、作戦をサポートするかのように勝代が飛び出す。


「──ミサちゃん、淫魔の攻撃で忙いそがしいなら私があなたのショーツを脱ぬがすわよ！」


「嫌ニャ!!」


「あ、自分で脱ぎたいってことね。じゃあ私がスカートをひらひらさせて淫魔の足どめをしてる隙すきに……脱いで!!」


「そもそも脱がないニャ～～～!!」


　勝代は親切なんだか不親切なんだかわからないサポートを全力で始めてしまう。


　周りに目を向けると、仲間の奮ふん闘とうは続いていた。廻先せん輩ぱいなど身体能力を活いかして相手のスカートをめくり、羞しゆう恥ち心しんをあおるというエロ攻撃をしている。


　しかしそれでも敵を押し分けることは難しく、ぼくらは中々前へ進めずにいた。


　……こんなときにぼくはエロの温存で戦えないなんて……!!


　悔くやしさで手を握にぎりしめていると、オーケストラ会場側から大型トラックが走ってきているのが見える。


　──敵の増ぞう援えんか!?


　これ以上敵が増えたら、もうオーケストラに間に合わない。ぼくが焦りを募つのらせる中、トラックの窓から赤いハッピを着た男が顔を出す。そして鈴すずを鳴らして声を張り上げてきた。


「バーゲンタイムで～す！」


　──バーゲンタイム!?





　……たどり着いた大型トラックの中から、十名ほどのドラマ制作委員会が現れた。みんな制服の上に赤いハッピを着ており、「バーゲン」と書かれた腕わん章しようをしている。


　……今度はなにをするつもりなんだろう……。


　ぼくが構えていると、絵具で極ごく彩さい色しきに汚よごれきったエプロンをつけた女性がこちらへ歩いてくる。──絵の天才、紅べに牡丹先輩だ。彼女は気の抜ぬけるような舌っ足らずの声で無表情に話しかけてきた。


「あぁら丈途ちゃん、お久しぶり☆」


「お、お久しぶりです。……ちなみにバーゲンタイムってなんですか？」


「んふふっ……それはね～」


　牡丹先輩はそこまで言うと、大型トラックの中から一枚のキャンバスを持ってきた。


　表に描えがかれていたのは、植物の蔦つたが複雑に絡からみ合って中心でうねっている絵だ。


「これ、なんに見えるかな♪」


「植物の蔦です」


「……これ、なんに見えるかな♪」


「蔦が中心でうねってます」


「…………おい丈途、つまんねー冗じよう談だん言うなよ？」


　無表情のまま冷たい瞳ひとみを向けて喋しやべる牡丹先輩……恐こわい。


「まぁ無知で恥はじ知しらずで女知らずの丈途ちゃんのために説明してあげる☆　これはねぇ……あたしが描いた性交図よ！」


「性交図!?」


「あなたはそういうの好きでしょ♪　あ、ちなみにこれって五千万くらいで売れるんだけど……丈途ちゃんにあげようと思うの」


「ほんとですか!?」


「うん☆　だから映画『世界平和』を見て♪」


「はい！」


　ぼくは性交図もとい五千万をもらうため、さっそく地面に置かれていたテレビへ目を向ける……。


「って、駄だ目めじゃん!!」


　危あやういところで気づいたぼくを見て、先輩は「ちっ……無知で恥知らずで女知らずのくせに」と舌打ちしていた。


　……ずいぶんな言われようだな……。


　だが、おかげでバーゲンタイムの意味がわかった。安売りやトークで駄目なら物で釣つる……それがバーゲンタイムなのだ。


　辺りを見ると、みんな様々な物で釣られていた。


「──来夏さんには醜みにくい写真撮さつ影えい機材として、『女難男難用の呪のろい札』や『妄もう想そう自白剤ざい』をプレゼント致いたします」


「本当か!?　ではさっそく丈途に使って醜い写真の撮影を……!!」


「──蘭さんにはエーゲ海沿いに造られた別べつ荘そうをプレゼント致します。妹さんたちと一いつ緒しよに過ごせるうえに、エステティシャン・シェフ・執しつ事じが常じよう駐ちゆうしております」


「素す敵てき！　でも、別荘で働く人も全員かわいい女の子じゃないと納なつ得とくしないわよ!!」


「──ミサさんには謡江さんの秘蔵ブロマイドをプレゼント致します。謡江さんがお風ふ呂ろであんなことやこんなことをしている写真も入っていて──」


「もらうニャッッ!!」


「──勝代さんには伝説の応おう援えん団長が着ていた由ゆい緒しよある学ランをプレゼント致します」


「伝説の応援団長……なんか凄すごそうね。私の応援もパワーアップしそうだし……欲しい!!」


「──創さんには、地下十キロに建設されたいかにも怪あやしい研究所の所長職をプレゼント致します」


「なにその胡う散さん臭くさい研究所!?　すっっっごく所長したい！　マッドサイエンティスト所長になって地下十キロから世界の滅めつ亡ぼうをもくろむんだ～～!!」


　……みんなノリノリでプレゼントを受け取ろうとしている。それはイコール、映画『世界平和』を見て洗脳されるということなのだが……。


　──ビシィィィ!!


「物で釣られるだなんてはしたないですわよ!!」


　部長がおしおき棒のようなノートを地面に叩たたきつけてみんなを叱しかり飛ばす。


　──さすが部長！


　心強い気持で頷うなずいていると、ふと、制作委員のひとりが部長にすり寄った。


「──部長さんには、永遠の若さを保つと言われる人魚肉のソテーをプレゼント致します」


「永遠の若さ……頂きますわ!!」


　……部長……。


　ぼくは頰ほおをひくつかせて彼女を見つめる。


　……まずいな。このままだとみんなプレゼントに釣られて洗脳されちゃう……。


「──まったく、きみたちはさっきからなにをやっているんだ。エロの力で世界を救うという意味をわかっているのかい？」


　満を持したように、律の声が響ひびいた。


「──律くんの言う通りよ。ドラマ制作委員会に見せつけてあげましょう……エロの力で世界を救うという意味を！」


　続くようにして、謡江が声を上げる。


　ふたりは互たがいに頷き合うと、まず律が足を進めてプレゼントを配る男の前に立つ。


「丈途……僕が手にした新たな〝力〟を見てくれ。僕の……知的エロ攻こう撃げきを!!」


　そう言った直後、律が怒ど濤とうの妄想を喋り始める。


「例えばあそこの制作委員女子！　目測バスト八十一だが、彼女はセールストークのためその八十一の胸を三ミリほど上下させている。わずかな揺ゆれが淫いん靡びにもブラジャーと八十一の胸をこすらせて快楽を与あたえ、女はつい胸の先を一ミリほど隆りゆ起うきさせてしまう──」


　律の知的エロ攻撃は喋しやべるほどに加熱して勢いを増してゆく。だが……。


「エロくないよ律！　プロのポルノ作家であるぼくからすればだね、そもそも切り口からしておかしいんだけど……『一ミリほど隆起』って描びよう写しやなんだよ!?　そこは『肉にく欲よくに負けて盛り上げてしまう』ってした方が──」


「妄想するな丈途！　きみはエロの温存中だろ!!」


　律は鋭するどく注意すると、そのまま「ついに胸の先は三ミリも隆起してしまい、ブラジャーがその美しい湾わん曲きよくを崩くずし始める──」とエロ攻撃を続けてしまう。


　……なんか納得いかない。あんな下手なポルノをやられると、凄すっっごくストレスたまる!!


「今度は私の番ね！」


　謡江はそう言うと大きく息を吸い、芳かんばしきオペラでも歌うがごとく美声を出し始めた……ただしポルノで!!





　情じよう欲よくで醸かもされたあなたの吐と息いきが　熱っぽく私の口へ入る


　体の内を巡めぐるあなたの淫いん欲よく　私は知らず感じるの


　早く　早くちょうだい　求めるように口づけを返す





　……完かん璧ぺきアイドルなのに堂々とあんなエロオペラを……ほんと、残念だ。


　ぼくは肩かたを落として謡江のエロオペラを聞いていたが……やはり、段々とストレスがたまってくる。エロ描写について！


「謡江！　『私は知らず感じるの』は『私は知らず濡ぬれるの』にした方がいいと思うよ!!」


「「──エロ温存!!」」


　今度は謡江と律から同時に注意されてしまい、ぼくは口をつぐむしかなかった。


　……うぉぉストレスがぁぁぁ……!!


　ぼくはついに身み悶もだえしてしまった。


　しかし律や謡江がエロをばらまいてくれたおかげで、仲間たちは「エロの力で世界を救う」という目的を思い出し、プレゼントを振ふり払はらって攻撃を再開していた。


　とはいえ敵は増ぞう援えんまで来ているのだ。中々前に進めない……。


「どうしよう……これじゃオーケストラに間に合わない!!」


　開演時間まであと十分と迫せまっていた。


　このままでは……クロトに負ける。








【映画『世界平和』～人類ドラマ化計画編～】


　──〝天才〟たる学園生のみなさんと作った映画の力で、世界に〝平和〟という思想が広がりました。人々は武力を忌いみ嫌きらい、安定した社会を求めるようになります。そして作られたのが──ドラマ制作委員会です。吹音さんとクロトくんを頂点とした人類の管理組織でした。


　そんな中、ドラマ制作委員会の本部として造られた宮きゆう殿でんの一室で、王子の衣装を着たクロトくんと純白ドレスを着た吹音さんは互いに見つめ合っていました。


「吹音さん……あの魔ま界かいじみた卑羅命鬼ひらめき学園から始まったふたりの革命、ついに達成したんだね」


「これも全部クロトさんのおかげよ……だから吹音、その、クロトさんに吹音のこと──」


　──そこから先は言わなくてもわかっている。


　そう言わんばかりにクロトくんは彼女を抱だきしめます。


　ふたりの心はとっくの昔から繫つながっていたのです。


　今年は世界平和元年。


　これより数日後に開かれる吹音さんの平和記念コンサートをもって彼女は第二のEveイブとなるでしょう。


　ついに、人類が新たな一歩を踏ふみ出すのです。




【ＣＭ】







　──ヌルッ！　グチュグチュッ！


「はぁっっ……吹音、もうこんなに濡れて……!!」


　──ズプズプッ！　ヌチャッ!!


「嫌いやっ……！　ふぅっ、うぐぅっ……!!」


　──ヌププ……グチャ!!


「あぁぁ溢あふれちゃうっっっ……!!」


　吹音はローションのボトルを脇わきに置き、中身を盛大にこぼした床ゆかを眺ながめて呆ぼう然ぜんとする。


「間ま違ちがえて内うち蓋ぶたまで取っちゃった……。ヌルヌルのこれ、なんに使うんだろう？」


　彼女は首をかしげてしまう。


「やっぱり説明書がないと困る。なにか書いてあるやつは……あっ！」


　そう言って吹音が目にとめたのは三角木馬だった。木馬の下に置いてあった説明書には「どんなに痛くてもまたぐべし！」と書いてある。


「……また痛いのかぁ。手、大だい丈じよう夫ぶかなぁ……」


　彼女はさきほど調教練習ドールで腫はらした手の平を見つめて漏もらす。


　しかし気を取り直すように頭かぶりを振ると「やらなきゃ！　世界のみんなを助けるんだもん!!」と瞳ひとみに闘とう志しを宿した。


　──ズダダダッ……ピョン。


「痛っっ……!!」


　跳とび箱のようにしてジャンプした吹音は、三角の頂点に手を置いたときあまりの痛みで落ちてしまう。


「……ど、どんなに痛くてもまたぐべし！」


　説明書の言葉を繰くり返した彼女は、木馬と距きよ離りをとって再び駆かけ始める。


　──ズダダダッ……ピョン。


「痛っっ……!!」


　彼女はまたしても落ちてしまい、「エッチって痛いことなの!?」と混乱したように叫さけぶ。


「どうしよう……全然エッチな気分がわからない!!　本番に間に合うかな……」


　──キィィィ。


　突とつ然ぜん、倉庫の扉とびらが開く音がした。


　吹音が視線を動かすと、扉の前に立つ甲かつ冑ちゆう姿の兵士が見える。


「そろそろオーケストラの時間です」


　──ついに開演間近となってしまった。


　吹音は結局、人類ドラマ化計画に対たい抗こうするための感情〝エロ〟を手に入れられなかった……。


「……どうしよう、どうしよう……」


　焦あせってつぶやく彼女の腕うでを、兵士が黙だまってつかむ。


　そして、有う無むを言わさずエロ倉庫から連れ出した。





　……吹音が兵士に腕を引かれて外を歩いていると、辺りが妙みように騒さわがしいことに気づく。


　遠くから「「イエス！　エロ＆ピース!!」」という声や「「エロ温存!!」」という声が聞こえる……。


「……なにをやってるんだろう」


　道を進みながら声のしている方を眺める。すると遠くに──丈途たちが見えた！


「どうしてここにいるの!?」


　予想外のことに吹音は混乱してしまう。


　──吹音が持ってた赤ふんのクマさんの意味、伝わらなかったの!?　吹音が人類ドラマ化計画を止めようとしてるのに……。


「とにかく丈途くんたちと話さなきゃ!!」


　走り出そうとした吹音の腕を、兵士が黙って引き戻もどす。


「開演まで時間がありません。オーケストラ会場へ向かいます」


「ちょっとだけだから、お願い!!」


「駄だ目めです」


「一目でいいから!!」


「駄目です」


　完全な押し問答だった。〝役〟を演じるだけの相手になにを言っても無駄なのだ。


　そのときふと、丈途たちの方で大きな爆ばく発はつが起こる。


「──うわ～！　ボクのボインどーだーが爆発して貧乳になっちゃった～!!」


「──強ごう引いんな運転ばかりしてるからだよ……」


　煙けむりを上げるブルドーザーの上で騒ぐ創へ、丈途が息を吐はきつつ漏らす。


「──ちょうどよかったですわ。この混乱に乗じてあの作戦を……」


　部長はそう言っておしおき棒のようなノートを高々と掲かかげると、誰だれかに合図するように大きく振ふった。


「──そろそろ俺の出番か」


　主のわからぬ声がした直後……丈途が、こつぜんと姿を消す！


「丈途くん!?」


　吹音は兵士の手をふりほどいて走り出そうとした。すると兵士は困ったようにして「……仕方ありませんね」とため息をつく。


「行っていいの？　ありがとう──きゃっ！」


　お礼を言いかけた吹音は、兵士からいきなり担かつぎ上げられてしまった。


「では、オーケストラ会場へ行きましょうか」


　そう言って、兵士は淡たん々たんと歩き始める。


「丈途く────ん!!」


　吹音の悲痛な叫びは、遠のいてゆく丈途に届くはずもなかった。





「──ねぇパパ、あの吹音ちゃんパン買って！」


「──ほら、ちゃんと百点のゴールにボールを入れて吹音ちゃんストラップを当ててよ」


「──吹音ちゃん人形のオーケストラ限定版だと!?　……買いだな」


　オーケストラ会場の前では食べ物やミニゲームなどの出で店みせが並び、みんなをもてなしていた。客たちはそこら中で売られている〝吹音ちゃんグッズ〟を見て喜んでいる。吹音ちゃん飴あめ、吹音ちゃんお面、吹音ちゃんバッグ……。


「会場が吹音一色だ……」


　兵士に担がれていた吹音は、辺りの様子を眺ながめて啞あ然ぜんとする。


「ドラマ制作委員会のシナリオにより、あなたは世界的に有名なクラリネット奏者となりました。これは、あなたのコンサートを楽しみにして訪おとずれた人々のシーンです」


「シーンって……」


　吹音は今一度みんなをよく見つめる。親におねだりをする子供も、デート中の男女も、吹音ちゃんグッズを買い漁あさる男も……みんな無表情だった。


　──吹音ちゃんパン、甘いイチゴ味でおいしい！


　──やった！　吹音ちゃんストラップありがとう！


　──吹音ちゃん音楽ディスク初回限定版か……買いだ！


　人形のような無表情でつむぐ楽しげな声……吹音は知らず寒気を覚える。そして改めて思った。これが、人類ドラマ化計画なのだ。


「こんな世界を変えたいのに……吹音、新しい〝感情の引き出し〟を手に入れられなかった。これじゃみんなの洗脳を解けない……」


　彼女はクラリネットを握にぎりしめると、申し訳なさそうにうつむいてしまう。


　そのとき、「ドン！」という音とともに大空へ花火が上がった。


　見上げた吹音の瞳ひとみに、『平和記念日　鳴唐吹音コンサート』という文字が映る。


「もうすぐ開演しちゃう……」


　会場の中に入ると、五階まで席のあるホールへ案内された。広さが尋じん常じようではなく、大きな球場が二十や三十は優に入るほどである。


　そしてそのホールは……満席だった。しかも全員が微び動どうだにせず席に座っている。


「一千万人います。クロトさんが、あなたのコンサートのためだけに集めたのです」


「吹音のためだけに……」


『──貴女あなたにも繰美にも……汚よごれて欲しくない』


　吹音は昨夜ゆうべ聞いたクロトの台詞せりふを思い出した。


　吹音のために一千万もの人を集め、妹のために世界平和を成そうとする……。普ふ通つうの人なら友達を集めたり一いつ緒しよに募ぼ金きん活動をしたりですむ話が、〝天才〟であるがゆえにここまでのことをしてしまう。そうしなければ納なつ得とくがいかないのだろう。


「クロトさん……あなたも〝我が道〟を突つき進んでるのよ？」


　どこか心配するように漏もらす吹音を、兵士は黙だまってステージ袖そでへと案内した。


　オーケストラのメンバーはまだ誰も来ておらず、ステージには椅い子すや譜ふ面めん台だいしかない。ただ、その中央にクロトが立っていた。彼が吹音に気づいて微笑ほほえみかけたそのとき、ゆっくりと舞ぶ台たいの幕が上がり始める。


　客席に向かって優ゆう雅がに一礼したクロトは、朗々と喋しやべり始めた。


「今年は〝世界平和元年〟だ。みんな、この素す晴ばらしき年を祝う式典へようこそ。本日のオーケストラは世界中の音楽家から選えりすぐった最高の編成だ。そしてソロを務めるのは我らが鳴唐吹音さん……今日は彼女の音を存分に楽しんでいってくれ」


　反応がないとわかりきっている人々に熱をこめて喋るクロト……。


　──独裁者。


　そうとしか言いようがなかった。


　そんな中、吹音のいたステージ袖にオーケストラのメンバーが集まり始める。兵士はそれを見て、吹音をステージの席へと案内した。


　指揮者は演奏者たちが席に座ったことを確かく認にんすると棒を振ふり始め……ついに、世紀のオーケストラが始まった。


　複雑な旋せん律りつ。重じゆう厚こうな音。それらが絡からみ合って奏かなでる珠しゆ玉ぎよくの調べ……。


　聴ちよう衆しゆうに感情があれば最初の一音で演奏世界に引きこまれていたであろう至高の演奏だった。


　だが、その演奏を紡つむぐ一団にいた吹音の手はしだいに震ふるえ始めている。


　──中学の頃ころ、オーケストラの人と一緒に演奏してる間は大だい丈じよう夫ぶだった……。


　嫌いやな汗あせが彼女の純白ワンピースを濡ぬらす。


　──今日はみんなを助けるために演奏しようってがんばってたのに……たとえ吹音がトラウマを乗り越こえても、誰だれも助からない。


　絶望感が彼女の心を蝕むしばんでゆく。


　──どうしよう……トラウマとか洗脳とか色々重なって、吹音、もう……。


　そのときついに、彼女のソロパートに入る。


　反射的に椅子から立ち上がり、前に出てしまったが……眼前にいる一千万人の聴衆を見たとき、体が固まった。


　──ハァ、ハァ、ハァ……！


　自分の呼吸だけが妙みように大きく聞こえる。前をじっと見つめたまま、体に鎖くさりでも巻きついたかのように動けない。


　──ハァハァハァハァ……！


　加速してゆく呼吸に反比例して、どんどん息が苦しくなってくる。


　……吹音、また失敗しちゃうのかな……。


　朦もう朧ろうとした意識の中で、彼女はふとそう思った。その途と端たん、すっと一筋の涙なみだがこぼれる。


　……このまま失敗したら、二度と立ち直れないんだろうなぁ……。


　完全に演奏が中断されているというのに、〝役〟のおかげで誰も非難してこない。だが吹音の頭の中には聞こえていた。中学生の頃に浴びた罵ば倒とうの数々が……。


『──〝天才〟と言われて調子にのったガキ』


『──確かに天才だったな、〝迷めい惑わく〟の』


『──あいつの演奏は二度と聞かない。そもそも聞けなかったが！』


　……吹音、中学のときちゃんと吹ふけてたらよかったなぁ……。


　何度も何度も繰くり返した後こう悔かいを今一度胸の内でつぶやいた瞬しゆん間かん、彼女の過呼吸は極限を迎むかえてしまう。


　そして意識が途と切ぎれ──。





「鳴唐さん!!」





　聞こえるはずのない声が聞こえた。懐なつかしい声。ずっと昔から知っている頼たのもしい声……。


「!?」


　吹音はステージから少しだけ離はなれた客席に丈途を見つけ、驚おどろきの声を上げる。


「丈途くん!!」


「今は詳くわしいこと話してる時間がないんだ！　とにかくこれを受け取ってくれ!!」


　そう言って彼が投げてきたのは──一枚のリード。「がんばってね！」と彫ほられた、彼との思い出のリードだった。


「ぼくのリードだよ！」


　彼はそう言って吹音に笑え顔がおを向ける。


『がんばってね！』


　吹音は、丈途にそう言われた気がした。


　……丈途くん。吹音が自分に負けそうになったとき、いつも助けてくれる人。洗脳されちゃうかもしれないのに、わざわざここまで来てリードをくれて……。


　吹音はリードをギュッと抱だきしめ、さきほどとは違ちがった意味で涙を滲にじませる。


　……丈途くん、あなたはやっぱり……吹音の大事なクマさん！


　彼女は意を決するようにして顔を上げると、その場でリードを取り替かえる。


　ずっと自分のことを応おう援えんし続けてくれた丈途……彼のリードを口にして、言い尽つくせぬ感謝を表現するかのように息を吹きこんだ。


　オーケストラ会場に響ひびき始めた、温かで胸に迫せまるような……情熱的な音。


　吹音は、ついに長い戦いを終え、トラウマを乗り越えたのだ。





　……会場には鳴唐さんの温かで力強い音が響いていた。今まで聞いたどの演奏より胸に迫ってくる。この日のために彼女がどれほど練習したのかひしひしと伝わってきた。


「鳴唐さん……吹けてよかったね」


　ぼくはつぶやくと、自分が持っている一枚のリードを見つめた。元は鳴唐さんが持っていた「がんばってね！」と彫られたリードだ。


　リードを握にぎりしめると、ぼくはもう一度「よかったね」と漏もらす……。


　そのとき、ぼくは大事なことに気づいた。


　鳴唐さんに渡わたしたリードはぼくが常に持っていた物だ。つまりぼくの体液が染しみついているもので、彼女は今それをクラリネットにつけてくわえているわけで……。


「間接キスじゃないか！」


　──ゴクリ。


　ぼくは思わず生なま唾つばを呑のんでしまう。


　今、鳴唐さんは演奏している。つまりキスどころかくわえていて、タンギングで時に素す早ばやく時にじっとりと舌で舐なめ上げているわけで……。ぼくのリードはその刺し激げきを受けるたびにビクンッビクンッと震ふるえて喘あえぐように音を奏かなでて、でも鳴唐さんは情熱的な演奏を続けるためにぼくのリードの限界も無視してその小さくてかわいらしい舌で積極的に舐め続けて──。


「もう限界だよ！　鳴唐さん激しすぎ!!」


「──アホなこと言うな！　さっさと隠かくれるぞ!!」


　知らず叫さけんでいたぼくへ横からツッコミが入る。


　目を向けると、迷めい彩さい服を着た大おお柄がらな男が立っていた。潜くんだ。


　──実は、ぼくは潜くんに隠れん坊ぼうでエスコートされて一足先にセール会場を抜ぬけてきたのだ。みんなはまだ、バーゲンタイムを迎えて激しさを増した戦場で戦い続けている……。


「みんな、押し売りなんかに負けないでくれ……!!」


　ぼくが唇くちびるを嚙かみしめていると、ステージの袖そででクロトが映研メンバーになにか指示を出している姿が見えた。多分、ぼくたちを捕つかまえさせるのだろう。


「また隠れるぞ」


　潜くんはそう言うと、ステージ袖にいた映研メンバーが姿を消しているのを確かく認にんし、鼻をひくつかせ始めた。


「今この会場で動いている匂においは五人……こいつらが映研だな。五方向から一いつ斉せいにこちらへ向かってやがる。全員のルートを考えると──」


　潜くんはひとりでつぶやきながら、客席の合間をぬってステージ下へと向かう。


「そこ、すぐ近くにクロトがいるから！」


「灯とう台だい下もと暗くらしってやつさ。なによりステージに近い方がお前の〝作戦〟に都合がいいだろ？」


　……なるほど。


　ぼくは唸うなると、潜くんと一いつ緒しよにステージ下へと向かった。


　まだ鳴唐さんの演奏は続いていたが、クロトの声もかすれがちに聞こえてくる。


「吹音さんのトラウマ克こく服ふくに協力するとは……丈途くんには感謝しなければね。だがこれまでなんとか洗脳を耐たえていた者たちも、『シナリオ』と『サブリミナル』に加えてこの『生放送』まで加われば終わりだ」


　……クロト、今は優ゆう越えつ感に浸ひたるがいいさ。ぼくの作戦はまだ始まってもいないんだ。あと少し、もう少しで──。


　そのとき鳴唐さんの演奏が終わり、ついにオーケストラが終演した。


〝役〟を与あたえられた聴ちよう衆しゆう一千万人は全員同時に椅い子すから腰こしを上げ、スタンディングオベーションをする。


　鳴唐さんは積年のトラウマを乗り越こえ、晴れやかな顔で笑っていた。ステージを照らす強い光の中、純白のワンピースドレスに汗あせを輝かがやかせる彼女の姿は……まさに天使だ。


　……鳴唐さん、おめでとう。


　ぼくは自然と笑えみをこぼして心の中でつぶやく。


　今すぐ彼女のもとへ行って、自分の口でこの感動を伝えたかった。


　そんな中でクロトの哄こう笑しようが響いてくる。


「ふははははっ……！　ついに、ついに人類ドラマ化計画が成じよう就じゆする。武力もなく争いもない平和な世界の誕生だ！　吹音さんの素晴しい演奏で、この世界が平和になったんだ!!」


　クロトは喜びを隠せぬように声を上げていた。


　──確かにこの生放送でぼくの仲間は大きな被ひ害がいを受けただろう。だがそのかわりに鳴唐さんは世界的な地位を確立した。ゆえに……ぼくの作戦ができる!!


　ぼくは素早く体を動かすと一気にステージへ飛び乗る。


「クロト！　人類ドラマ化計画だなんて独善的なシナリオ……ぼくが改かい稿こうしてやる!!」


「丈途くん、そんな所にいたのか!?　しかし……改稿とはよく言う!!」


　クロトは次いで周りの映研メンバーに指示を飛ばし、生放送を今すぐ終しゆう了りようさせるために一名走らせ、ぼくを捕とらえるために四名走らせた。


「──どうやらギリギリで間に合ったようですわね」


　突とつ如じよ、一階の扉とびらが勢いよく開く。


　逆光の中から現れたのは……部長たちだ！


「──さぁ、丈途くんの最後の作戦、全速力で応援しちゃうわよ！」


　勝代は元気に喋しやべるとこちらへ猛もうダッシュしてきて……たどり着く直前に、こけた。そんな彼女に映研メンバー四名は足を引っかけて思いっきりころび、顔をしたたか打って意識を失う。


「──解かい剖ぼうの怨うらみは恐こわいぞ～～!!」


　そう言って、創はクロト目がけてバズーカを放つ。……オッパイ型の砲ほう弾だんは、着弾すると強い粘ねん着ちやく性でクロトを床ゆかへ磔はりつけにしてくれた。


「──これで邪じや魔ま者ものは消えたな。丈途、今こそ私に『ポルノ作家が世紀の戦いにエロで勝つという醜みにくくも頼たのもしい瞬しゆん間かん』を撮とらせろ！」


　来夏はぼくの渡わたしたフィルムの入っているカメラを構え、口の端はしを上げて笑う。


「──丈途、もし僕の力が必要なら言ってくれ。知的エロ攻こう撃げきで助すけ太だ刀ちするよ！」


　律がぼくの返事を待つようにしてこちらへ物欲しげな目を向ける。


「──今すぐ吹音ちゃんに百合ゆり爆ばく弾だんを使いたいけど……この場は丈途にゆずってあげるわ。さっさと作戦を成功させなさい！」


　蘭が不満げに顔をそらして声を上げる。


「……淫いん魔まが丈途に『また会おうね[image: ]』って言ってたニャ……キモイ友情ニャ……」


　ミサがため息をつきながら言う。


「──丈途くん！　私たちはこのときのためにあなたの力になったんだからね！　きっちり決めてきてよ!!」


　謡江が、弾はじけるような笑顔で手を振ふってくる。


　ぼくが彼女に手を振り返していると、部長がこちらへテレビカメラを向けてきた。


「丈途さん、あたくしを置いていったこと存分に後こう悔かいなさい！　このテレビがなければあなたの作戦は成功しなかったんですよ！　あたくしがいないとあなたは駄だ目めなんですからね!!」


　……あたくしがいないとあなたは駄目って……凄すごい台詞せりふだな。


　ぼくが頰ほおをひくつかせていると、部長の横で蘭がノートパソコンの操作を始める。


「──全世界の放送機関を掌しよう握あくしたわ！　いつでも始めて!!」


「わかりましたわ。丈途さん、早くオペレーション・エロスをしてください！　さきほどの生放送でこちらの勢力も残りわずかなんです!!」


「わかったよ！」


「──させないさ！」


　創の発明で動けなくなっていたクロトが、会場に来ていた一千万人の聴衆に向かって声を張り上げる。


「ドラマ制作委員会からの命令だ！　オーケストラを台無しにしようとしているこの無礼者たちを捕らえろ!!」


　…………………………………………………………………………………………………………。


　一千万人、誰だれひとり反応しなかった。……それもそうだろう。彼らは聴衆としての〝役〟しか与えられていないのだから、それ以外できるはずがない。クロトは最後の最後で、自身の計画の弊へい害がいによって打つ手を無くしたのだ。


「さぁ、大団円ですわよ!!」


　部長の声に背中を押され、ぼくは鳴唐さんの前に行く。


　──ぼくが考えた最後のオペレーション・エロス……それは、鳴唐さんへのポルノ告白だ！　このオーケストラによって鳴唐さんは今、全世界の〝天使〟と化している。その天使がぼくのポルノ告白でエロス愛に目覚めれば……全世界がエロに目覚める!!


　ぼくは彼女の前に一歩踏ふみ出すと、気き恥はずかしさをおして喋り始める。


「鳴唐さん、オーケストラでの演奏おめでとう。やっと昔の失敗を乗り越こえられたね」


「ありがとう！　丈途くんがくれたリードのおかげなの!!」


　彼女はクラリネットを裏返すと、マウスピースについていたリードをこちらへ見せる。


「鳴唐さんの力になれてよかったよ。……それにしても驚おどろいたな。鳴唐さんが閃学園の体験授業で会ったゲーマーだったなんて……」


「気づいてくれたのね。吹音、今と昔じゃ違ちがうから中々言えなかったの……」


　彼女はそっとまぶたを伏ふせると、次いで恥はずかしそうに「お久しぶりね、クマさん」と笑顔を見せてきた。


　──かわいい！


　ぼくは知らず胸を高鳴らせてしまい、段々と喋り方がちぐはぐになってくる。


「あ、あのさ……ぼく、今から人類ドラマ化計画をとめようと思うんだ」


「そうなの？　実は吹音も自分の才能でそれをやろうとしたんだけど……どうしても〝エッチ〟が理解できなくて駄目だったの。丈途くんの書いた『せいやつのしょうめい』って本も難しくて……」


　……せいやつのしょうめい？　せいやつ……それ、もしかして『性せい奴どの証明』じゃ!!


「あれ読んだの!?　ぼく、思いっきり女の人を拘こう束そくして股こ間かんにバイブとか当てて快楽漬づけにして性奴ど隷れいにしちゃってるんだけど──」


　って、しまった！　理解できなかったならわざわざ口で説明することないじゃん!!


「ん～改めて教えられてもよくわからないの。ごめんね」


　ラッキーなことに鳴唐さんはまるで意味がわからなかったようだ。


　ほっと一息ついていると、彼女はぼくへ急に真しん剣けんな目を向けてきた。


「丈途くん。吹音、ずっと謝らなきゃって思ってたことがあるの。その……丈途くんにリード投げちゃってごめんなさい!!」


　映画セットでぼくに『噓うそつき！』と言ってリードを投げたときのことを言っているのだろう。


「いいんだよ……ぼくだって実際、映画撮さつ影えいを途と中ちゆうでやめちゃったしさ」


「そう言ってくれると嬉うれしいの。でも……丈途くんはこんな世界になる前にどうにかしようとしてたのに、吹音は気づけなかったから……」


　彼女は肩かたを落として黙だまりこんでしまう。


　鳴唐さんのせいでこんな世界になったわけではないのに……真ま面じ目めな子だ。


「じゃあさ、今から一いつ緒しよに世界を平和にしよう！　鳴唐さん、ぼくのオペレーション・エロスを受けてくれる？」


「うん！　世界平和のために丈途くんのエロスをちょうだい!!」


　鳴唐さんの言葉に頷うなずくと、目を閉じて集中する。ぼくは彼女をモチーフにしたポルノ小説をなぜか書けないが……これはあくまで〝告白〟。大だい丈じよう夫ぶだ。


　──みんな、ここにたどり着くまでぼくのエロを温存してくれてありがとう。世界を平和にするため……世界中をエロ漬けにして閃学園を建て直すため……今ここに、ぼくの全エロを爆ばく発はつさせる!!


　目を見開くと、ぼくは一気にポルノを喋しやべり始めた。


「ぼくは……一いつ所しよ懸けん命めいなきみが好きだ！　大好きだ！　愛してる!!　ゆえにきみで妄もう想そうした〝エロ〟をプレゼントしよう!!　届け──ぼくのエロス愛!!」












「──このクラリネット、フォルティッシモでふけないですぅ～」


　パンツごしにぼくのこかんをくわえていたおとまじょフクネちゃんは、ふまんげにこちらをみつめる。


「むぅ！　おとまじょとして、ぜったいにふきこなしてみせますぅ～！」


　かのじょはすねたようにいうと、ぼくのこかんをギュッとくわえてくちびるでちからづよくしごく。


「くぅぅ……そんなにはげしく……!!」


　かのじょはぼくのはんのうをみてまんぞくげにうなずくと、さらにあいぶをつよめる。


「フクネ・フォルテ・ハーモニー♪」


　そのしゅんかん、あっとうてきなりょうのいきがこかんにふきかかり、それだけでひとつのあいぶとかす。こかんをどこまでもいっぽうてきにしげきしつづけるきょうれつないき……。


「フ、フクネちゃんだめだよ！　そういうんじゃなくてさ、だいじなのは〝愛〟だろ？」


「……愛？」


　かのじょはくびをかしげてこちらをみつめる。


「テクニカルなあいぶもいいけどさ……やっぱり〝愛〟がつまってるほうがいいな。そういう〝日常〟をさ……その、すきなフクネちゃんとおくりたいな」


　ぼくのことばをきいたフクネちゃんはきゅうにかおをかがやかせると「わかりました！　フォルティッシモで愛しますぅ～」とげんきにだきついてきた。












　…………………………………………………………………………………………………………。


「うん、吹音もそういう〝日常〟を送りたい!!」


　鳴唐さんは元気な笑え顔がおで返事をしてくる。


　あの純白だった鳴唐さんが……あのまるでエロを理解できなかった鳴唐さんが……ぼくのポルノ告白で「うん、吹音もそういう〝日常〟を送りたい!!」って──。


「「エ～ロ～か～わ～い～い～!!」」


　一千万人の聴ちよう衆しゆうが、自らの意思で大合唱してスタンディングオベーションを始めた……。


「やった、みんなの洗脳が解けた！　ついに人類ドラマ化計画を打ち破ったんだ!!」


　ぼくは嬉しさのあまり鳴唐さんに抱だきついてしまう。間近で見ると彼女はボロボロだった。服はしおれており、どれくらい練習したのか汗あせが乾かわいて塩になっていた。抱だきしめた細い腰こしやぼくに当たる薄うすい胸……その華きや奢しやな体できつい練習に耐たえたと思えばいとおしさが増して──。


「た、丈途くん……!?」


　ぼくの胸の中で、鳴唐さんが戸と惑まどったように赤くなっている。そう、ぼくの胸の中で……。


「って、ごめん!!　嬉しくてつい……」


　慌あわてて飛び退のくと、彼女は深呼吸をして赤い顔を必死に戻もどしていた。


　ひとしきり呼吸をして落ち着いた彼女は、ぼくに力強い瞳ひとみを向けて嬉しそうに口を開く。


「吹音わかったよ！　エッチって〝愛〟だったのね!!」


　………………へ？


　鳴唐さんの唐とう突とつな発言を前に、ぼくは目が点になってしまう。


「吹音、エロ倉庫でずっとエッチの勉強してたけど全然わからなくて……でも丈途くんの今のポルノを聞いてわかったの！　よく考えたら丈途くん、吹音が初めてポルノ小説について質問したとき、〝愛〟って教えてくれたもんね!!」


「……鳴唐さんがポルノについて初めて質問したとき？」


　ぼくは思わず考えこんでしまう。〝初めて〟というくらいだから入学当初だろう。あの頃ころはほとんど鳴唐さんと話せなかったから……え～っと……。


『──ポルノ小説って、なに？』


『恋れん愛あいの形のひとつなんだ。そう、愛！』


　──言ってた！　しかもその場限りの酷ひどい言訳で!!


　こちらの会話が聞こえていたのか、客席中から蔑さげすむような視線を感じる……。部長のそばで放送のサポートをしていた蘭に至っては、「……その話、あたしも知ってるわ。やっぱり丈途はデリートすべきよ!!」と怒いかり心しん頭とうで叫さけんでいた。


　……まずいな……。


　ぼくはなにかいいごまかし方はないか考えこんでしまう。


　そんな中、聴衆のざわつく声が聞こえてきた。


「──俺たち、なんでドラマ制作委員会の言うことを聞いてたんだろう？」


「──わからないわ。でも……その間、全然楽しくなかったわね」


「──僕、もう役所が配るシナリオなんていらないよ」


　……みんな洗脳されていたときの記き憶おくもあるのだろう。会場中の人が戸惑っていた。


　鳴唐さんはそんなみんなを見て、なにかに気づいたようにぼくを見る。


「丈途くん、これじゃまだ世界は平和になってないよ」


「……え？　だってみんなの洗脳は解けてるじゃないか」


「洗脳が解けた〝だけ〟じゃない。オペレーション・エロスは愛を伝える作戦……これじゃまだ、丈途くんが目指した世界平和じゃないでしょ？」


「そうか！　まだみんな〝エロス愛〟に溢あふれてない!!」


　これではまた紛ふん争そうの繰くり返しだ。ぼくのオペレーション・エロスはあと一歩のところでみんなの心に届いていなかった……。


「吹音、ずっと丈途くんとクロトさんの違ちがいについて考えてたの。きっとそれが世界平和に必要なことだって思ったから……。でね、やっとわかったの。それは、他ほかの人を受け入れる〝愛〟があるかどうかなのよ」


　彼女は自分の言葉を確かく認にんするように頷うなずくと、ぼくへ一歩近づく。


「吹音、今ならできる気がするの。自分の演奏でみんなに〝想おもい〟を伝えられる気がするの。だから──」


　彼女はぼくにいくらか耳打ちすると「ね、お願い」と微笑ほほえんでくる。


「な、鳴唐さんからそんなこと言うなんて……」


「世界を平和にするんでしょ？」


「そうだけど……本当にいいの？」


「うん。丈途くんなら……いいよ」


　鳴唐さんはそう言って耳まで真っ赤になってしまった。


　しかし彼女は次いで覚かく悟ごを決めるように頷くと、「あの体験授業のときみたいに一いつ緒しよに楽しみましょ、クマさん!!」とぼくの手を引く。


『──一緒に楽しもう！』


　体験授業のとき、ぼくは鳴唐さんにそう言って手を差し出した。今は、彼女がその台詞せりふを言ってぼくの手を引いている……。


　……入学した頃はあんなに引っ込み思案だった鳴唐さんが、こんなに前向きに……。


　視線の先で揺ゆれる彼女のショートヘアが、一いつ瞬しゆん、昔の長い赤あか髪がみと重なる。


　……鳴唐さん、強くなったな……。


　つい涙るい腺せんが緩ゆるんでしまった。


　しかしぼくは、オペレーション・エロスをやりきるために瞳ひとみをギュッと閉じる。そして目を開けたときぼくたちはステージの中央にいた。


「丈途くん、始めましょう！」


「わかったよ！　じゃあ──」


　そう言ってぼくは……鳴唐さんに後ろから抱だきついた！


「──ちょっ、なにしてんのよ丈途!?　やっぱりあんたデリートよ！　デリート!!」


　蘭がパソコンを操作しながら悲鳴を上げていたが、ぼくは無視して集中を始める。


　……このポルノで世界に〝愛〟を伝える。そう、ぼくと鳴唐さんで奏でる──愛の二重奏で!!


　その瞬間、鳴唐さんがクラリネットを吹ふき始めた。


　ゆったりしたメロディーで吹かれる前奏。温かさに溢れ、情熱に溢れ、しかも愛に触ふれた心和なごむ音……。


　ぼくはその音に身をゆだねながら、世界中に愛をふりまくようにしてポルノを喋しやべり始めた。
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　鳴唐さんがソロを務める世紀のオーケストラが終わり、ぼくは興奮が冷めぬままホテルへと帰った。そして一時間後……彼女は演奏時の衣装である純白のワンピースドレスを着たままぼくの部屋を訪ねてくる。


「……どうしたの？」


　ぼくは戸惑いつつも、制服たるモーニング風コートを揺らして鳴唐さんへ近づく。


　彼女はそんなぼくになにか言いかけ……一度深呼吸をした。


「吹音、今日の演奏でわかったの。エッチって〝愛〟だったのね。だからその……吹音のこと……」


　──食べていいよ。


　声にならない声で、そう聞こえた気がした。


　ぼくは彼女の前に立つとそっと抱きしめ──キスをする。


「んっ……」


　鳴唐さんはそう言って目を見開いたが、次いで、なにも言わず瞳を閉じる。彼女もまた演奏の興奮が冷めていないのか、その小ぶりな唇は情熱的に火照っており、プリッとした感触がして心地よかった。


　ぼくは唇を離すと彼女をベッドへ連れてゆき、その場に寝かせる。初めてのエッチが恐いのか、彼女は瞳を固く閉じたままだった。


「大丈夫だよ。その……ぼくも初めてでうまくできるかわからないけど……」


　そのとき、鳴唐さんが急に手を伸ばしてぼくを抱きしめてきた。彼女なりの、精一杯の感情表現なのだろう。目の前にある彼女のうなじから、甘い香りが漂ってきた。


「いいの……あなたになら……いいの」


　その言葉に勇気をもらい、ぼくはドレス越しに鳴唐さんのかわいらしい胸へ手を這わせる。ドレスは大量の汗で湿っており、彼女が一所懸命に演奏して昔の失敗を乗り越えたことを証明していた。ぼくはいとおしさに溢れ、彼女の胸を丹念に揉みしだく。


「んくぅぅ……！　き、気持いい……」


　小さな胸は愛撫でわずかに起伏するだけだったが、それでも彼女には充分な快楽を与えているようだ。初めての性感に戸惑うかのように、鳴唐さんは頰を上気させて恥ずかしそうに「ふぅっ……！　んんっ……!!」と喘いでいた。


「吹音、あなたとこんな風になって今幸せなの。こんな〝日常〟がずっと続けばいいな……」


「そうだね。ぼくもそう思うよ」


「でもね、吹音たちだけじゃなくて……今日の演奏を聞きに来てくれたみんなも、世界中のみんなも、こんな〝日常〟で幸せだったらいいなって思うの」


　その言葉を聞き、彼女の純白さを改めて知った。


　……自分のことだけじゃなくて、みんなのことまで考えるなんて……。


　ぼくは鳴唐さんを抱きしめると「きみのこと……好きだよ。みんなにもきみの気持、伝えたいね」と言い、そっとドレスの裾をたくし上げた。












　……閃学園の体験授業を思い出させるふたりの協力プレイ。


　人の心に響ひびく鳴唐さんの〝クラリネット〟。


　エロスに訴うつたえるぼくの〝ポルノ〟。


　ふたりの才能が交わって生まれたものは──。


「「エロ＆ピース!!」」


「「エロ＆ピース!!」」


「「エロ＆ピース!!」」


　大きな会場の中で、一千万人の大合唱が鳴り響く。


　──オペレーション・エロス、成功だ！


「やったね鳴唐さん！」


「うん、これで世界が平和になったのね!!」


　ぼくたちはステージ上から、鳴り止やまぬ「「エロ＆ピース!!」」の声を心地よく聞いていた。


　ついに、世界が平和になったのだ。




　５　新たな世界とひとつの終わり







　──世界平和。閃学園に入学した頃ころは考えもしなかったことだ。無む茶ちや苦く茶ちやな学園生活を通じて少しずつ成長し、部長とクロトというふたりの〝天才〟に会って紛ふん争そうの現実を知り、やっと達成したこと……。


　ぼくはオーケストラのステージ上から、いまだやまぬ「「エロ＆ピース!!」」の声を聞きながら万ばん感かんの想おもいで目の前の少女に話しかける。


「ありがとう鳴唐さん。きみがいなかったらこのオペレーション・エロスはできなかったよ」


「丈途くんが吹音を応おう援えんしてくれたからちゃんと吹ふけたの。だから……丈途くんのおかげよ」


「そんな……でもそう言ってくれると嬉うれしいよ」


　学園が崩ほう壊かいしてからは辛つらいこともたくさんあった。


　友達が洗脳され。


　世界中が洗脳され。


　友達と戦いながらもエロス愛の伝導をあきらめずにここまで来た。


「……ねぇ、丈途くん」


　鳴唐さんが頰を赤らめながら、言いづらそうに後ろを向いてぼくを見る。


「……ん、どうしたの？」


「その……あんまりギュッと抱だかれると、苦しいの」


　……ギュッと抱く？


　ぼくは自分の腕うでを見つめる。すると……さきほどオペレーション・エロスをしたときからずっと、鳴唐さんを抱いたままだった！


「ごめん!!」


　慌あわてて鳴唐さんから離はなれると、彼女は「いいの、吹音から〝抱いて〟って言ったんだし……」と恥じらうように視線を落とす。


　──『吹音から〝抱いて〟って言ったんだし』って……響きがエロいな！


　ぼくはつい、さっきまで抱いていた鳴唐さんの体を思い出してしまう。ほっそりとした腰こしは優やさしく抱かなければいけないほど繊せん細さいだが、伝わってくる体温は情熱的な演奏を体現するがごとく熱く、その熱に醸かもされた匂においは汗だらけでもどこか甘くて気が遠くなりそうで……。


「ほんと、おいしそうだな！」


「……おいしい？　なにか食べ物を見つけたの??」


　鳴唐さんは辺りを見回して、「オーケストラの練習を始めてからろくに食べてないから、吹音も食べたい……」とお腹なかをさすっていた。


　そんな中、床ゆかへ磔はりつけになっていたクロトが会場を見み渡わたして呆ぼう然ぜんとしていることに気づく。


「ぼくは……負けたのか？」


　自問するような声。


　ずっと前から進めていた計画が完成間近で失敗したのだ。中々認められないのだろう。


　そんな彼のもとへ部長が歩み寄ってゆく。


「お兄さま、勝ったとか負けたとかそんな問題ではありませんわ。この会場をご覧ください。こんなに笑え顔がおに溢あふれて……これがあたくしたちの悲願、世界平和ですわ！」


「これが……平和……」


　いまだ啞あ然ぜんとしているクロトのもとへぼくも向かう。


「鳴唐さんがぼくとクロトの違ちがいは『他ほかの人を受け入れる』かどうかだって言ってた。考えてみればクロトだって閃学園の校訓通り〝我が道〟を進んでたんだ。でも……我が道をゆく人間が他人の我が道を邪じや魔まするなんてただのわがままじゃないか。洗脳なんかしなくても世界は平和にできる。そうだろ？」


　ぼくは会場へ目をやり、笑顔で「「エロ＆ピース!!」」と合唱するみんなを見つめる。


　ぼくと同じく会場を見つめたクロトは、「……ぼくのシナリオは、一行目から間違っていたというのか」と漏もらし、ついに心が折れたかのようにうつむいてしまった。


　……クロトだって、世界を平和にしたいという志をもって計画を進めてたんだよな……。


　彼を眺ながめながらやりきれない気持になる。


　どんなに高い志を抱いだこうとも、進む道を間違えればとんでもない間違いを犯おかしてしまう。


〝我が道をゆく〟というのはとても難しい……。


　ぼくが考えにふけっていると、閃学園のみんながこちらへ駆かけてくる姿が見えた。


「──丈途！　あんたどさくさに紛まぎれてなに吹音ちゃんを抱きしめてんのよ!!」


　──ドカッッ!!


　蘭が、いきなりドロップキックをしてきた！


　蹴け倒たおされてしまったぼくは、床に尻しりをついたまま声を荒あらげる。


「痛いっったいなー！　オペレーション・エロスのためなんだから仕方ないだろ!!」


「噓うそおっしゃい！　性せい欲よくの権ごん化げにして存在が性犯罪者なあんたがなんの下心もなくするわけないでしょ!!」


『──吹音から〝抱いて〟って言ったんだし』


　鳴唐さんの言葉を思い出して、知らず鼻の下を伸のばしてしまう。


「ほら、あんた今明らかに吹音ちゃんでエロいこと考えてるし!!」


「──まったく、丈途さんのだらしなさは筋金入りですわねぇ……」


　部長はあきらめたように深いため息をついていた。


「──丈途くん、よかったわね！」


　謡江が笑顔で言ってくる。彼女は次いで聴ちよう衆しゆうを眺めている鳴唐さんを見ると「ほんと……うらやましいわ」と少しだけ瞳ひとみを潤うるませていた。


　そんな彼女へ、部長が同情するように話しかける。


「丈途さんには、きちんとあたくしたちのことも考えて欲しいですわよね。あの人ときたらまったく女心がわかりませんからねぇ……」


「そうよねぇ……エッチなことには異常に敏びん感かんなくせに」


「そういえば、『赤ふんのクマさん』ですらあたくしの説明でやっと気づいてましたわよ」


「そうなの!?　どれだけ鈍どん感かんなのよ……」


「「はぁ～」」


　ふたりはこちらへ向けて盛大なため息を重ねてきた。


　……な、なんでそこまで責められるの……？


「──丈途！　どうして僕でオペレーション・エロスをしなかったんだ！　あえて鳴唐さんでやった意味がわからないよ!!」


　律が怒おこりながら駆け寄ってくる。


「どう考えても鳴唐さんじゃないと駄だ目めだったろ!?」


「そんな……僕に対するきみのエロスはその程度だったのかい!?」


「──じゃあ解かい剖ぼうしてエロスの埋まい蔵ぞう量を調べてみよ～！」


　ぼくのプレゼントした工具箱を持って、創が子犬のように抱だきついてきた。


「この戦いが終わったらきみの工具で解剖させてって言ったよね！」


「オッケーしてないから!!」


「──『ポルノ作家が世紀の戦いにエロで勝つという醜みにくくも頼たのもしい瞬しゆん間かん』……きっちり撮とらせてもらったぞ」


　カメラを掲かかげて来夏がこちらへ近づいてきた。


「そっか、よかったね！」


「………………」


　彼女はなぜか急に口ごもり、顔を赤らめてしまう。


「……どうしたの？」


「フィルムの礼は二度言わんからな！」


　啖たん呵かを切るようにして言った来夏は、そのままこちらから離はなれてしまった。


　……フィルムの礼……？


「──世界がエロ漬づけになったから、これで学園を建て直せるわね！」


　そう叫さけんで、勝代が嬉うれしそうに飛び跳はねている。


　そんな彼女へミサが「黒くろ魔ま術じゆつで閃学園を素す敵てきな伏ふく魔ま殿でん風に直すニャ！」と楽しげに話しかけていた。


　……伏魔殿はやめてくれ。でも──ぼくらの目的は同じだ！


「世界をエロ漬けにしたから、今度は学園を建て直そう!!」


　力強く叫んだぼくへ、みんなが「「エロ＆ピース!!」」と元気に応こたえてくれた。





　──そして一週間が過ぎる。クロトの居城だった映画セットですらすぐに建てた閃学園生だ。学園も……一週間で建て直していた！


「相変わらず早い……!!」


　ぼくは校門近くの坂道から元通りになった学園を眺め、呆ぼう然ぜんとする。


　中庭も、校舎も、寮りようも……きちんと元通りだ。


「やっと全部戻もどったんだな……」


　感かん慨がい深ぶかげに漏もらしたぼくは、「閃学園復興パーティー」が開かれている体育館へと向かった。


　そこではきっと、〝世界平和〟という偉い業ぎようを成しとげたがゆえに変化の訪おとずれたみんなが待っている。


　そう──みんな、変わったのだ。





　体育館に入ると、そこら中に置かれたテーブルに料理の天才たちが趣しゆ向こうを凝こらした食べ物が並んでいた。


　中の肉にく汁じゆうが香こうばしく匂におうショウロンポウ。スパイスがきいていそうで食しよく欲よくをそそるローストビーフ。醬しよう油ゆで焼いたホタテがのせてあってそれだけで満腹になりそうなご飯……。


「どれから食べるか迷うな……」


　料理は皿へ自由に盛って食べる形式だったので、最初の一品を求めて視線をさまよわせる。そのとき──。


「謡江さんファンクラブは独立国家と同じだ！　わしに文句があるならたとえ一国の王であろうとも入会は認めん!!」


　顔を向けると、総才が携けい帯たい電でん話わに向かって叫んでいる姿が見える。


「──ごめんなさい。今、いろんな国から私のファンクラブに入りたいって問い合わせが殺さつ到とうしてるみたいなの。政財界の人も結構いるらしくて……総才くんも大変みたい」


　いつの間にかぼくのそばに来ていた謡江が、困ったように息をついていた。


　世界の政財界……!!


　ぼくはスケールのでかさに言葉を失ってしまう。


「……もう、アイドルデビューしちゃえば？」


「アイドルかぁ……」


　謡江は言いながら、遠くを見つめて考えこむ。


「……丈途くん、オペレーション・エロスでみんなに〝日常〟の大切さを訴うつたえてたよね？」


「うん」


「私もここでの〝日常〟が好きなの。だから……デビューは卒業してから考えるわ」


　彼女はそう言うと、「これからもよろしくね」と微笑ほほえみかけてくる。


「こちらこそよろしく！」


　ぼくが謡江に笑えみを返していると、来夏が慌あわててこちらへ駆かけてくる姿が見えた。


「丈途！　今、各国の出版社から『エロ醜い写真集』を作るよう頼まれてるんだが……被ひ写しや体たいがいない！　だから早くいつものやつを頼む!!」


「いつものやつってなんだよ!?　ぼく、『エロ醜い』だなんて変なことしてないし!!」


「……は？　冗じよう談だんなら笑えんが……」


　素で言う来夏……。


　……ぼく、そんなにいつもエロ醜いことしてるの……？


　つい、自問してしまった。


「あぁそうだ。この前撮った『ポルノ作家が世紀の戦いにエロで勝つという醜くも頼もしい瞬間』……お前の分も現像しておいたぞ」


　彼女はぼくに一枚の写真を渡わたしてくる。


　その写真の中でぼくは、純白のワンピースドレスを着てクラリネットを吹ふく鳴唐さんを後ろから抱だきしめ、陶とう酔すいしたようにポルノを喋しやべっていた……。


　……改めて見せられると、凄すごく恥はずかしい構図だ。


「とにかく被写体を頼たのんだからな！　このパーティーが終わったら早さつ速そく撮さつ影えい会だ!!」


　言うが早いか来夏は走り出し、エロ醜みにくい写真を量産するためそこら中の人に「今夜はずっと部屋のカーテンを開けておけ！」と喋りまくっていた。


　──予告盗とう撮さつ!?　……よっぽど締しめ切きりで追いつめられてるんだな。いろんな国の出版社から依い頼らいが来てるならそうなるか……。


　──世界平和をやってのけた「閃学園」は今、世界で知らぬ人はいない学校になっていた。偉業達成の途と中ちゆうであったゴタゴタは全部「エロ＆ピース」の精神で不問だ。ゆえに生徒たちの〝才能〟を求めて、各国から様々な依頼が舞まいこみ始めていた。


「世界的な写真家に、世界的なアイドルか……はぁ……」


　知らずため息が漏れてしまう。


　ぼく、世間では「壮年作家の芥川竹人」として通っているため閃学園の生徒だと思われておらず……今までと変わりないのだ!!


「くぅぅ……！　本名で書いてれば今ごろ印税ウハウハで夢のポルノ御ご殿てんが造れたのに!!」


　あまりの悔くやしさに地じ団だん駄だを踏ふんでしまう。


「──べつに今まで通りでいいじゃない。ま、あたしもちょっとは状じよう況きようが変わったけど」


　ノートパソコンを持った蘭が、携帯電話を操作しながら近づいてくる……って、パソコンと携けい帯たい？


「蘭って親からネット系の物は全部制限されてるんじゃなかったっけ？」


「世界平和をやってのけたのよ。即そく答とうでオッケーもらったわ。まぁほら、この学園に来た原因って元々クラッキング不正なデータ操作だし……」


　蘭はばつが悪そうに言うと、「でも、これでいつでも吹音ちゃんと連れん絡らくが取れるわね」と口元をほころばせていた。


　そして、彼女はぼくの目の前に携帯を差し出す。


「……なに？」


「『なに？』じゃないわよ！　確実に百パーセント絶対一生連絡しないけど、一応、あんたともアドレス交こう換かんしてあげるって言ってるの!!」


「……普ふ通つうに言ってくれればいいのに……」


　ぼくは携帯を取り出して操作を始める。え～と、データ通信でアドレス交換するボタンって……ん～……。


「あぁまどろっこしい！　ちょっと貸しなさい!!」


　蘭は怒ど鳴なるとぼくから携帯を取り上げ、「ほら、終わったわよ」とすぐに返してくる。


「さすがに早いね」


「夜中に劣れつ情じようをもよおして卑ひ猥わいなセクハラメールしてきたら殺すわよ」


　一いつ瞬しゆんこちらを睨にらんだ彼女は、次いで「あたしも色々と仕事の依頼が来てるけど……弾だん丸がんタッチですませるから学園生活は普通に送れるわ。これからもよろしく」とそっぽを向いていた。


「──蘭もついに携帯を持ったんだね。みんな変わったなぁ」


　声の元をたどると、律が近くのテーブルでおにぎりを食べているのが見えた。しかも……ナイフとフォークを使って！


「明らかにマナー違い反はんだから!!」


「マナーは店の格式によっても変わるものさ」


　彼は肩かたをすくめると、紙ナプキンで口元を拭ふいてこちらへ来る。


「そういえば、律はなにも変わってないの？」


「もちろん仕事の依頼は増えたけど……僕は元々働いてたから大差ないよ。それより丈途、今度きみからポルノの授業を受けたいね。僕もオペレーション・エロスに力を貸して新たな〝力〟を手に入れたわけだし……」


「……いや、あれはもう二度とやらない方がいいから」


「なんだって!?　丈途のポルノをリスペクトして編み出した技わざだっていうのに……!!」


「あれがリスペクト!?　……ぼくだったらあんな数字ばっかりの描びよう写しやしないけど」


「そんな……僕の読みこみが甘かったっていうのかい!?」


　言い合うぼくらを見て、蘭が「だから『引くわよ』って教えたのに……」と漏もらす。


　そのときふと、こちらの脇わきを通り過ぎるミサの声が聞こえる。


「……みんな変わったニャ～、丈途以外は！」


　──グサッ！


「みんなどんどん大きくなってくニャ～、丈途以外は！」


　──グササッッ！


「ちょっ……失礼だなミサ！　ぼくだって本名で書いてれば──」


「どうせ印税をエッチなことにつぎこむだけニャ」


「うっ……!!」


　図星を突つかれて言葉につまってしまう。


「っ……そこまで言うなら、ミサはなにが変わったのさ!?」


「ヨーロッパの黒魔術結社から誘さそいが来たけど……断ったニャ」


「……ヨーロッパ？　確かあそこにはミサの両親がいたはずじゃ……」


　──彼女はヨーロッパにいる両親が恋こいしいはずだ。ゆえに望郷のバラードを熱唱していた謡江のファンになったのだから……。


「卒業までは学園にいることにしたニャ。丈途の近くにいたらいつの間にか友達が増えたし……もうホームシックは終わりニャ！」


　そう言って彼女は晴れやかな笑え顔がおを見せ、頭の猫ねこ耳みみをピョコッと動かしていた。


　……そっか。ミサ、よかったね……。


「──ポルノ作家く～ん、聞いて聞いて！　ボクね、学園の地下十キロにいかにも怪あやしい研究所を造ったんだよ～!!」


　創が勢いよくダッシュしてきてぼくに抱だきつく。


「って……勝手にそんなもの造っちゃ駄だ目めだろ!?」


「大だい丈じよう夫ぶだよ～。なにせボクは世紀のマッドサイエンティストだからね！　世界平和に貢こう献けんしたのに、どの研究所も『危なっかしいからいらない！』ってスルーしたほどなんだよ～!!」


　彼女は自じ慢まんするかのように笑いつつ喋しやべっていた……。


　……スカウトされなくて喜ぶのも珍めずらしいな……。


「ちなみにボクの研究所、ポルノ作家くんのエロス埋まい蔵ぞう量や妄もう想そう発生力を確かめるための機器が満まん載さいなんだよ！　ぜひ遊びに来てね～!!」


「……また変な機器を導入したね」


「もちろん麻ま酔すいやメスなんかもちゃんと用意してるし──」


「解かい剖ぼうする気じゃないか！　絶対に行かないよ!!」


　ぼくが創へ叫さけんでいると、うかない顔で遠くを見つめている勝代が目に入った。


　近くに行ってみると彼女がこちらに気づいて振ふり向く。


「あ、丈途くん……」


「そんな顔してどうしたの？」


「ちょっと悩なやんでてね……。いろんな国の部活から応おう援えんの依い頼らいが来てるんだけど……私、マネージャーとして新聞同好会の活動再開を待ってるから……」


　彼女はそう言って、さきほど見つめていた方へ再び視線を向ける。ぼくも同じく見てみると……果物入りのゼリーを食べている部長が目に入った。


　──そうか！　新聞同好会は部長が世界平和計画の一いつ端たんとして始めたものだった。これからどうなるんだろう……。


　ぼくたちの視線に気づいた部長は、ゼリーを食べ終えるとこちらへ向かってくる。


「部長……新聞同好会はこれからどうする気？」


「もちろん同好会の今後はきちんと考えておりますわ。ただ──」


　部長は自分の左胸に手をそえる。弾だん痕こんのある胸だ……。


「あたくし、やっと武装解除の仕事を辞やめて〝普ふ通つうの女子高生〟になれましたから、少しゆっくりしたいんですの。同好会のことはそれからでもいいでしょうか？」


　……そうか。部長は今まで紛ふん争そうを止めるためにずっとがんばってきたんだ。少し休みたいのは当然だろう。


「ゆっくりでいいよ。ぼくも勝代もちゃんと待ってるからさ！」


「そうよ！　また一いつ緒しよに羽は子ね突つき大会でエッチな必殺技わざを取材したり、リゾートでエッチな特集を作ったりしましょう!!」


「うふふっ……そうですわね」


　彼女はぼくたちの言葉を聞いて嬉うれしそうに微笑ほほえんでいた。


　そのとき、体育館の中で学園生たちと談話している鳴唐さんを見つける。


　彼女は各国のオーケストラからスカウトされていたのだが、すべて断ったらしい。そういう意味では彼女もまた、〝今まで通り〟を選んだひとりだろう。だが──。


「あっ、みんなそこにいたのね！」


　こちらに気づいて鳴唐さんが駆かけてくる。


「吹音、またお友達増えたよ！　今度ゲーム作りの天才が、吹音の考えたゲームを作ってくれるんだって!!」


　──内面で一番〝変わった〟のは彼女だろう。今までの鳴唐さんなら、パーティーで友達を増やすなんてきっとできなかった……。


「どんなゲームを作ってもらうの？」


「う～んとね、赤ふんをつけたクマさんのぬいぐるみが〝気〟を集めて撃うったり、筋肉を爆ばく発はつ的に大きくして派手なプロレス技を出したりするゲーム！」


「……ずいぶん漠ばく然ぜんとしてるね。それにしてもあのぬいぐるみ、そんなに気に入ったんだ」


「うん……だってあれは……」


　鳴唐さんはこちらを見ると、顔を真っ赤にして黙だまりこんでしまった。


　……まさか、あのぬいぐるみがぼくの代わりだから──。


　そう思うとぼくまで顔を赤くしてしまい、辺りに微び妙みような沈ちん黙もくが訪おとずれる……。


　……明るくなっても、鳴唐さんの純情なところは変わらないな……。


　そう思うとどこか安心してしまった。


　そんな中、制服を端たん正せいに着て脇わきにノートパソコンを抱かかえた眼鏡めがねの男がこちらへ歩いてくる姿が見える。


「……クロト」


　ぼくは知らず身構えてしまう。


　映画セットでの戦い以降、彼とは話していなかった。


　一体、今度はなにをするつもりだろう……。


　──スッ。


　突とつ然ぜん、衣きぬ擦ずれの音とともにクロトがこちらへ手を差し出してきた。


「……これ、なに？」


　差し出された手をまじまじと見つめて言うぼくへ、彼が苦く笑しようしてくる。


「握あく手しゆを求めたつもりなんだが……」


　そう言ったクロトは、一いつ拍ぱく置いて「負けたよ」と目を伏ふせる。


「きみのオペレーション・エロスによって確かに世界は平和になった。しかも、ぼくが考えていた〝統治〟よりもっと人々が活いき活きとした形でね」


　そう言いながらノートパソコンを広げたクロトは、画面をこちらへ向ける。





【新作映画構想……タイトル『ポルノ王』】





「──今度は本気で作ってみようと思うんだが、その際は主演を頼たのんでもいいかな？」


「もう嫌いやだから！」


　彼は笑うと「冗じよう談だんさ」と言ってパソコンを閉じる。


「……まぁクロトと握手してもいいけど、その前にちゃんと『エロ＆ピース』って言ってよ」


　それを聞いた彼は急に吹ふき出し、「ふっ……いくらなんでもそんな下品な台詞せりふはごめんこうむるよ」と肩かたをすくめる。


　──やっぱり嫌な奴やつだな！


　ぼくが睨にらんでいると、クロトがふと鳴唐さんを見つめた。


　……だが、彼は結局なにも言わずこちらに背を向ける。


　そのとき突とつ如じよ、わざとらしい大声をクロトが上げた。





「そういえば、校長が丈途くんを呼んでいたが……繰美のお婿むこさんにでもするつもりかね」





　……え？　えぇぇぇぇ!?


　唐とう突とつな台詞にぼくが啞あ然ぜんとしていると、部長が「お、お兄さまなにを言ってるんですの!?」とその場であたふたし始める。


「──どうして部長なの!?　丈途くん、優ゆう柔じゆう不ふ断だんすぎよ!!」


　クロトの声を聞きつけたのか、謡江がいきなり怒おこり出す。


　みんなも「「結けつ婚こんするの!?」」と騒さわぎ、こちらへ駆け始めた。


「──あ、よく考えたら吹音さんも一いつ緒しよに呼ばれていたね。世界平和のご褒ほう美びか……また無む茶ちや苦く茶ちやなことを言い出すのか……とにかくすぐに行った方がいいんじゃないかな？」


　クロトは白々しい笑えみを貼はりつけてこちらを振ふり返っていた。


　──絶対にわざと間ま違ちがえたんだ！　また「シナリオ」なんだろ!!


　文句を言いかけたが「丈途、きみはどこまで僕の心をもてあそぶんだい!?」と叫さけぶ律の声が聞こえ、ぼくはその場から逃にげ出し始める。


「鳴唐さん行こう！」


　そう言って彼女の手を引くと、一気に駆け始めた。


「──胸を張って行けよ、英えい雄ゆう」


　クロトの脇を通り過ぎたとき、そんな言葉が聞こえた気がする。


　だが、後ろから追ってくるみんなから逃げるため、聞き返すこともできなかった。


　そんな中で鳴唐さんは、赤あか髪がみを揺ゆらして走りながらずっと考えこんでいる。


「……どうしたの？」


「吹音たち、もうすぐ二年生になるんだよね？」


　──そうだ。クロトたち三年生は卒業し、ぼくたちは進級する。


「二年生になったらね、吹音……また丈途くんと同じクラスになりたいな！」


　彼女はそう言って、ぼくに満面の笑みを向けてきた。


　前より明るくなった鳴唐さんの、最高の笑み……。


　かわいいのはもちろんだが、それ以上に……見られて幸せだ。


　世界を救って、変わったことも変わらなかったこともあった。だが、彼女とのこんな〝日常〟はいつまでも続けばいいと思う。


　ぼくはこみ上げてくる嬉うれしさをそのままに、鳴唐さんに負けじと最高の笑みを返す。


「うん、同じクラスになりたいね!!」


　こうやって、ぼくたちの一年生は終わった。




　６　進路委員長が示す「卒業」







　──新学期。


　三年生が卒業し、新一年生が入学してきた閃学園は活気に溢あふれていた。


　一年生たちは上級生を見つけるたびに話しかけ、嬉うれしそうにしている。彼らからしてみれば世界平和を成しとげた先せん輩ぱいたちなのだ。無理もないだろう。


「──蘭先輩！　私も妹にして……その、色々教えてください!!」


「あぁらかわい子ちゃんねぇ。いいわよ、今夜あたしの部屋に来なさい」


「──私、来夏先輩の撮とった写真を見ました！　エロ醜みにくさで人間の本ほん性しようを表現する……素す晴ばらしい芸術ですね!!」


「お、見所のある奴やつが入学してきたな。ではさっそくお前のエロ醜い瞬しゆん間かんを撮らせろ」


「──創先輩って世界中の研究機関から、『危なっかしいからいらない！』って言われるほど恐おそれられてるんですよね！　まさにマッドサイエンティスト！　あたしの目標です!!」


「ありがとう！　じゃあさっそくボクの地下研究所できみを解かい剖ぼうさせて!!」


　みんなは一年生から尊敬の眼まな指ざしを受けつつちやほやされている……。


「くっ……ぼくも本名でポルノ小説を書いてさえいれば……!!」


　口くち惜おしさがこみ上げ、その場で歯がみしてしまう。だが……ペンネームは作家の魂たましい！　「芥川丈途」をもじって「芥川竹人」としたあのペンネームは、リビドー性衝動の象しよう徴ちようたる男根を比ひ喩ゆ的に「竹」で表しあえて本名と読みを同じにしたもの……つまり、ぼくこそがリビドーであるという決意表明なのだ!!


「ふっ……本名で書くなんてあり得ないな……」


　……ちなみに、決して書いてる小説がポルノだから本名を隠かくしているわけではない。当然、絶対、本当に……。


「──あたし吹音先輩のファンなんです！　先輩がプロオーケストラで活かつ躍やくしてる姿を早く見たいなぁ～!!」


「でも吹音、学園生活を大切にしたいから……」


「才能がもったいないですよ！」


「──謡江先輩ってもう歌手デビューできるくらいファンがいるんですよね？　ぼく、先輩がテレビで活躍してる姿を今すぐ見たいです!!」


「私もまだ学園生活を大事にしたいの……」


「全世界のファンが先輩のデビューを待ってますよ!!」


　新入生たちの熱い声せい援えんを受けて、鳴唐さんと謡江が戸と惑まどっている姿が見えた。


「……なんだろう、この違い和わ感かん……」


　閃学園は若い〝天才〟たちを世間の誤解や無理解から守るための、才能の聖域サンクチユアリだ。みんなそれぞれに〝事情〟があって入学している。ゆえにこの学園で外の世界に興味を示す者は少ない。だが今年の一年生はどうも様子が違ちがうような……。


「──吹音先輩！　私、プロオーケストラに知合いがいるんで、ぜひ今度会ってください!!」


　新入生のひとりが、鳴唐さんへ熱ねつ烈れつに話しかける。周りにいた新入生たちはそれを聞いて「「そうした方がいいですよ！」」と声を合わせていた。


　それを前に鳴唐さんは「でも……」と言いよどみ、困ったように周りを見つめる。


「……さすがに助けた方がよさそうだな」


　ぼくはすぐに彼女のもとへ走り出す。


　こちらに気づいた鳴唐さんは、ぼくの方へ駆かけ出そうとするも……新入生たちにはばまれて近づけないでいた。


　──ドカッ！


　不意に、誰だれかにぶつかってしまう。


「ごめん！　えと、きみは……」


　ぼくはぶつかった相手に慌あわてて謝る。まだ制服が体に馴な染じんでいない少女で、いかにも新入生といった感じだ。眼鏡めがねをかけていて真ま面じ目めそうな雰ふん囲い気きを醸かもしているが、顔立ちはあどけなくてかわいい。


　彼女はぼくがぶつかったせいで落としたと思われる書類や本を拾っていた。『進路ガイダンス』や『就職ナビ』と書かれた本……。


　……一年生がもう就活？


　ぼくが首をかしげていると、本や書類を拾い終えた彼女がこちらへ目を向ける。その途と端たん、「芥川丈途先輩ですね！」と眼鏡越ごしにそのあどけない瞳ひとみを輝かがやかせてきた。


「……え？　ぼくのこと知ってるの??」


「もちろんです！　高校生にしてプロのポルノ作家！　そして……実は世界平和の立役者!!」


「おぉぉ……その通りだよ!!」


　ぼくは感動のあまりガッツポーズを作ってしまう。


　──ペンネームでもわかる人にはわかるんだ！　しかもかわいい後輩に気づいてもらえた!!


　嬉しさでつい頰ほおが緩ゆるんでくる。


　……でも待てよ。ぼくの職業を知ってるってことはまさか──ぼくのポルノを読んでる!?　ということは「わたし、先輩のポルノのモチーフになりたくて……」だなんて眼鏡越しにおねだり視線を向けてきて、そっと制服を脱ぬいで後輩らしいどこか未発達な肢し体たいをさらして、恥はずかしげに「し、下着も脱いだ方がいいですか？　それとも先輩ならあえて下着を汚よごしつつ責めます？」だなんて聞いてきて──。


「じゃあ下着越しに責めて汚すよ!!」


「……下着を汚す？」


　目の前の少女は不思議そうに眼鏡の位置を直しながらこちらを見つめている……。


「いや、こっちの話だから気にしないで……!!」


　ぼくが焦あせってごまかしていると、彼女は「そうですか……」と生き真ま面じ目めに頷うなずいて喋しやべり始める。


「先輩方って今、世界中からいろんな依い頼らいが舞まいこんでいて大変でしょう？　将来を想おもう青春の悩なやみ、不安……なにかありましたらぜひわたしに〝指導〟させてください！」


「指導!?」


「はい！　だってわたし──」


　そこまで言うと、彼女は持っていた書類の中から一枚の紙を抜ぬいてこちらへ差し出してくる。





『履り歴れき書』


　氏名──夢ゆめ路じ　愛まな見み


　才能──進路指導


　特技──進路指導


　趣しゆ味み──進路指導





「きみ、進路指導の天才なの!?」


「はい！　わたし、先輩方が今すぐにでも『一生の仕事』に就つけるよう全身全ぜん霊れいでご指導致いたしますね！　目指せ〝閃学園の進路委員長〟です!!」


「ちょ、ちょっと待ってよ！　まだ普ふ通つうに学園生活を送りたい人も多いし、『今すぐにでも』だなんて気が早すぎるって！　だいたい、仕事に就くのは卒業してからでも遅おそくない──」


「なにを言ってるんですか！　今、先輩方の才能を世界中が求めているんです！　まさに進路を決めるべき時！　みなさんはもう──この学園を〝卒業〟すべきなんです!!」


　彼女は周りの上級生たちへ目を向け、〝天才〟の栄はえある将来を想うかのようにあどけない瞳を輝かせる。


　そしてぼくたちの青春は、このひとりの少女によって大きく変わるのだった……。




　あとがき







　ついにこの巻で、物語が大きな転機を迎むかえました。


　つきましては表紙イラストもサブタイトルも今までとは一風変わった感じになっております。


　イラストを描かいてくださっている藤真様にもお話ししたのですが……制服＆スク水＆白ニーソックスって組合せが凄すごいです！　表紙の吹音からビシバシとオーラを感じます（鼻血!!）。


　あとがきから読まれる方のことを考えてネタバレを避さけた表現をしますが、「卒業指導」は今まで以上に各登場人物へ焦しよう点てんを当てた話になります。


　この巻で、様々な人物たちが〝変化〟を迎えました。大きく成長した人物もいます。そういった中でみんなの「次のステージ」を意識して書くのが「卒業指導」です。閃学園のみんながこれからどう変わり、どう成長してゆくのか、読者様に温かく見守って頂ければ幸いです。


　そしてこの巻が出たすぐ後に、ついにテレビアニメ『Ｒ－15』の放送が始まります！　インターネットで「アニ☆ゆめ　チャンネル」と検けん索さくすると、『Ｒ－15』声優陣じんの皆みな様さまがお送りするバラエティー番組が無料でご覧頂けますので、アニメ放送前にぜひお楽しみください！


　アニメ放送前ということで、『Ｒ－15』に関かかわってくださっている皆様が凄すさまじいスケジュールで動かれており、誠まことに感謝の至りでございます。また原作側の担当として関係各所との調整に奔ほん走そうされている山口様、本当にありがとうございます。


　この小説発売直後はコミック版『Ｒ－15』と連動した特典として、全九種類の『大エロ袋ぶくろ』なる物がついておりますが……藤真様、大橋様、お忙いそがしい中で凄く気合＆エロの入ったイラストありがとうございます！　あのコスプレとか某ぼうヒロインの服の破け具合とか──以下自重!!　また、帯に『ちまＲ－15』を描いてくださった二宮様もありがとうございます!!





　しかし月日が過ぎるのは早いと言いますか、この本が出る頃ころ、私はデビューしてちょうど二年経ちます。


　デビューして一年経ったときはあとがきに「角川書店様の新年会で酔よっぱらってホテル内で迷子になった」と書いていた私ですが、もうデビューして二年経ちますし、ちゃんと成長しまして……「酔っぱらって、乗る電車を（よりによって終電で）間ま違ちがえて、家とは逆の県に行って真夜中に呆ぼう然ぜん」という〝進化〟をですね（再び以下自重!!）。


　そんな駄だ目め人間な私ですが、この間、原作者としてアニメのアフレコに行って参りました。


　まがりなりにも原作者なわけですから、私も緊きん張ちようした面おも持もちでアフレコを見守り、こう、喉のどが渇かわき、用意してあったジュースを飲んでいたら──「伏見さん、酒っすか？」とかアニメスタッフ様からツッコミが……!!


　なんですかね？　もうそういうキャラなんですかね??





　このシリーズを立ち上げた当初は、この巻で訪れる大きな転機をまだ「こんな感じでやれたらいいなぁ」くらいの大おお枠わくでしか考えておりませんでしたが、読者様、藤真様、角川書店様のおかげで実際に書くことができました。本当にありがとうございます。


　そしてこれから訪れる『Ｒ－15』の次のステージを、秋……には出せるようにですね、がんばりたい……と思います……（今、カレンダーを眺ながめつつ、ガタガタ震ふるえながら自分を追いつめました）。







伏見ひろゆき　　
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Rあーる-15じゆうご


卒そつ業ぎよう指し導どうスタート！





伏ふし見みひろゆき
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